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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「ねえ、ヨハンナ。あれは何？」

　少女は小さな白い指で、春はる霞がすみの空を指す。

　穏おだやかな昼下がり、尼に僧そう院の裏庭である。薬草の新芽を摘つんでいた老ろう婆ばは手を止め、少女の指す空を仰あおぎ見た。常じよう人じんには薄うすい雲がかかる青空しか見えないが、この少女と腰こしの曲がった老婆には、虚こ空くうに漂ただようそれが視みえていた。

　女の姿をした光の結けつ晶しよう──。

　宙に舞まう長い髪かみ、豊かな睫まつげに縁ふち取どられた妖よう艶えんな瞳ひとみ、愛らしい唇くちびる。頰ほおの輪りん郭かくも、肩かたの線も、手も足も指も、幼い少女でさえ、あまりの美しさに見とれるほど、すべてが完かん璧ぺきに美しかった。

　それは全ぜん裸らであった。輝かがやく豊満な肢し体たいは半ば透すき通って空の色を映している。

「ああ、あれは恐おそろしい、そして憐あわれなモノでございますよ」

　老婆はしばしそれに見入った後に答えた。

　それの唇が笑えんだ形に開いた。

　──愛シテ、私ヲ愛シテ……。

「リリムと申しましてな」

「リリム？」

「あれ自体邪じや悪あくなモノではございませぬが、ああやって、彷徨さまよっては何とでも契ちぎりを交かわすのでございます。樹きと契っては木精を産み、土と契っては土精を産み、獣けものと契っては妖よう怪かいを産むのでございますよ。夢む魔まは、あれが人の夢と契って産んだモノでございます。言わば妖よう霊れいどもの母でございますな」

「妖霊って、みんなリリムが産んだの？」

　少女にはこの美しい光が、醜みにくい小ガー鬼ゴイルや恐ろしげな黒カツツ小エンヴ人アイトを産んだとは思えない。

「死し霊りようや生き霊など、人の魂たましいは違ちがいますが、およそ神の御み手てに因よらないモノは、リリムが産んだと、わたくしは聞いておりまする」

「善よいモノも、悪いモノも？」

　少女は、神に忠実で人に優やさしい妖霊もいれば、邪悪な妖霊もいることも知っていた。

「左さ様ようですな。リリムはただ交わりを欲ほつするだけ。自分が何と契り、どんなモノを産んだのかさえ、あれにはわかってはおりますまい」

　老婆は腰をかがめて薬草摘みを再開した。

「ふうん──」

　少女は漂い去って行くリリムを見送った。

　──愛シテ……。

　彼女の声が、少女には切ないほど淋さびしげに聴きこえた。







　１　混こん沌とんの魂を持つ者




　一面に白く輝く世界であった。

　深しん山ざんを覆おおう霧きり、もしくは雲の中に似ているかもしれない。

　しかし、霧の中よりも遥はるかに明るく、白い粒りゆう子しの一つ一つが聖なる輝きを放っていた。

　その白い世界に、黄金の髪を肩の辺りで切りそろえ、三対ついの翼つばさを背にした天使がいた。彼は、夜明け前の海のような群ぐん青じようの瞳で、足あし下もとを見ていた。彼の足下には、白く輝く雲が丸く切り取られ、遥かな人間界を映していた。

　大天使ミカエルである。彼は天界の一角から、地上のある人物の姿を見ていたのだった。

　ミカエルの背後に、もう一人の天使が現れた。やはり、三対の翼を持っている。淡あわい金の巻き毛を腰まで垂たらした姿は幾いく分ぶん女性的で、春の湖のような青緑の瞳は優しげに笑んでいた。

　ミカエルは、背後の天使の存在に気付いていたが、足下の穴から目を離はなさなかった。

　長い巻き毛の天使は、薄うす桃もも色いろの唇に一いつ層そうの笑みを浮うかべ、ミカエルの傍かたわらに寄ると、穴の中に視線を落とす。

　穴には一人の人間の女が映っていた。天界からは遠く離れた地上世界であるはずなのに、まるですぐ側そばにいるかのように鮮せん明めいに映っている。

　美しい女だった。癖くせのない長い黒髪、白はく磁じの肌はだ、紅べにを引いたように赤い唇。黒い尼僧服に身を包み、黄金の瞳をきらきらと輝かせて笑っていた。

「やはり御心配なのでしょう？」

　人間の女からミカエルに視線を移し、大天使ガブリエルは問うた。

「別に」

　表情も変えずミカエルは答える。ガブリエルは笑みに小さなため息を混ぜ、この謹きん厳げん実じつ直ちよくが翼を生やしたような傍ほう輩ばいに、それまで訊きこうと思いながら訊く機会を逸いつしていた事こと柄がらを口にすることにした。

「今まで不思議に思っていたのですよ」

「何を」

「私がリリスを再び人に生まれ変わらせた時、あなたが見て見ぬ振ふりをしたことです」

　ミカエルは答えなかったが、彼の群青の瞳は、黒髪の女を映す穴からガブリエルに移った。ガブリエルは、笑みを崩くずさず続けた。

「あなたは、リリスを大いなる深しん淵えんの鍵かぎにして、厳げん重じゆうな守りのもと煉獄シエオルへ留とどめ置きました。彼女が煉獄シエオルを出て、再び地上に生まれれば、鍵を手に入れようとする悪魔に狙ねらわれ、大いなる深淵の扉とびらが開いてしまう危険があったのに、あなたは私を止めませんでした」

　かつて、神に最も愛され、曙あけぼのの御み子こと呼ばれて天使長の座にあった者がいた。しかし、彼は神に反逆し、天界に争乱を招いた。争乱は、御子に加か担たんする天使とミカエル率ひきいる天使軍とで天界を二分する大戦にまで発展した。結果、御子は敗れ、大いなる深淵に封ふうじられたのである。

　御子の配下で主立った者も一いつ緒しよに大いなる深淵に封じられ、他の反逆者たちは別の流る刑けい地ちに流されたか、あるいは地上に堕おちた。人間から悪魔と呼ばれているのはそれらの堕だ天てん使したちのことである。

　大いなる深淵の扉が開くということは、一番の重罪を問われた曙の御子と、彼を盟主と仰あおぐ堕天使たちが蘇よみがえるということだった。

　その大いなる深淵の鍵となる魂を持つ女──リリスを、ガブリエルが憐あわれに思い、人間界に生まれ変わらせたのである。

「それに、私があの二人を地獄ハデスから解き放ち、地上に降ろした時も、あなたは止めませんでしたね」

「あの二人？」

「グランディエと、サリ──いえ、山羊やぎ頭ですよ」

　堕天使は真の名を明かさない。呪じゆ術じゆつ師しに名を呼ばれると不本意でも召しよう喚かんに応じたり、逆に悪トウ魔フエ祓ル・いバン師ナーに祓はらわれてしまったりするからである。しかし、天使は別の理由でかつての盟友の真の名を呼ばなかった。神に反逆した者を、神が付けた名で呼ぶのは憚はばかられたからである。

　グランディエと山羊頭は反逆者の一味ではなかったが、リリスを救うために守るべきエデンを離れ、その間にエヴァが禁断の実を食べてしまった責せきを問われて地獄ハデスに囚とらわれた。その彼らを、生まれ変わった彼女の所へ降ろしたのもガブリエルである。

「で、そなたは今いま頃ごろになって自分の越えつ権けん行こう為いを告白し、私の叱しつ責せきを望んでいるのか？　それとも赦ゆるしを請こうているのか？」

　ミカエルは相変わらず無表情のまま、群青の瞳でガブリエルを真まっ直すぐに見み据すえた。見つめられたガブリエルは視線を逸そらさず、柔やわらかな笑みに微かすかな苦みを加えて応じる。

「いいえ。ただ、あなたもリリスと、そしてグランディエと山羊頭を少しは憐れに思ってくださったのかと、そして心の中ではとうにお赦しになっているのではないかと──確かめたかっただけですよ」

　一いつ瞬しゆん、ミカエルの端たん整せいな眉まゆが僅わずかに上がった。

「戯たわけたことを──」

　ミカエルは、視線を穴の中に戻もどした。穴には、かつてリリスだった女が、彼女のために翼を折ったグランディエと、他た愛わいのない談だん笑しようをしている姿が映っている。

「堕天使はリリスに触ふれることができない。これ以上安全な鍵があるか？　再び人間に生まれて地上にあろうと、あの頭は軽いが剣けんの腕うでだけは達者なグランディエが側にいれば、さほど危険ではないと私が判断したからだ」

　リリスは禁断の実を食べていない唯ゆい一いつの人間だった。従って、彼女の魂は創造主の聖なる息吹いぶきを保ち続けている。そのため、神の加護を失った堕天使は、彼女に触れると神の雷いかずちにも似た激痛を味わうのだった。

「素す直なおじゃないんですね」

　ミカエルの性格を知っている者が近くにいたら、その場を逃にげ出しかねないような台詞せりふをガブリエルはさらっと言ってのけた。ミカエルの無表情の仮面の下に隠かくされているのは、燃えさかる業ごう火かであり、琴きん線せんに触れたが最後、彼の天てん秤びんの紋もん章しようが象しよう徴ちようするように、是ぜか非ひかの容よう赦しやのない断罪が待っている。つまりキレたら誰だれにも止められないのだ。

　しかし、ミカエルはガブリエルに向けて目を眇すがめただけだった。対して、ガブリエルは現天使長の鋭するどい視線を平然と受け止め、慈じ愛あいに満ちた笑えみを浮かべている。

　反逆者を大いなる深淵に追い落とした猛もう将しようも、神の慈悲を形に成なしたようなこの天使にはかなわない。ミカエルは諦てい観かんにも似た息を吐はいた。

「それに、大いなる深淵が開く恐おそれはない。御子は……」

　ミカエルは言いかけて、言葉を止めた。

「御子が、何です？」

「……いや、何でもない」

　滅めつ多たに不必要な言げんを吐かないミカエルが、言いかけた言葉を途と中ちゆうで止やめるのは珍めずらしいことだった。ガブリエルが、彼が何を言いたかったのか追つい及きゆうしようとしたところで、

「この少年──」

　ミカエルが足下の穴を指差した。切り取られた雲の穴に映っているのは、取り入れ間近の小麦のような金きん髪ぱつに、抜ぬけるような空色の瞳をした少年だった。頰ほおや唇くちびるには愛らしさが残っていたが、眉や目元には精せい悍かんさが漂ただよい始めている。

「確か、シオンという名でしたね」

　二人の天使には、シオンの魂たましいが尋じん常じようではない光を放っていることがわかる。力強く、聖も邪じやも内包する原初の混こん沌とんの輝かがやき──。それは、普ふ通つうの人間が持つ魂ではなかった。

「これもそなたの仕し業わざか？」

　シオンの出生に関し、ガブリエルの意図が加わっているのかとミカエルは問うた。

「まさか。命を生むことができるのは創造主だけでしょう？　私は生まれ変わる魂を見守るだけですよ」

　ガブリエルはやや瞠どう目もくして答えた。彼はミカエルが何もかも承知の上で、大いなる深淵の鍵の成り行きを見守っているのだとばかり思っていたのだ。

　ミカエルさえ知らなかったとなると、この少年は天使や悪魔の思おも惑わくとは関係なく、別の使命を担になっているということになる。

「では、この少年を大いなる深淵の鍵のもとに遣つかわしたのは──」

　ミカエルは眉を寄せ、

「創造主の御心でしょう」

　ガブリエルは慈愛に満ちた瞳で、少年を見つめた。
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　天てん井じように黒いわだかまりが凝こごっている。それは、収縮を繰くり返し、次し第だいに人の形を成していく。

　寝しん台だいに仰あお向むけに寝ねた幼い自分は、全身に脂あぶら汗あせを浮かべながら、その天井の黒い影かげを見上げている。

　これは夢だと、シオンにはわかっていた。浅い眠ねむりの中で、自分は小さかった時の記き憶おくを蘇よみがえらせ、夢見ているのだと自覚している。だから、次に何が起こるのかも知っていた。

　天井の黒い影に、閉じた目と口の輪りん郭かくが生じる。

　突とつ然ぜん、影の目が開かれた。巨きよ大だいな眼球、血走った白目、奈な落らくのような黒目が邪じや悪あくな笑みを含ふくんで自分を見つめる。

　ずるりと影は天井から垂れ下がった。少しずつ少しずつ影の禍まが々まがしい顔が近づいてくる。

（声を出してはいけない）

　まどろんでいる現実のシオンは、夢の中の自分に忠告する。やつらは、脅おどかした相手が恐れたり騒さわぎ立てたりするのを楽しんでいるのだから、叫さけんだりしたら一層の悪さを仕し掛かけてくる。

　しかし、逆さかしまに垂れ下がった影の顔が目の前に迫せまり、カッと口を開いて真っ赤な口こう腔こうを晒さらした時、幼い自分は耐たえきれず絶ぜつ叫きようを放った。寝台を転げ落ちるように降り、影から少しでも遠ざかろうと、床ゆかを這はいずるように逃げ回る。

『父上、母上！　怖こわいよ！　助けて！』

　だが、父母の助けはない。二人とも夜会に出かけていて城を留守にしていた。

　黒い影は、ひらりひらりと宙を舞まい、少年の恐きよう怖ふに引きつった顔と絶え間ない叫び声を楽しんでいるかのようだった。

『──まったく。いい加減にしてください』

　侍じ女じよが不ふ機き嫌げんな声こわ音ねを隠そうともせず、ずかずかと寝室に入ってきた。シオンの夜や驚きようは毎晩のことである。叫びながら黒い影を追い払はらおうと手足を振ふり回すシオンに、侍女は侮ぶ蔑べつと呆あきれの交じった冷たい視線を浴びせた。彼女には黒い化け物が見えないのだ。

『た、助けて！　そこに変なモノがいる！』

　シオンはしゃくり上げながら訴うつたえたが、侍女は薄うすら笑いを浮かべただけだった。

『何もいやしません。また、夢でも御ご覧らんになったのでしょう』

『いるよ！　噓うそじゃない！』

　シオンは、自分だけに視みえる化け物を指差した。化け物は生花の飾かざられた巨大な花か瓶びんを持ち上げたところだった。侍女には化け物は見えなかったが、宙に浮いた花瓶は見えた。

『ひっ！』

　侍女が息を吞のんだ瞬間、化け物が花瓶を落とす。

　ガシャーン！

　派手な音を立てて、花瓶は砕くだけ散り、大量の水が絨じゆう毯たんにこぼれた。しかし、影の化け物の悪戯いたずらはそれだけでは済まなかった。化け物は花瓶の破は片へんと生けられていた花を投げ始めたのだ。侍女には破片と花がひとりでに宙を舞っているように見えただろう。

『きゃーっ！』

　今度は侍女が恐きよう慌こう状態に陥おちいった。恐怖の視線は、化け物ではなくシオンに向けられた。

　彼女の視線の意味に、シオンが気付くまでにはしばしの時間が必要だった。

『……あの』

　おずおずと差し上げたシオンの手を、侍女は乱暴にはたき落とした。

『寄らないでっ！』

　バタバタと足音も高く、侍女は部屋を走り出た。寝室に一人取り残されたシオンの耳に、他の人間には聞こえない黒い影の哄こう笑しようが響ひびき渡わたっていた。







「シオン、おい、どうした」

　肩かたを揺ゆすぶられて、シオンは目を開いた。窓から差し込む月明かりに、うっすらと照り輝かがやく銀の瞳ひとみが、心配げに自分を覗のぞき込んでいる。

「……グランディエ」

　シオンは、ほーっと安あん堵どのため息をついた。グランディエの白い繊せん手しゆが、脂汗で額ひたいに張り付いたシオンの前まえ髪がみをかき上げる。

「随ずい分ぶんとうなされていたぞ。具合でも悪いのか？」

「ううん。嫌いやな夢、見ちゃっただけ」

　シオンは虚うつろな笑みを浮かべ、グランディエの胸に頭を寄せた。誰だれかの温ぬくもりを借りて、体の芯しんに残った怖おぞ気けを消したかった。

　いつもなら勝手に寝台に潜もぐり込んでくるグランディエを迷めい惑わくがるシオンが、いつにない様子を見せたので、グランディエは面めん食くらった。

「どうしたんだ？　大だい丈じよう夫ぶか？　熱はなさそうだが──」

　グランディエはシオンの頰ほおを両手で挟はさみ、顔を仰あお向むかせると自分の額と合わせた。堕だ天てん使しの体温と比べることで人間の熱が測はかれるのか甚はなはだ疑問ではあるが、それでもグランディエが本気で心配してくれていることがシオンには嬉うれしかった。

「大丈夫。ほんとに、昔の夢を見ただけだから。今考えると大したことじゃないんだけどね」

　グランディエの額が離はなれると、シオンは再び彼の胸に頭を付ける。

「僕、小さい時、毎晩のように妖よう霊れいに脅おどかされて……その頃ころはすごく妖霊が怖かったから。今は妖霊なんて怖くないんだけどね。怖かったっていう記き憶おくはしっかり残っちゃってるし……」

　シオンは言葉を切り、小さくため息をついた。

「見えないモノが視えてしまう僕を周りの人が不気味がってね。それが結構きつかった……」

「俺にしてみりゃ、鳥も獣けものも妖霊も視えて当然なんだがなあ。妖霊だけ視えないって方がおかしい。一いつ般ぱん人てのは、相当目が悪いんだな。それ以前に、妖霊を怖がらないで、妖霊が視えるやつを怖がるなんて、どうかしてるぞ」

　彼なりの慰なぐさめなのだろう、大げさに憤ふん慨がいしてみせるグランディエに、シオンはようやく本物の笑みを浮かべた。

　シオンの髪にグランディエの指が滑すべり込み、優やさしげに撫なでる。

「妖霊が視えるのは、魂のゼーレ捜索人・ズーヒアには必要な資質だ。自分の力に誇ほこりを持て。そして、早く一人前になってお前を異い端たん者しや扱あつかいしたやつらを見返してやれよ」

「……うん。わかってる」

　シオンは答えたが、

（でも、見返すっていっても難しいよ）

　声には出さずに、心の中で呟つぶやいた。

　多くの人々は、視えないモノが視え、精せい霊れいを喚よんだり操あやつったりする力は悪魔のものだと思っている。シオンは今日、それらの人々の誤解を解とくことがいかに困難であるか思い知らされた。だから、忘れていた幼い頃の苦い記憶を呼び覚まし、あんな夢を見たのだ。




　それは、今朝のことだった。




　シオンが中庭で剣の朝稽げい古こをしていた時、珍めずらしく館やかたに肉屋の馬車が入ってきたのである。魂のゼーレ捜索人・ズーヒアは聖職者であるため、シオンも彼の師し匠しようであるファティマも肉食はしない。

（手紙を届けにきたのかな？）

　肉屋が肉の運うん搬ぱんのついでに書しよ簡かんを運ぶことはシオンも知っていたが、教皇庁や教区の司祭から仕事の依い頼らいがある場合は専属の配達夫が来るし、ファティマの実家マイセン侯こうや、シオンの実家のヘッセン方ほう伯はくからの書簡であれば、私兵が早馬を飛ばしてくるはずだ。

（誰からだろう）

　シオンは剣を鞘さやに収めると、

「御ご苦く労ろう様さまです」

　肉屋に声をかけた。肉屋は御ぎよ者しや台に乗ったまま、無ぶ遠えん慮りよというより不気味なものを見るような目で、シオンをじろじろと睨ねめ付けた。その目つきは、幼い頃、城の奉ほう公こう人にんがシオンを見る様子に酷こく似じしていた。

「あの、何か──」

「坊ぼうや、この館の者かい？」

「そうですけど」

　シオンの返答を聞くと、肉屋はズダ袋ぶくろから一通の紙片を取り出した。彼は馬車から降りもせず、グイと手を伸のばすとシオンにそれを渡した。そして馬に鞭むちを入れ、まるで逃げるように立ち去った。

　怪け訝げんな思いで肉屋を見送ったシオンは、手て渡わたされた書簡に目を落とした。それは書簡というにはお粗そ末まつな体てい裁さいだった。粗そ悪あくな紙を折り曲げただけで、宛あて名なも差出人の名もない。

「本当にうちに来た手紙かな」

　シオンは何気なく折りたたまれた紙を開いた。常つねなら、シオンは勝手に書簡を開いて読んだりはしないのだが、宛あて先さき違ちがいなら、今のうちに肉屋を追いかけてこの書簡を返そうと思ったからである。

　短い手紙の、一行目に書かれていた文に、シオンは驚きよう愕がくした。




　お前は、修道女を装よそおった忌いまわしき魔女だ！




　シオンは手紙を持つ自分の手が震ふるえ始めたのを感じた。

「なぜ……何でファティマが魔女だなんて……」

　文の続きには、冬でもツバメが出入りするのは悪魔の仕し業わざに違いない。魂たましいの通り道だの妖霊だのが視えるのは、悪魔の力を借りたからだろう。どこそこの夫婦に子が授さずからないのも、今年は小麦の育ちが遅おそいのも、みんなお前のせいだと書かれていた。

　先さき程ほどの肉屋の態度は、この手紙の主に何かを耳打ちされたか、またはすでに手紙の内容を知っていたためだと考えれば頷うなずける。

「ひどい……」

　シオンはこぼれかかる涙を堪こらえ、唇くちびるを嚙かみしめた。

「誰か訪ねて来たようだったけど」

　シオンの朝稽古に付き合うために、ファティマがグランディエを伴ともなって出てきたのは、丁度その時だった。シオンはこんな手紙をファティマの目に触ふれさせたくなかったので、急いで後ろ手に隠かくした。しかし、シオンの表情に何かを感じたのか、ファティマは「見せなさい」と手を出す。

　結局、隠し通すことができず、シオンは手紙を彼女に渡し、肉屋の様子を語った。

「ツバメは俺のせいだな。うん、今度はアホウドリにしよう」

　中庭のベンチに腰こし掛かけ、グランディエは真しん剣けんな顔で腕うで組ぐみした。

「それじゃ、もっと変だよ」

　シオンは肩を落とす。

　そこへ、ヨハンナが熱いお茶の入ったポットとカップを盆ぼんに載のせて中庭に現れた。このお茶はヨハンナが精コー霊ボルトを使って遥はるか東方の国から取り寄せたものである。こんなのを飲んでいるところを見られたら、また何を噂うわさされるかわからないのにとシオンは焦あせったが、海千山千の老ろう婆ばは堂々とお茶を淹いれた。そして、シオンたちの会話をどこで聞いていたのか、

「グランディエ殿は堕天使ゆえ、ツバメの出入りが悪魔の仕業というのは、中あたらずといえども遠からずですな。なかなかの洞どう察さつ力でございます」

　飄ひよう々ひようと、悪意に満ちた手紙の主を称しよう賛さんする。

「でも、子どもが授からないとか、小麦の育ちが遅いとか、言いがかりもひどすぎます」

　シオンが抗こう議ぎすると、

「マイセン侯ともあろうお方の離り宮きゆうに、奉公人はわたくし一人。女主人のファティマお嬢じよう様さまも、グランディエ殿も、人にしては美しすぎますゆえ、そのような噂の種たねにされるのでございましょう。まあ、わたくしの見るからに魔法使いのような容よう貌ぼうも、その一いち助じよとなっておるやもしれませぬなあ」

　ヨハンナはホッホッホッと笑った。

　グランディエは堕天使だが、天界を追放されただけであって、神に反逆した悪魔とは異なる。また、ヨハンナも希き代たいの呪じゆ術じゆつ師しではあったが、悪魔と契けい約やくした魔女ではない。何も悪いことをしていないのにこのような誹ひ謗ぼう中傷を受けることに、シオンは憤いきどおりを感じた。

「それにしたって、ファティマはれっきとした聖職者、魂のゼーレ捜索人・ズーヒアなのに。今まで何人もの人の命を救ってきたのに──」

　声を震わせて呟つぶやくシオンに、ファティマは微笑ほほえんだ。

「私のために怒おこってくれるのね。ありがと、シオン。でも、手紙のことはもう気にしないで。いつものことよ」

　ファティマの笑みは心なしか淋さびしげだった。




　肉屋の冷たい視線。そして匿とく名めいの悪質な手紙。そのような手紙は今に始まったことではないと、淋しい笑みを浮かべたファティマ──。

　それらが、自分の幼かった頃の辛つらい記き憶おくを呼び覚ましたのだと、シオンにはわかっていた。
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　春が一気に押し寄せてきたような明るい午後だった。森のモミの下生えは萌もえ葱ぎ色いろに輝かがやき、気の早いタンポポやサンガイグサが蕾つぼみを開きかけ、彩いろどりを添そえていた。

　シオンは黒シユヴアいルツヴ森アルトの中に建つ館と、カルフ村とをつなぐ細道を、一人で馬を駆かっていた。

　彼は、村の仕立て屋へ向かう途と中ちゆうであった。このところ随ずい分ぶんと暖かくなってきたので、春物の衣服を出したのだが、胴プール・衣ポアンもズボンシヨースも丈たけが短く、肩もきつくて着られなかったのである。

「まあ、随分大きくなったのね。今、着ているのだって、仕立てた時は少し大きいくらいだったのに、もう短くなっちゃったものね」

　ファティマに言われて、去年の夏、弟で子し入りした時は、ファティマと自分は頭一つ分ほど身長が違ったのだが、今はさほど見上げなくても会話ができることにシオンは気付いた。

「村の仕立て屋さんに行ってらっしゃい。胴プール・衣ポアンとズボンシヨースと、そうね、薄うす手での外がい套とうも必要ね。ついでに夏物も注文してくるといいわ。夏物は一回り大きめに作ってもらいなさい。この夏にはきっと私の背を追い越こすわよ」

　と、送り出されたのである。

（背が伸のびれば、もうお子様扱あつかいされないかな）

　シオンは心を浮き立たせた。

　彼は心密ひそかにファティマを生しよう涯がいの伴はん侶りよにと考えていた。しかし、肝かん心じんのファティマがシオンを男性として見ていないのだった。

　彼女は、シオンを可愛かわいい弟子、年少の相あい棒ぼう程度にしか認にん識しきしていない。そもそも、尼に僧そう院いん育ちで一いつ般ぱん人と深く関かかわったことがないためか、ファティマは恋れん愛あいに対する興味も知識も乏とぼしいのだ。その彼女がシオンの恋こい心ごころに気付くはずもなく、シオンはひたすら子ども扱いされていた。

　背が伸びて少しでも大人っぽくなれば、ファティマは自分を男として見てくれるんじゃないかと、シオンは身長の伸びに望みをかける。

　森の出口にさしかかった時、突とつ然ぜんシオンは不思議な気配を感じた。続いて馬が嘶いなないて竿さお立だちになる。彼は手た綱づなを絞しぼり、馬を止めた。

　ザッと梢こずえを鳴らして、樹上から前方の道に、一人の少年が降り立った。彼はシオンに向かって片かた膝ひざをつき、頭こうべを垂れて礼の姿勢をとる。発せられる気配は人間のものではなかった。

　シオンは鞍くらの前輪に掛かけておいた剣を手に取ったが、抜ぬかなかった。少年からは、邪じや気きも殺気も感じられなかったからである。

　以前のシオンなら、異形のモノに遭そう遇ぐうした途と端たん、恐きよう怖ふにおののいて騒さわぎ立てただろうが、人外のモノにも善良な種しゆもあれば邪じや悪あくな種もあると知った今は、むやみやたらに怯おびえることはなく、冷静に観察できるようになった。

（妖よう霊れいじゃないみたいだけど──）

　妖霊とは、魔物や精霊、死し霊りよう、生き霊など霊体の総そう称しようである。妖霊の多くは普ふ通つうの人の目には映らない。希まれに人に見える妖霊もいるが、体を構成する要素が霊体であることに変わりはない。しかし、目の前の彼は地面に影かげを落とし、肌はだの質感からも血肉を備えた実体のあることがわかる。

　だが、人間でないことは確かだ。彼の、肩の線や異国風の黒い貫かん頭とう衣いから覗のぞく手足は、シオンと同じか、やや年上の少年のものとしか見えないにもかかわらず、髪が雪のように真っ白だった。更さらによく見れば、額の近くには白い髪を割って二本の小さな角つのが生えている。

「君は誰だれ？　僕に何か用ですか？」

　シオンの問いに少年は顔を上げた。彼の双そう眸ぼうを見てシオンは息を吞のんだ。

　彼の両眼に白目はなかった。目め頭がしらから眦まなじりまでを虹こう彩さいが占しめ、しかも鮮あざやかな黄色をしていた。その上、彼の瞳どう孔こうは猫ねこのように細長かったのである。

「我はスケディムの王、マジキム」

　よく通る涼すずしげな声で、少年は名乗った。

（スケディム？　うわ、本当にいたんだ）

　そのような妖よう怪かいがいることをシオンは本で知っていた。長命で、特異な能力を持っているらしい。深しん山ざんの奥深くに棲すみ、人の前に姿を現すことはほとんどないという。

　その幻まぼろしの妖怪が、しかも王だと名乗る彼が、なぜこのような所にいて自分に膝ひざをついているのだろうか。

　シオンは馬を降りた。念のため、剣は腰こしに佩はいておく。

「僕はシオン・ブラバント。あの、僕に何か……」

　妖怪の王に対して、どのような礼を尽つくせばよいのか戸と惑まどうシオンに、マジキムはにっこりと笑んだ。猫のような瞳ひとみに注目してしまいがちだが、マジキムの容よう貌ぼうは鼻筋も顎あごも線が細く、鋭するどさと気品とを兼かね備えている。人間の基準に照らしても、相当美しい面おも立だちといえた。
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「お迎むかえに参上した。貴き殿でんは我ら一族の真の王となるべきお方。いざ、我らと参り給たまえ」

「……は？」

　何を言われたのかわからず、シオンが呆ぼう然ぜんとしていると、マジキムはスッと立ち上がり、シオンの手を取ろうとした。

「え、えっと、ちょっと待ってください」

　シオンは無意識に一歩後あと退ずさった。

「あの、今、何て仰おつしやいました？」

「貴殿はスケディムの王となられるお方ゆえ、我らの里にお出いでいただきたいと」

「はあっ？」

　目を丸くして動どう揺ようしまくっているシオンに対し、マジキムは至し極ごく真面目まじめな顔である。

「お手を」

　マジキムはシオンの手を取り、騎き士しが忠誠を誓ちかった姫ひめ君ぎみにするように、シオンの手の甲こうに端たん整せいな唇くちびるを付けた。

「なな何を──」

「やはり、間ま違ちがいない。貴殿のその魂たましいは、我らと同じ混こん沌とんより生まれしもの。且かつ、神の似姿である貴殿は、我らの真の王に相そう違いない」

　マジキムは獣けもののような瞳を細めて、美しい笑みを浮かべた。

「……仰っている意味がわからないんですけど」

「貴殿は、自らの魂が人のものではないとお気付きではないのか？」

　シオンはぶんぶんと頭かぶりを振ふった。

「僕は普通の人間です。まあ、妖霊とか視みえたりしますけど──。でも、ごく普通の人間の両親から生まれた普通の人間です」

　昨夜の夢見のせいもあって、シオンはことさら「普通」の部分を強調した。それを聞いた異形の王は小さな吐と息いきをついた。

「何もお気付きでないとあれば、我らの一族に伝わる伝承から話さねばなるまい。だが、このような場所ではゆっくり語ることもできぬ。是ぜが非でも我が里へ連れ参りたいが」

「それは困ります。僕は今から仕立て屋さんに行かなくちゃならないんです。九時課には戻りたいし。だからあなたとは一いつ緒しよに行けません」

「──是が非でもと申したはずだが」

　マジキムの白い髪がザワッと逆立った。森の樹き々ぎがざわめき、幾いくつもの不気味な気配が生まれる。それは、マジキムの背後に何人ものスケディムたちが控ひかえていることを示していた。

（いきなり何なの？　誘ゆう拐かいするつもり？）

　シオンは血の気が引くのを感じながら、腰の剣に手をかけた。

「お止よしなさいな」

　割って入ったのは、やや低めの甘い声だった。シオンとマジキムは同時に声の方を向く。モミの大木の陰かげから現れたのは、波打つ金髪に翠すい玉ぎよくの瞳の妖よう艶えんな美女だった。

「キアラ！」

　シオンは剣を抜こうとした。彼女は、かつて自分たちを陥おとしいれ、グランディエをヨシャパテに封ふうじようとした仇きゆう敵てきである。しかし、ザアッと風を巻いて薔薇ばらの花弁が取り囲み、シオンは身動きが取れなくなった。花弁の一枚一枚が鋭えい利りな刃はそのものだったのだ。

「そんなにいきなりの話では、シオン様に納なつ得とくしていただくのは難しいと存じますわ。まして無理矢理連れ去っては、納得どころか反発されるだけでございましょう」

　キアラは白いローブの裾すそを軽かろやかに舞まわせ、しずしずと歩み寄った。木こ漏もれ日が、彼女の滑ぬめるような青白い肌に陰いん影えいを投げかける。

「──キアラ！　なぜここに！　また何か企たくらんでいるんですかっ！」

　花弁の刃から逃のがれようと身をよじるシオンに、キアラは大輪の薔薇を思わせる笑みを浮かべた。

「そんなに暴れると、却かえって危険ですわよ。御ご安あん心しんなされませ。この黒い森の中では、わたくしどももそう無茶はできませぬ。わたくしはただ、このマジキム様に肩かた入いれしたくなっただけですの」

　キアラはそう言うと、薔薇の花弁に取り囲まれているシオンにスッと手を伸のばした。花弁は主人の腕うでを傷つけることなく、ヒラヒラと舞って道を空ける。シオンは身じろいだが、キアラは構わずシオンの頰ほおに触ふれた。

「美しいわ。星々を生む光と熱──。わたくしにはあなたの魂がそのように視えますのよ」

　翠玉の瞳ひとみが細められ、愛めでるようにシオンを見つめる。

「王になりたくはございませぬか？　古いにしえの種族の王となって、神の楽園を蘇よみがえらせたいとは思いませぬか？」

「今度は悪あく魔まじゃなくて妖よう怪かいと手を組んだんですか？」

「妖怪というのは人間が勝手に分類したのでしょう？　神の被ひ造ぞう物ぶつに対して失礼ではありませぬか」

　彼女の言うことはもっともである。しかし、スケディムが善良な種族であったとしても、キアラが敵であることは変わらない。

　キアラは、シオンの頰から手を離はなし、マジキムの傍かたわらに寄り添そった。

「他の獣や鳥と同じく、神に創造されたものであるのに、他にはない力を持っていたために、スケディムは人間から妖怪として忌いみ嫌きらわれてしまいましたわ。わたくしはそれが悲しく思われますのよ」

「それは……そうですけど」

　妖よう霊れいが視えるだけで虐しいたげられてきたシオンに、反論の余よ地ちはない。

「我らはそれほど悲ひ嘆たんしているわけではないぞ、キアラ。理解の及およばぬものを恐おそれるのは人間の常つね。今いま更さら人間に追つい従じゆうするつもりはない」

　やや憤いきどおったような口調でマジキムが口を挟はさんだ。

「わかっておりますわ。あなたは誇ほこり高いスケディムの王。わたくしは決してスケディムを憐あわれんでいるのではございませぬ。己おのれに理解できぬものを排はい斥せきしようとする人間の醜みにくい心根が悲しいのでございますよ」

　キアラはマジキムに嫣えん然ぜんとした微び笑しようを向け、再びシオンに視線を戻す。

「あなたには、わかるでしょう？」

　見つめられて、シオンは心の中で頷うなずく。先日のファティマ宛あての嫌いやがらせの手紙、肉屋の態度、そして幼い頃ころ、自分に向けられた冷たい視線。それらが思い出され、シオンも悲しくなった。

「わたくしが、両親と妹たちを魔女狩がりで失ったことは、以前お話しいたしましたわね」

　ふと、花弁から甘い香かおりが漂ただよい、シオンは胸むな苦ぐるしさを感じた。

（何かの術？）

　気付いた時には、シオンはキアラの夢見るような瞳に魅み入いられていた。薔薇の花弁を透すかして、心ここ地ち良くそれでいて哀かなしい声こわ音ねが、心に染しみ入った。

「わたくしたち家族は、いつでも旅をしておりましたわ。なぜ、旅をするのか疑問にも思わず、そういうものだと思っておりました。父は普ふ通つうの人間でしたが、母は呪じゆ術じゆつ師しでした。悪魔と契けい約やくした妖術師ではありませぬ。母の力は生まれつきのものでした。プラハのそういう家系に生まれたのだそうです」

「プラハってボヘミアの？」

「ええ、そうですわ」

　ヨハンナがプラハの出身である。ふとシオンは、キアラがヨハンナと同じルーン文字を使うことを思い出した。大昔、プラハには王おう侯こう貴族に仕える魔導師が何人もいたが、教会の支配が及ぶに至って、魔導師の呪術は異い端たんと見なされ、彼らは散ちり散ぢりになったと聞いている。彼女もそういった魔導師の子孫なのかもしれない。

「母は、人前では術を使いませんでしたが、ある時、たまたま立ち寄った村に疫えき病びようが流行はやり、苦しむ村人を気の毒に思った母は、疫霊を祓はらい、薬草を処方したのです。そして……、母のお陰で命を取り留めた村人から受けた報むくいが、教会への密告でしたわ」

　シオンは息を吞のんだ。

　魔女狩りである。多くの人々は、呪術は悪魔の仕し業わざだと信じていた。捕つかまったが最後、悪魔の下僕であると自白するまで拷ごう問もんにかけられる。自白すれば火か刑けいに処せられ、しなければ死ぬまで拷問されるのだから、どちらにしろ命はない。

　シオンは憤りと悲しさとで、心臓をギュッとつかまれたような苦しさを感じた。

「暗い雪山を、わたくしと上の妹は母に手を引かれ、下の妹を父が抱だいて、凍こごえながら逃にげました。お母様が命を助けたのにと泣いて抗こう議ぎしたわたくしに、父母はこれまでにもあったことだと、だから旅をしているのだと、淋さびしい笑みを浮かべておりましたわ」

　──気にしないで、いつものことよ。

　シオンの脳のう裏りに、ファティマの淋しい笑顔が蘇る。

「それでも、呪術師と知りながら母を愛し続けた父と、魔女の疑いをかけられながらも苦しむ人々を術で救ってしまう優やさしい母と、幼く無む邪じや気きな妹二人、家族が五人揃そろっていれば、わたくしは幸せでしたわ。なのに……」

　シオンの目の前に修しゆう道どう僧そう、鋤すきや鍬くわを持った農夫たち、長ちよう剣けんを構えた傭よう兵へいが現れる。それらは薔薇ばらの花弁の香りが見せる幻まぼろしだとシオンにはわかっていた。そして、それがキアラの記き憶おくであることも──。

『こいつらが嵐あらしを招いたんだ』

『川を氾はん濫らんさせたのも、こいつらだ！』

『お前のせいで、何人もの村人が死んだんだ。麦も全ぜん滅めつだ』

　男たちの目は、熱に浮かされたようにギラギラと光っていた。

『違ちがいます！　嵐など私たちには関係ありません』

　キアラの父が、妻や子を庇かばうように前に進み出る。

『証しよう拠こは挙がってるんだ！　嵐の晩、お前の女によう房ぼうが土手にいたのを何人もの村人が見てるんだ！　でっかい石がひとりでにごろごろ動くのもな！』

『それは……』

　言い淀よどむ父母に、幼いキアラが代わりに弁明した。

『お母様は、嵐で川が溢あふれそうだったから、土手に石を積んでいたんです。土手が崩くずれたのは、お母様が石を積んだ所じゃなくて、もっと下流の方だったでしょう』

　母が土手を補強しなければ、村全体が洪こう水ずいに押し流され、ここにいる人々の命も失われていたはずだった。しかし、男たちの意識はそこには向かない。

『あんな巨きよ石せきを──やはりな！』

　人死にが出たことと、麦畑が流され、一年間の糧かてを失ったことで、村人は理性も判断力も失っていたのかもしれない。残ざん忍にんな笑みを浮かべ、一家ににじり寄る。

『お止やめください！　夫はわたくしのような力は持っておりません！　娘むすめたちもただの子どもです。すべて、わたくし一人がやったことです！　わたくしが異端審しん問もんを受けますゆえ、夫と子どもたちはお助けください！』

　しかし、母の願いは聞き入れられなかった。

『殺してしまえ！』

　鋤や鍬が振ふり下ろされた。

　鮮せん明めいに、そしてゆっくりと、その光景がシオンの前に映し出された。

　飛び散る血しぶき。切り取られた父母の首を掲かかげる傭兵。首のない両親の遺い骸がいに取りすがり、泣き叫ぶ二人の幼子。農夫の鋤が、その幼い少女二人の頭に食い込む。

　そして、彼らの暴挙を止めるどころか、薄うすら笑いを浮かべて煽せん動どうする修道僧。

　それを見ている幼いキアラの感情が、痛いほどシオンの胸に飛び込んできた。

　修道僧の人差し指がキアラに向けられた。血ち塗ぬられた傭兵の刃やいばがキアラに迫せまる。

『魔女めが！』

　悪あつ鬼きのような傭兵の顔があまりに恐おそろしくて、キアラは本能的に背を向けて走った。その背に熱い衝しよう撃げきが襲おそった──。

「その後、どうやって逃げたのか、憶おぼえておりませんのよ」

　突とつ然ぜん耳に届いた現実の声に、シオンは我に返った。気付けば、自分の頰ほおが涙で濡ぬれている。

「背中には、まだその傷が残っておりますわ。父母と妹たちに背を向けた罰ばつなのかもしれませんわね」

　シオンの背には、まだ鋭するどい痛みが残っていた。キアラの記憶に共鳴してしまったのだ。

「妹二人が、母の血を受け継つがなかったのは本当ですのよ。何も知らない、ただの幼子でしたのに」

　キアラはひらりと手を振った。するとシオンを取り囲んでいた薔薇の花弁がスッと消える。自由の身となったシオンだったが、すでにキアラに剣を向ける気力は失っていた。それほどまでにシオンの心に侵しん入にゆうしたキアラの記憶は、残ざん酷こくで悲ひ惨さんなものだった。

「魔女狩りなどのない世界、神の威い光こうを笠かさに着て、理り不ふ尽じんな行いを為なす者のいない世界を創つくりたいと思いましたの。あなたは混こん沌とんの光を放つ魂たましいをお持ちです。あなたがスケディムの王になれば、それが叶かなうのですよ」

　シオンは答えなかった。ただ、流れ落ち続ける涙を拳こぶしで拭ぬぐう。

「また来ますわね。その折りには良いお返事を」

　大輪の花が綻ほころぶような笑みを浮かべ、キアラは背を向けた。マジキムも黄色い瞳でシオンを一いち瞥べつし、やがて姿を消した。







「シオンくーん。あら、どしたの？」

　その夜、いつも通り寝しん台だいに潜もぐり込んできたグランディエは驚おどろいた。平素ならシオンは「枕まくら扱あつかいしないでよ」と仏ぶつ頂ちよう面づらをし、何だかんだとグランディエを寝台から追い出す口実を述べ立てるはずである。しかし、今夜のシオンは妙みように沈しずみ込み、あまつさえ体をずらしてグランディエのために場所を空あけさえしたのである。

「俺の添そい寝ねの心地良さがようやくわかったとか？」

　グランディエは嬉うれしげにシオンに擦すり寄り、少年のふわふわの金髪に顔を埋うずめたが、そんな冗じよう談だんにもシオンは反応しない。

「何かあったのか？　そう言えば夕飯もあまり食べなかったな」

　半身を起こして、グランディエはシオンを覗のぞき込む。シオンはファティマたちに、キアラに会ったことだけは告げたが、彼女が見せた幻まぼろしやマジキムが自分を訪ねて来たことは言わなかった。心の整理が付かなくて、何となく言えなかったのだ。

「……ねえ、スケディムって何？」

　唐とう突とつな問いに、グランディエは少し驚いた顔をした。

「どこでスケディムのことを知った？」

「……本で読んだ」

　良心の呵か責しやくはあったが、シオンは噓うそをついた。

「そうか。いつか気付くとは思っていたんだ」

　グランディエはフッとため息をつき、片腕を枕にして、もう片方の手でシオンの金髪を弄もてあそんだ。

「隠かくすことでもないからこの際話してしまうが、──お前の魂は混こん沌とんでできているんだ」

「混沌て何？」

「世界の種っていうか、すべての物質の原料みたいなものかな。神が世界を創造する以前は、時間も空間もなくて、混沌という光と闇やみとが混在した状態だったんだ。世界のもとになる光と闇だからな、内蔵するエネルギーの量といったら半はん端ぱじゃなかったぞ。で、創造主は光と闇を分けた。それが創造の第一日目。お前の魂はどういうわけか、光と闇が分かたれる前の混沌でできている。お前の呪じゆ力りよくが並はずれて強いのはそのせいだろ。人間が生まれたのは、創造主の暦こよみで第六日目だが、人間の魂は混沌から創られたんじゃない。神の息吹いぶきでできている。創造主も加減して息を吹ふき込んだからな、混沌ほどの力は持たない」

「それと、スケディムと、どういう関係があるの？」

　グランディエは、しばし躊ちゆう躇ちよし、やがて口を開いた。

「……スケディムの魂も混沌の欠片かけらで創られたんだ」

　それを聞いて、シオンはひどく悲しくなった。グランディエに背を向け、毛布を頭から被かぶる。

「どうした？　特別製の魂では不服か？」

　グランディエは、毛布の上からシオンの頭を撫なでた。

「僕は、人間よりスケディムに近いんだね」

　言葉にしたら、一層悲しくなった。

「──お前は人間だ。六日間の神の創造の御み業わざを見てきた俺が言ってるんだから間違いない。神は御自身の姿に似せて人間を創ったんだぞ。お前の額には角はないし、瞳だって猫ねこのように長細くないだろ？」

「……うん」

「お前の魂は神が特別に創ったんだ。その力を生かせ」

「……うん」

　シオンは声を殺して泣いた。涙が止まらなかった。キアラが見せた幻や、自分を真の王だと告げたマジキムの黄色い瞳が交こう互ごに思い出されて、シオンの胸は苦しかった。

　一方、グランディエは、シオンの震ふるえる肩を黙だまって撫でながら、彼が混沌の魂を与あたえられたことの意味を考えていた。

　自分はファティマを守護するためにガブリエルによって地上に降ろされた。しかし、シオンの存在は創造主の御心によるものだ。

（ファティマを救うのはシオンなのか。俺ではなく……）

　守りきれなかった女を、自分にはもう救う資格がないのかと、グランディエは苦い思いを嚙かみしめた。







　２　煉獄シエオルへの誘いざない




　ファティマは、馬車の音を聞いて目を覚ました。窓を振ふり仰あおぐと欠け始めた月がやや西に傾かたむいている。深夜だ。

　彼女は、寝台から身を起こすと寝ね間ま着きの上にガウンを羽は織おり、寝室を出て階下に向かう。ホールに降りると、丁度ヨハンナが扉とびらを開けるところだった。

「ウルリヒ様のようでございますよ」

　シュトゥットガルトに城を構えているはずのヴュルテンベルク公の名を聞き、ファティマは訝いぶかる。

「こんなに遅おそくどうしたのかしら」

　玄げん関かんの外に出ると、扉の前に馬車が横付けされていた。

「ファティマ殿どの！」

　御ぎよ者しや台からウルリヒが切せつ羽ぱ詰つまった様子で声をかけてきた。公自身が御者を務めるなど尋じん常じようではない。続いて、馬車の扉が跳はねるように開けられ、中からウルリヒの妻ザビーネが転び出るように飛び出した。

「ファティマ殿！　どうかお助けください！」

　ザビーネの腕には三歳くらいの男の子が抱だかれていた。長男のクリストフであろう。クリストフはぐったりとしていて目を固く閉じている。

「とにかく中へ」

　ファティマは深夜の客人を招き入れた。







　客間の寝台にクリストフを寝ねかせ、ファティマは彼の体を調べた。外傷はなかったが、呼吸は緩ゆるく浅く、顔も土気色だ。

「いつから、このように？」

「今日の夕方です。侍じ女じよがちょっと目を離はなした隙すきに庭へ出てしまったらしく、見つけた時にはこんな様子で……」

　ウルリヒが、ひたすら涙にくれる妻の背を支えながら答えた。

「心の臓は動いておりますし、浅いながらも息も整っておりますから、しばらくは心配ないでしょう。ただ、魂が抜ぬけてしまったようです。早いうちに魂を捜さがし出して、体に戻もどさなくてはなりません」

　魂の抜けた体は、徐じよ々じよに衰すい弱じやくし、一カ月ほどで死を迎むかえてしまうのだった。

「やはり……そうかもしれないと思い、従者も連れず、急いで伺うかがった次し第だいです」

　多くの人は、魂が抜けるのは悪魔の仕業だと信じていた。重い病や、大おお怪け我がで昏こん睡すいするのも、魂が抜けてしまったからであるが、悪魔やその下僕である妖よう術じゆつ師しが魂を奪うばう場合もあった。

　従って、魂たましいを失った者は無事に生せい還かんしても、悪魔に魅み入いられた者として、異い端たん審しん問もんの対象になってしまう。クリストフの魂が抜けたことが教会に知られれば、火か刑けいには処せられないまでも、家名には傷が付き、クリストフ自身も何年もかけて教会に免めん罪ざいを請こわなくてはならない。そのためウルリヒは家人にも知らせず、極ごく秘ひで魂のゼーレ捜索人・ズーヒアであるファティマを訪ねてきたのだった。

「もちろん、このことは他言いたしません。公には御恩義がありますもの。できるだけのことをさせていただきますわ」

　ファティマはにっこりと笑えんだ。







　ファティマは夫妻を別室で休ませ、代わりにシオンとグランディエを呼び寄せた。

「夜中に悪いんだけど、すぐに捜索を始めたいの。なんたってまだ三つでしょう。衰弱が早いし、魂が抜けてる間は抵てい抗こう力も落ちるから、麻ま疹しんだの天てん然ねん痘とうだのにかかったら困るのよ」

「了りよう解かい。それにしても、他人の子の育つのは速いっていうが、クリストフももう三つか」

　グランディエが、死んだように眠ねむる幼児の顔をしみじみ眺ながめる。

「この子を知っているの？」

　尋たずねるシオンに、

「ヴュルテンベルク公とは親しくお付き合いさせていただいてるの。て言うか、一方的にお世話になっているんだけどね」

　ファティマが答えた。

「本当は、この館やかたの敷しき地ちはヴュルテンベルク公の領地なの。知ってた？」

「そうだったんですか。公国内にマイセン侯こうの飛び地があるんだなぐらいに思ってました」

「私がここへ住みたいと願い出たら、公はあっさり承しよう諾だくしてくださって、カルフと黒シユヴアいルツヴ森アルトの一部をマイセン領として譲じよう渡としてくださったのよ。そんなこと普ふ通つうはあり得ないじゃない。後で聞いたら、どうもヨハンナの仕業だったみたい」

　丁度そこへヨハンナが現れた。ファティマとシオンの外がい套とうと呪じゆ符ふや聖水などの小物を手にしている。

「黒シユヴアいルツヴ森アルトのドウ木ルダ精レスは、力が強い上に善良でございますゆえ、何としてもファティマお嬢じよう様さまにこの地へお住まいいただきたいと存じましてな。ウルリヒ様の夢ゆめ枕まくらに精せい霊れいを立たせ申した。お嬢様にはそのような狡こすっ辛からい真似まねはできませぬでしょうから」

　シオンの身み支じ度たくを手伝いながら、ヨハンナはホッホッホと笑う。

「木ドウル精ダレスには、お嬢様を害するようなモノの侵しん入にゆうを阻はばむように話をつけてございます。だから、この館はどこよりも安全なのでございますよ」

「うわ、さすがヨハンナさん」

　ファティマは悪魔に魂を狙ねらわれている。しかし、この館に直接悪魔が攻こう撃げきを仕し掛かけてきたことはない。館を取り囲む結界が強固だということや、グランディエの守護があるからだろうが、それ以外に、黒シユヴアいルツヴ森アルトの樹木の精をも味方に付けていたのだ。

（そう言えば、この間キアラに会った時、彼女もこの黒シユヴアいルツヴ森アルトの中では無茶はできないって言ってたっけ。木ドウル精ダレスがいなかったら、僕はマジキムに連れてかれちゃうとこだったのかも）

　シオンはふとマジキムの黄色い瞳とキアラの見せた幻まぼろしを思い出し、ぶるっと身み震ぶるいした。

「寒いの？」

　ファティマに声をかけられ、「いいえ、大丈夫です」とシオンはマジキムの幻げん影えいを振り払う。

「じゃあ、始めるわよ」

　ファティマがクリストフの眠る寝しん台だいの脇わきに跪ひざまずいた。シオンも寝台に歩み寄る。

　シオンはファティマと一いつ緒しよにクリストフの胸に手をかざし、呪しゆを唱えた。痕シユプールを探さぐっているのである。魂は通った後に軌き跡せきを残す。魂のゼーレ捜索人・ズーヒアはそれを痕シユプールと呼んでいる。

　シオンの掌てのひらを熱い線が貫つらぬき、続いてシオンの目に宙を漂ただよう痕シユプールが視みえるようになる。痕シユプールは光でできた綱つなのようなもので、最近になってシオンは、痕シユプールは人によって微び妙みように色合いや太さが異なることがわかってきた。

　クリストフの痕シユプールは、細いがとても明るく、赤みを帯びた黄色をしていた。魂もその痕シユプールも、その人の本質を反映するのだという。

（光と闇とが混在している魂って、つまり、僕ってどういう人間なんだろう）

　シオンはクリストフの明るい痕シユプールを目で追いながら、いい知れない不安に襲おそわれる。

『どうした、ぼんやりして。眠いのか？』

　いつの間にか蝙こう蝠もりに変へん化げしたグランディエが、シオンの顔の周りをヒラヒラと舞まっていた。

「ううん。何でもない」

　シオンは慌あわてて気を引き締しめる。今はそんなことを思い煩わずらっている場合ではないのだ。

『じゃ、目を借りるぞ』

　蝙蝠姿のグランディエが、シオンの頭の上に乗った。

　堕だ天てん使しであるグランディエは、呪を唱えなくても、痕シユプールを視ようと思えばいつでも視ることができる。その代わり、ずっと以前に通った亡ぼう霊れいの痕シユプールや、そこら中をちょこまか這はい回る精霊の痕シユプールまで視えてしまい、捜さがすべき魂の痕シユプールが判別できなくなってしまうのである。そこでグランディエは魂を捜そう索さくする際、一時的にシオンの目を借りることにしていた。

『目標確かく認にん。先に行くぜ』

　グランディエはシオンの頭から飛び立ち、ヒラヒラと窓の外に出た。

「私たちも行きましょう。ヨハンナ、クリストフとウルリヒ様たちをお願いね」

　ヨハンナを留守番に残し、ファティマとシオンは魂の捜索を開始しようとしたのだが、ポーチに降り、馬の鐙あぶみに足をかけようとしたところで、

『ファティマ！』

　蝙蝠姿のグランディエに呼び止められた。

「なあに、もう見つけたの？」

『いや、クリストフの魂は見つからない。だが、行き先はわかった』

　グランディエの声こわ音ねは低く硬かたかった。

「礼拝堂かどこかに潜もぐり込んでたの？」

　堕天使であるグランディエは、教会などの聖なる場所には入れないため、クリストフの魂の痕シユプールが礼拝堂の中に消えていたら、グランディエにはそれ以上追うことはできないのだ。

『だったら良かったんだが、あそこだけは誰だれにも入れない』

「どこよ」

『──煉獄シエオル』







　三人は再びクリストフの眠る寝室に戻った。ファティマとシオンは外がい套とうを脱ぬぎ、グランディエも人の姿に戻る。

　長なが椅い子すに腰こし掛かけ、ヨハンナの淹いれてくれたお茶をすすりながら、

「煉獄シエオルって、確か、亡なくなった人の魂が行く所ですよね」

　シオンは、緩ゆるく息をしているクリストフに目をやる。

「そうよ。病気や大おお怪け我がで魂が抜ぬけちゃった場合、魂が煉獄シエオルに吸い込まれた途と端たん、体の方も息をしなくなって心の臓も動かなくなる──はずよ」

　ファティマは、クリストフの手首を取って脈があることを確かめる。

「だったら、このクリストフの状じよう況きようって、すごく変なんじゃないですか？」

「そう、すごく変なの」

　クリストフの痕シユプールが、煉獄シエオルの穴に吸い込まれているというグランディエの報告を聞き、あり得ない事実にファティマもシオンも啞あ然ぜんとしているのだった。

　煉獄シエオルとは、死んだ者の魂が最初に行く場所で、そこから悪行を犯おかした人間は地獄ゲヘナに行き、善人は天国へ召めされる。または、悔くい改め、再び人としてやり直す機会を与あたえられた者は、転生の道を歩むのだ。

　煉獄シエオルも地獄ゲヘナも天国も、現世とは異なる階層に位置する、つまり異界である。

　煉獄シエオルの穴、すなわち煉獄シエオルへの入り口は、現世のあちこちで現れたり消えたりする。しかし、普ふ通つうの人間には煉獄シエオルの穴は見えない。また、煉獄シエオルの穴には天界の者の手によって厳重な結界が施ほどこされ、生身の人間が煉獄シエオルに行くことはない。煉獄シエオルに行けるのは人間の魂だけである。

「さすがに、煉獄シエオルの中までは痕シユプールを追っていけなくてさ。俺が現げん役えきの天使だったら、コネを使って入れたんだが」

　煉獄シエオルには堕天使どころか、普通の天使さえも入れない。人の魂を管理する限られた天使だけが出入りできるのだとグランディエは言う。

「煉獄シエオルの穴に魂が吸い込まれるってことが、つまり亡くなるってことですよね。じゃ、何でクリストフは生きているんでしょう。悪魔か妖霊が入り込んで、心の臓を動かしているとか？」

　魂の抜けた人間に、悪魔や妖霊が取り憑つくことは度たび々たびある。そこで、ファティマは魂を捜索する際、残された身体からだを礼拝堂など邪じや悪あくなモノが入り込めないような神聖な場所に安置しておくか、もしくはその人の周りに結界を張っておく。

「死体に何かが取り憑いたんなら、私たちにはすぐわかるわよ。それに悪魔や妖霊はここまで完かん璧ぺきに心の臓を動かせないの。血流が滞とどこおって体温も下がっちゃうし、息もしなくなるはずよ」

「確かに……」

　悪魔や妖霊は死体に取り憑いて動かすことがある。それら動く死体を生けモールる・ヴイ死者ヴアンと言う。しかし、希き代たいの呪術師であるファティマにヨハンナ、堕天使グランディエが生けモールる・ヴイ死者ヴアンと生きている者を見み間ま違ちがえるはずはなかった。

　クリストフの両親は別室で吉きつ報ぽうを待っているはずだ。この状況をどう説明したものかと、ファティマは深いため息をつく。

「魂たましいが煉獄シエオルに行ってしまっても、生きていられるなんてことがあるのかしら」

　ファティマは、黙だまってお茶をすすっているヨハンナの方を向いた。

「……うむむ」

　ヨハンナは、妙みように苦い顔で呻うめいた。

「もしかして、ヨハンナ、そういう術を知っているんじゃなくて？」

「わたくしは何も……」

　ヨハンナはそっぽを向いた。

「知っているんでしょう？　だったら教えて」

「はて、婆ばばは最近めっきり物忘れがひどくて……」

「何、とぼけたこと言ってるの。知っているなら教えてよ」

　詰つめ寄るファティマに、根負けしたヨハンナは弱り切った表情で、

「ないこともございませぬが……、お嬢じよう様さま。煉獄シエオルへ行かぬとお約束してくださいますか？」

　上うわ目め遣づかいにファティマを見る。

「お約束してくださらなければ、お教えいたしませぬ。神の御み心こころにそぐわぬ行いでございますことはもちろんですが、何より、危のうございますからの」

　ファティマは悪魔に魂を狙ねらわれている。クリストフの魂を捜しに煉獄シエオルへ行くには、自身も魂を体から切り離はなさなくてはならない。それは大変危険なことだった。

「わかったわ。とにかくそういう術があるのかどうかだけでも教えて。クリストフの魂を呼び戻すヒントが見つかるかもしれないでしょ」

　ヨハンナは、皺しわに埋うもれた翠みどり色いろの瞳でクリストフを見た。

「我が故郷に、死者を蘇よみがえらせるという太古の秘術が伝わっておりましてな。もちろん、安易に使ってはならぬ禁術でございますよ。過去に病で身み罷まかられました皇こう帝ていを生き返らせたという記録が残っておりまする。記録によれば、魂を失った皇帝の心の臓に四大精霊を宿らせ、御おん身みを生きながらえさせて、その間に魔導師が同じ術を使って魂を己おのれの体から抜き、煉獄シエオルまで迎むかえに行ったということでございます。見たところ、クリストフ様のお体には四大精霊を封ふうじる印が施されておりまするゆえ、多分その術を用いたのだと存じまする」

「まあ、心の臓に四大精霊を宿らせる？　そんなことができるの？」

　ファティマは寝しん台だいに歩み寄り、念入りにクリストフの体を調べた。シオンも立ち上がって傍かたわらから覗のぞき込む。よく見ると、クリストフの額や両方の掌てのひらには、虫に刺さされたような小さな赤い点があった。

「本当だわ。悪魔の刻印や妖術の気配には注意していたんだけど、四大精霊なんて気付かなかったわ」

「ちょっと待て。魂が煉獄シエオルに行っても心の臓が止まらないっていうのはそれでわかったが、その皇帝が生き返ったってのはどういうことだ？　魂は煉獄シエオルへ入るのは簡単だが、出てくるのは難しいぞ。人の魂が転生するのだって、ガブリエルが特別に道をこしらえて魂を送り出すんだぜ」

　驚おどろくグランディエに、

「わあ、大天使ガブリエル？　グランディエ、そんなすごい天使とも知り合いなの」

　別の部分でシオンは感かん嘆たんする。

「地上に残った別の魔導師と、煉獄シエオルに行った魔導師が同時に呪しゆを唱えて、結界に綻ほころびを作ったそうでございます。いやはや、神をも畏おそれぬ恐おそろしい術でありますな」

　ヨハンナは、枯かれ枝のような両手の指でお茶のカップを包み込み、ズズズッとすすった。

「煉獄シエオルの結界に綻び……」

　堕天使は目を丸くし、続いて長椅子の背もたれにどっかりと沈しずみ込んだ。

「まあ、何だな。天界も悪魔の仕し業わざには監かん視しの目を光らせているが、悪魔と契けい約やくしていない呪じゆ術じゆつ師しには警けい戒かいが甘いってことか。ガブリエルに注意しとかなきゃ」

　グランディエの呟つぶやきに、シオンはハッと気付いた。

「悪魔と契約していない呪術師──。四大精霊って、妖術師には使えないんですよね」

　妖術師とは悪魔の下僕となった呪術師のことを言う。更さらに女性の妖術師を魔女と呼んだ。

「そうよ。四大精霊は、神の御業によって創つくられた聖なる地水火風そのものだからね。意思は持たないけれど、邪悪な者には操あやつれないわ」

「キアラは、悪魔と契約してない。それに、彼女のお母さんて、ヨハンナさんと同じプラハの生まれで、やっぱり呪術師だったって。だったらキアラはこの術を知っているかもしれない」

　シオンは自分の考えに気を取られていたため、その時、ヨハンナの眉まゆがピクリと動いたことに気付かなかった。

「キアラの仕し掛かけた罠わなっていう可能性もあるわね」

　ファティマは大して動じもせず、苦い笑みを浮かべただけだった。

「とにかく、シオンはもう寝ねなさい。たとえキアラの仕業でも、四大精霊が心の臓に宿ってるなら、早々に衰すい弱じやく死しすることはないわ。明日の朝、あらためてクリストフの魂を呼び戻す方法を調べましょう。悪いけど、ヨハンナはこの部屋で寝て頂ちよう戴だい。何かあったらすぐに知らせて」

　ファティマはシオンを下がらせ、自分はヴュルテンベルク公夫妻の待つ客間を訪おとずれた。夫妻は目を真っ赤に腫はらして祈いのっていた。彼女は、クリストフの魂が煉獄シエオルに入ってしまったという事実を知らせるのは避さけ、魂が思ったより遠くに行ってしまったので、捜そう索さくにはもうしばらく時間がかかるが、心配はないとだけ告げておいた。

　夫妻の部屋を出て、自室に引き取ろうとしていた彼女を、

「──ファティマ」

　グランディエが呼び止めた。

「なあに？　何かいい案でも思い浮かんだ？」

　罠に対する不安など微み塵じんも感じていないような快活な声で、ファティマは言った。

　明かり取りの窓から月光が差し込んでいた。月の光を浴びて、グランディエの透すき通った銀の瞳は美しい輝かがやきを放つ。しかし、その表情は微かすかな翳かげりを帯びていた。

「俺にも約束してくれ。絶対に煉獄シエオルへ行かないって」

「わかってるわよ。そんな真似まねして、敵の手に私の魂が渡わたっちゃったら、大いなる深しん淵えんの扉が開いちゃうんでしょ。いくら私でも、そこまで危ない橋を渡るつもりはないわ」

「それだけじゃない。ミカエルは──」

　グランディエは言いかけたが、苦く渋じゆうに満ちた顔で俯うつむいてしまう。

　ファティマは、グランディエが何もかも知っているのに、自分に語れず、苦しんでいることに気付いていた。だから彼には訊きけない。自分の前世は何者であったのか、そしてどんな罪を犯おかし、なぜ、大いなる深淵の鍵かぎの役目を担になうことになったのかを。

　彼女は、扉の夢を思い出す。『罪の重さを思い知れ』と自分に扉を閉めさせた天使を、夢の中の自分はミカエルと呼んでいた。

「大天使ミカエルが、何なの？」

　努めて明るい声でファティマは問いかけたが、グランディエは悲ひ愴そうと言えるほど暗い眼まな差ざしで彼女を見つめ返した。

「──いや、何でもない。とにかく煉獄シエオルには行くな」

　ファティマは、にっこりと笑み、

「大だい丈じよう夫ぶよ。絶対に馬ば鹿かな真似しないって、約束するわ」

　グランディエの縦たて皺じわの寄った眉み間けんに、チョンと人差し指を付ける。

「いったーっ　ファティマ、いきなり……」

　大おお仰ぎように声を上げ、グランディエは額を押さえてよろめいた。堕だ天てん使しである彼は、聖なる魂を持つファティマに触ふれられると、雷かみなりが落ちたほどの衝しよう撃げきと苦痛を味わうのだった。

「そんなしかめっ面つらしてるからよ」

　クスクスとファティマは笑い、

「もう寝ましょう。明日、古い文ぶん献けんを当たってみるわ。あなたも、天使だった頃の記き憶おくをひっくり返して、煉獄シエオルに行っちゃった魂を呼び戻す方法を考えて頂戴」

　くるりと踵きびすを返す。彼女は自分の寝室に入る前に一度だけ振ふり返り、「お休み」と使い魔まに笑みを向けた。

　薄うす闇やみに沈む廊ろう下かに残されたグランディエは、額に当てていた手を離はなし、その指に目を落とす。

　翼つばさを折っても、地獄ハデスの業ごう火かに焼かれても、守り通すと誓ちかった。

　人としての幸せを願った──。

　それに偽いつわりはない。しかし、自分は今、決して彼女に触れることができない我が身を呪のろっている。

（俺って、我わが儘まま……）

　グランディエは、ファティマの消えた扉をひどく切ない気持ちで眺ながめた。
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　翌朝、日の出と共にファティマは馬を駆かり、ハイデルベルクへ向かった。ハイデルベルクには、帝てい国こく内最古のルプレヒト・カール大学がある。とにかく、煉獄シエオルに行った魂たましいを再び現世に戻す方法が記された文献が残されていそうな大学や修道院を片かたっ端ぱしから訪おとずれるつもりだった。

　シオンには館やかたにある蔵書を調べさせ、グランディエにはドワーフの王やコーボルトの長老など、呪術に詳くわしそうな歳としを経た妖よう霊れいの住すみ処かへ飛んでもらった。

　ヴュルテンベルク公夫妻は、シュトゥットガルトへ帰った。ザビーネはクリストフに付き添そいたいと言ったのだが、ザビーネの不在を不ふ審しんがられ、クリストフの魂が抜ぬけたことが世間に知れるのはウルリヒにもクリストフの将来にも差し障さわりがある。泣いて我が子にすがるザビーネをウルリヒが説得したのだ。

　ファティマは、黒シユヴアいルツヴ森アルトの中を駆ける。シュトゥットガルトに出てネッカー川沿いに街かい道どうを北上するより、黒シユヴアいルツヴ森アルトを突つっ切ってしまう方が早いからだ。春が訪れたばかりで、木こりや猟りよう師しが使う細道も、まだ下生えに埋うもれてはおらず、楽に馬を進められるはずだった。

　しかし、森を抜ける前に、ファティマはある気配を感じて馬を止めた。僅わずかに顔を傾かたむけ、木ドウル精ダレスや風シルウのエス精トレのざわめきに耳を傾ける。やがて彼女は馬を降り、前方のモミの大樹に鋭するどい視線を向けた。

「ここでやる気？　いい度胸をしてるわね、キアラ」

　モミの陰かげから、フッと苦く笑しようを漏もらす声がした。

「まさか。この森であなたを倒たおせると思うほど、わたくしは身の程ほど知らずではありませんわ」

　白いローブの裾すそを優ゆう雅がに翻ひるがえし、キアラが現れた。

「少しお話をしたいと思って、待っておりましたの」

「こんな森の奥まで、御ご苦く労ろうなことね。話って何？」

「煉獄シエオルから魂を呼び戻す方法をお探しなのでしょう？」

　ファティマは柳りゆう眉びを顰ひそめた。クリストフの魂が煉獄シエオルに行ってしまったことを知っているのは自分たちだけのはずだ。クリストフの魂を煉獄シエオルに送った呪術師以外は──。

「あなたの仕業だったの？」

　ファティマは怒いかりのこもった視線でキアラを見み据すえた。

「そんなことはどうでもいいではありませんか。ただ、私は煉獄シエオルから魂を呼び戻す方法を知っております。それをお教えしたいのですよ」

　キアラは大輪の薔薇ばらが開くような優美な微び笑しようで応じる。やはりこれはキアラの罠わななのだ。

「ご親切にどうも。ただし、私に煉獄シエオルまで迎むかえに行けっていうのはなしよ。他ほかの方法なら聞いてもいいわ」

「あら、御存知でしたの？　でも、それしか方法はありませんわ。相当な力のある呪じゆ術じゆつ師しが迎えに行かなければ、あの幼子の魂は戻りません」

「じゃ、話はこれで終わり。急いでいるのよ。そこをどいて」

　馬に乗ろうとファティマが鞍くらに手をかけたところで、

「前世のことを知りたくありませんの？」

　キアラは言った。ファティマは、鞍から手を離し、キアラに向き直る。

「キアラ、あなた何をどこまで知ってるの？」

「何も。ただ煉獄シエオルへ行けばあなたは前世の記憶を蘇よみがえらせると、そういう情報を得ただけですわ」

「自分の好こう奇き心しんと、凶きよう悪あくな悪魔が蘇る危険とを天てん秤びんにかけたら、どっちが重いかなんてわかりきってるでしょ」

「天秤皿の好奇心の方には、あのちっちゃな坊ぼうやの命も載のるのですよ」

　キアラの笑みは妖よう艶えんではあったが、微かすかな禍まが々まがしさを感じさせた。

「その手には乗らないわよ」

　ファティマはそっぽを向き、馬に乗った。
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「では、心ゆくまで煉獄シエオルの魂を呼び戻す方法をお探しなさいませ。でも、他に方法がないのは本当ですわよ」

　ゆったりと語りかけるキアラにファティマは不快を示す一いち瞥べつを投げかけ、馬に拍はく車しやを入れた。

　走り去るファティマの背を見送りながら、キアラは唇くちびるの端はしを吊つり上げ、ニッと邪じや悪あくな笑えみを浮うかべた。







「もうっ。急いでなかったら、この場で半死半生の目に遭あわせてやるのに」

　ふてぶてしいほど余よ裕ゆうを見せていたキアラの顔を思い浮かべて、馬上のファティマは憤いきどおる。

「前世を知るために大いなる深しん淵えんが開いちゃうような危険を冒おかすほど、私は馬ば鹿かじゃないわ」

　口に出して言いながら、ファティマは心の中でそれを否定している。

（……そう、本当は知りたいわよ。何も知らないで戦い続けるのは嫌いやよ。シオンまで巻き添ぞえにしちゃってるっていうのに）

　いつの間にか森を抜ぬけ、ファティマは小高い丘おかの上からブドウ畑と牧草地帯が広がる、のどかな田園風景を眺ながめていた。ここから街道に出てネッカー川の渓けい谷こくを迂う回かいすればハイデルベルクだ。しかし、ファティマは馬を進めることができない。

（私が前世の罪を知れば、きっとグランディエが苦しむわ……）

　ファティマは、小さく頭かぶりを振ふる。

（いいえ、それも違ちがう。グランディエが苦しむから知ろうとしないんじゃない。すごく知りたいのに……知るのが怖こわいからよ）

　意外な自分の本音に、ファティマは自じ嘲ちようした。

　神に反逆した堕だ天てん使しが封ふうじられている、闇やみの牢ろう獄ごくの鍵かぎという役割を与あたえられるほどの罪。能天気なグランディエが、この話になると悲ひ愴そう感かんさえ漂ただよわせるほど、恐おそろしい罪。

（そうよ。怖いわよ。どんな罪を犯おかしたのかなんて、知りたくないわよ。でも……）

　ファティマは、馬首を巡めぐらせ、目指すハイデルベルクに背を向ける。

（逃にげてちゃだめ。ちゃんと自分が何をしたのか知らなくちゃ。このまま何も知らずに、ただ怯おびえながら生きていたくなんかないわ）

　ふと、ファティマは、最近になって急に大人びてきたシオンの笑顔を思い出す。ごく普ふ通つうの妖霊さえ怖がっていた彼が、強くなって自分を守ると宣言したのだ。実際、彼は強くなっている。天てん賦ぷの才に加えて、惜おしみなく努力している。ラテン語はもちろん、古代ヘブライ語に加えて、最近ではルーン文字も読み解くようになっていた。今いま頃ごろ、彼は書庫に閉じこもって、現世から魂を喚よぶ方法を必死で探しているに違いない。

（私が逃げていては、頑がん張ばっているあの子に申し訳が立たないものね）

　馬に拍車を入れ、ファティマはカルフに向かって、来た道を戻って行った。







「どうでした？　ハイデルベルクの大学で、煉獄シエオルの魂たましいを喚ぶ方法が見つかりました？」

　昼でも薄うす暗ぐらい書庫の片かた隅すみで、羊皮紙の巻物や分厚い本に埋うもれていたシオンは、戻ってきたファティマに期待溢あふれる笑顔を向けた。

　実際にはハイデルベルクには行っていなかったが、ファティマは首を横に振り、

「なかったわ。こっちはどう？」

　山と積まれている召しよう喚かん術や煉獄シエオルに関する文ぶん献けんに目をやった。それを聞いたシオンは、明らかに落らく胆たんした表情で深いため息をつき、

「だめです。見つかりません」

　シオンは、栞しおりを挟はさんだ本を指差した。

「異教の呪術に、死者の魂が呪術師に乗り移って、呪術師の口を借りて語るっていうのは幾いくつかあるんですが、どうも、遺品に残った残留思念を呪術師が読み取っているだけみたいですね。ひどいのになると、妖よう霊れいに亡なくなった人のふりをさせているだけっていうのもありました。天使の導きで地じ獄ごく巡めぐりをした人はいましたが、現世にいながら、煉獄シエオルの魂を喚ぶっていうのはないんです」

「そう、残念だわ。でも、よく調べてくれたわね。ありがと」

　シオンの目は、本の読み過ぎで赤く充じゆう血けつしている。おそらく、シオンは朝から今まで、ろくに食事も摂とらずに文献をあさっていたのだろう。ファティマは少年の熱意が嬉うれしくもあり、申し訳なくも思った。

「どうしましょう……、ハイデルベルクの大学にもないなら、あとは……」

　暗い顔で呟つぶやくシオンに、

「明日、テュービンゲンの神学校に行ってみるわ。ローマにも問い合わせの書簡を出そうと思うの」

　良心が咎とがめたが、ファティマは噓うそを言った。

「でね、疲つかれてるとこ悪いんだけど、グランディエと合流してキアラの様子を探さぐってほしいの。背後にどんな悪魔がいるかとか」

　シオンはドキリとした。キアラと手を組んだという、スケディムの王マジキムのことを思い出したからである。

「キアラの動向ですか──」

「ええ、実はハイデルベルクに行く途と中ちゆうでキアラに会ったの。やっぱり、クリストフの魂を煉獄シエオルへ送ったのは彼女よ」

「そうですか、キアラと……。彼女、一人でしたか？」

　シオンはマジキムのことを誰だれにも知らせていない。自分がスケディムの真の王だと言われたのをファティマに知られたくなかったからだ。もしもファティマがマジキムとも会っていたのなら、自分が混こん沌とんの魂を持つ妖よう怪かいに近しいモノだと知られてしまう。だが、幸いなことに、

「一人だったわよ。それがどうかして？」

　ファティマは怪け訝げんな顔で小首を傾かしげた。

「──いいえ。何でもありません。行ってきます」

　シオンは安あん堵どし、それ以上追つい及きゆうされないように、急いでファティマの前を立ち去った。

　ファティマは、その足でクリストフの寝しん室しつを訪おとずれた。クリストフの様子は変わらず、死んだように眠ねむっている。

　寝台の傍かたわらでは、ヨハンナが椅い子すに腰こし掛かけて、蜘蛛くもの妖霊が吐はく糸で飾かざり紐ひもを編んでいた。妖霊が吐く糸であるため、編み上がった飾り紐は常人には見えない。しかも、編み模様がそのまま呪じゆ文もんになっており、獣けものを捕ほ獲かくしたり、襲おそってきた敵の動きを封じたりできるという優すぐれ物である。その力は相当なもので、爆ばく走そうする象すら一発でその動きを止めるという。ヨハンナの家に伝わる秘伝の奥おう義ぎだということだが、彼女はもっぱらこれをネズミ取りに使っていた。

「ねえ、ヨハンナ、お願いがあるの」

　ファティマは、奥義のネズミ取り紐を編む老ろう練れんな呪術師に声をかけた。
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　黒シユヴアいルツヴ森アルトは、夕ゆう映ばえにその頂を赤く染めていたが、弱々しい陽ひは地上には届かず、森の中には早くも闇やみが迫せまっていた。

　暮れなずむ森の中を、シオンは馬を駆かり、森に棲すむ木ドウル精ダレスや風シルウのエス精トレたちに尋たずねながら、キアラの足取りを探っていた。彼らの話ではキアラがこの森に来たのは、マジキムと共にシオンの前に現れた時と、今日の昼前、ファティマを待ち伏ぶせていた時の二回だけだったようだ。マジキムは、あれ以来、森には入っていないという。

「森の外に隠かくれ家ががあるのかな。カルフまで行って村の人に訊きいてみようか」

　人ならぬスケディムはともかく、キアラが何日も野宿しているとは考えにくい。シオンが村の方へ向きを変えた時、

『シオンくーん』

　一匹ぴきの蝙こう蝠もりがヒラヒラと舞まい降りてきた。しかし、その蝙蝠はツバメの顔をしている。

「何なの。それってすごく変」

『いや、さっきまでツバメだったんだけど、森に降りたら暗かったんで、蝙蝠になろうと思ってさ。変へん化げの途中でシオンを見つけたってわけ』

「そんな恰かつ好こう、誰かに見られたら大おお騒さわぎだよ。急いで変身を完かん了りようさせたら」

『そだね。それじゃ』

　ツバメ蝙蝠は宙でゆらりと形を崩くずし、フッと消えたかと思うと、シオンの背中にドンと何かがぶつかった。人の姿になったグランディエがシオンの馬に乗ったのだ。

「うわ、蝙蝠になるんじゃなかったの？」

　バランスを崩して鞍くらから落ちそうになったシオンを、グランディエが後ろから抱だき抱かかえる。

「一日中、あちこち妖霊の住すみ処かを訪ね歩いてたんだもん。もう疲れちゃって」

　疲れたのは事実だろうが、この場合シオンに擦すり寄るのが目的であることは間違いない。グランディエの腕うでは、意味なくシオンの胸に巻き付いている。

「で、妖霊の長老たちはどうだったの。何かいい方法を知ってた？」

　巻き付いている腕について、いつもの不毛な会話をしている場合ではない。シオンは期待を込こめてグランディエに尋ねた。

「全然。やっぱ、呪術師が煉獄シエオルまで迎むかえに行くしかないってさ。そっちは？」

「だめだった。ファティマは明日テュービンゲンの神学校に行くって。教皇庁にも問い合わせるって言ってた」

　ため息混じりにシオンは答える。グランディエは「そうか」と、しばし沈ちん黙もくし、やがて口を開いた。

「お前、スケディムの王に会ったんだって？」

　シオンはドキッとした。グランディエは妖霊の長老たちを訪ねている途中で、精コー霊ボルトからキアラの動向を探れというファティマの伝言を受け取ったのだ。シオンと同じく、彼も森の妖霊たちにキアラのことを聞いて回り、スケディムの来訪を知ったのだろう。

　所しよ詮せん、グランディエに隠し通せることではないと、シオンは打ち明ける決心をした。

「うん……スケディムの王に会ったよ。マジキムっていう妖怪。この前、キアラに会った時、……本当は彼も一いつ緒しよだったんだ」

「なぜ、すぐに言わなかった」

　グランディエは、少し怒おこっているようだった。

「ご免めん。ファティマに知られたくなかったから……。彼、僕がスケディムの真の王だって、だから迎えに来たって……」

　シオンは声が震ふるえるのを堪こらえた。

「神の似姿で混沌の魂を持つ者が、スケディムの真の王で、新しい世界を創つくるんだって言ってた。……僕、普ふ通つうの人間じゃない……」

　シオンはそれ以上言えなくなってしまった。声を出せば涙なみだ声ごえになるに違ちがいない。こんな非常事態に、自分のことでめそめそするのは、あまりに情けなかった。シオンは唇くちびるを嚙かんで、喉のど元もとにこみ上げてくる熱い塊かたまりを必死で飲み下した。

「妖怪の王かもしれないなんて、ファティマに知られたくないってのはわかるがな。だが、そうそう悲観することもないだろ。スケディムがでまかせを言ってるのかもしれないぜ」

　グランディエは、シオンのふわふわの金髪をくしゃくしゃとかき回した。

「あるいは、悪魔の誰かがスケディムにあることないこと吹ふき込んで、呪力の強いお前を下僕にしようと企たくらんでいるのかもしれない」

「……そうなのかな」

「ともかく、この一件にはスケディムもからんでいて、やつらの狙ねらいはお前だってことだ。用心しろよ。何かあったら、今度はすぐに俺に言うんだ」

「……うん」

「安心しろ。お前がスケディムの真の王だなんて、俺は信じちゃいないが、お前が知られたくないなら、ファティマには内ない緒しよにしておいてやる」

　シオンは声は出さず、小さく頷うなずいた。

「さて、キアラだ。まずはカルフで聞き込みだな。場合によっちゃシュトゥットガルトまで足を伸ばすぞ。クリストフ坊ぼうやが魂たましいを奪うばわれた時の状じよう況きようも調べておいた方がいい」

　グランディエは、シオンの後ろから手を伸ばして手た綱づなを受け取り、馬足を早めた。

　森を過ぎ、ナゴルト川を渡わたろうとしていた時のことだった。

　背後に背筋が寒くなるような圧力を感じて、シオンとグランディエは同時に振ふり返った。何か大がかりな呪術が行われている。しかも呪しゆの気配は館やかたの方からだ。

「グランディエ……」

　シオンは森から立ちのぼるそれを視みて、息を吞のんだ。

　黒シユヴアいルツヴ森アルトの上、朧おぼろ月づきのような淡あわい光が、青から藍あいへと色を変え始めた空に向かって昇のぼっていた。

中空にまるで浮塵子うんかが舞い集まるように黒い靄もやが出現する。靄は濃こさを増し、黒々とした穴となる。淡い光は見る間に、その黒い穴へと吞み込まれてしまった。

「──噓うそだろ」

　グランディエが絞しぼるような声で呟つぶやいた。

　穴の中に姿を消した淡い光は、ファティマの姿をしていたのだった。







　３　白しら百合ゆりの記き憶おく




　ファティマは真っ暗な闇やみの中を墜おちていた。ゆっくりと墜ちているのか、それとも目にも留まらぬほどの速さで墜ちているのか、移り変わる景色も見えず、魂となった身には風圧を感じることもできないので、全まつたくわからない。あるいは風圧を感じられないのではなく、大気そのものが存在しないのかもしれない。

　どこまで墜ちて行くのだろうか、ファティマは漠ばく然ぜんと思う。長い時間が過ぎたような気がする。しかし、長い時間と感じているだけであって、実は瞬まばたきほどの時間しか過ぎていないのかもしれない。また、墜ちていると思っているだけで、実は昇っているのかもしれない。上下の感覚すら失うせているのだ。

（グランディエ、怒ってるかな。煉獄シエオルへは行かないって約束したのに、破っちゃったものね。シオンにも、テュービンゲンに行くなんて噓ついちゃったし）

　グランディエの激げつ昂こうする姿や、おろおろ慌あわてふためいているシオンの様子を想像して、ファティマは小さな吐と息いきを漏もらす。

（ご免なさいね。でも、私どうしても知りたいの。自分が前世で何をしてしまったのか）

　どんな危険が待ち受けているのかわからない。二度と現世に戻もどれないかもしれない。

　それでも、自分は知りたい。知らなければならないと思う。そして、どうやってその罪を贖あがなえばいいのか、罪を犯おかした自分にできることは何なのか、前を見み据すえて考えたい。

　ファティマは、右の手首に巻いた飾かざり紐ひもに、左手でそっと触ふれる。

（大いなる深しん淵えんの扉とびらは、絶対に開けないから、だから許してね）

　それは、ヨハンナが妖よう霊れいの蜘蛛くもが吐はく糸で編んだ、縛ばく呪じゆの紐だった。







　ファティマは、辺りが真の闇から夜明け前の空のように藍あい色いろに変わっていることに気付いた。自分の足が地に着いた。同時に、朧月のように淡く輝かがやいていた身が、現世と同じ色に戻った。試ためしに自分の髪かみや頰ほおに触れてみたが、現世にいた時ほど感かん触しよくは明快ではなかった。

　彼女は、薄うす闇やみを透すかして彼方かなたを見やる。

（淋さびしい所ね……）

　空は黒に近い青、地は黒に近い灰色。月も星も、樹きも草もなく、所々に大岩が転がっているだけの平へい坦たんな大地がどこまでも続いている。

　そこには、無数の人ひと影かげが点在していた。死者の魂であろうか。皆みな、無言で呆ぼう然ぜんと佇たたずんでいるか、でなければ一人でトボトボと歩いていた。

　右手の地の彼方に細い光の筋があった。クリストフの痕シユプールだ。

　ファティマは、痕シユプールに向かって歩き始めた。

（川を渡っちゃったのね。連れ戻すのに手間がかかりそうだわ）

　ファティマはそこでハッと気付く。

（川？　川があるなんて、なぜ思ったのかしら）

　ここから川は見えない。しかし、自分はこのまま歩いて行けば、レテ川に行き着くことを知っている。煉獄シエオルにレテ川が流れていることは知識として知っていた。だが、その位置や川の様子まで、自分は克こく明めいに思い浮うかべることができる。

　果たして、灰色の大地に深い亀き裂れつが走るかのように、黒々とした川があった。透とう明めいな美しい水が緩ゆるやかに流れていたが、暗く、あまりに深いので黒く見えるのである。

　岸辺に佇むファティマの前に、音もなく一艘そうの小こ舟ぶねが滑すべり寄る。小舟には、隠いん者じやのように黒いフード付きのマントを頭から被かぶった老人が、柄えの長い櫂かいを手にして立っていた。

「──カロン」

　自然に老人の名が口をついて出る。

「おお、我が主あるじよ。お久しゅうございます。なぜここに？　お戻りあそばすのはもう少し後だとばかり思っておりましたが」

　深く被ったフードの下から、嗄かれた声がファティマに語りかける。

「用事ができてね。生きたまま煉獄シエオルに迷い込んでしまった男の子を捜さがしに来たのよ」

　レテ川の渡わたし守もりから「主」と呼ばれたことに違い和わ感かんを覚えないのはなぜだろうとファティマは自問する。

（私は、ここにいたんだわ。長い、本当に長い間……）

　渡し守の老人カロンに手を取られ、ファティマは小舟に乗った。

　レテ川に波の音はなく、小舟は黒い水の上を滑るように進む。その間、ファティマはまるで目覚めた後のように、少しずつ頭がはっきりしてくることを感じた。前世の記憶が戻りつつあるのだ。

（考えてみれば、前世の記憶が戻るのは当たり前のことね）

　煉獄シエオルは死者が最初に集つどう場所である。生ある身であった時の罪ざい業ごうを振ふり返り、悔くい改める場であった。

　人は死んだ後、犯した罪に応じて、ある者は地獄ゲヘナへ行き、神の御み心こころに適かなった者は天へ召めされ、またある者は悔い改めて、もう一度人としてやり直すために転生する。それまでの期間を煉獄シエオルで過ごすのだ。最後の審しん判ぱんが下るその日まで、煉獄シエオルは悔い改めの場所として機能する。

（私の罪は……）

　何かを思い出しかけたが、「着きましてございます」というカロンの声にファティマは我に返った。

「ありがとう」

　老人の手を借りながら、ファティマは小舟を降り、彼ひ岸がんに立った。

（あっちに、確か……）

　視界の片かた隅すみに、クリストフの痕シユプールを捉とらえながら、ファティマはある場所へ向かった。クリストフの魂を捜し出さねばならないことは重々承知していた。しかし、煉獄シエオルまでやって来たもう一つの目的を果たさなくてはならない。

　濃こい灰色の大地をファティマは歩む。何人かの死者とすれ違ちがったが、彼らは己おのれの人生を振り返ることに専念しているためか、ファティマには見向きもしなかった。

　数刻も歩いただろうか、レテ川は遥はるか後方に過ぎ去り、代わりに黒い岩を積み重ねた巨きよ大だいな神しん殿でんが見えてきた。

　ファティマは、黒い神殿を目指す。空も大地も薄闇に閉とざされたこの世界で、その神殿の周囲だけは、美しく白い輝きを放っていた。

　それは、群れて咲さく百合ゆりだった。鳥も獣けものも、草も樹もないこの煉獄シエオルに、そこだけ楽園を切り取ったように、大輪の百合が生き生きと輝いて咲いていた。

（ここに、私はいたんだわ）

　ファティマは黒い岩に囲まれた百合の園そのに足を踏ふみ入れた。甘い香かおりが鼻び腔こうをくすぐった。百合の香りはファティマの心の中まで染しみ渡り、切なく哀かなしい思いを掘ほり起こす。

（アダム……）

　ファティマの黄金の瞳ひとみが潤うるんだ。
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「どういうことだ！　なぜファティマを煉獄シエオルに送った！」

　グランディエはヨハンナにつかみかからんばかりの勢いで迫せまった。

「わたくしも、お止め申しました。しかし、お嬢じよう様さまがどうしてもと仰おつしやいましたゆえ……」

　ヨハンナは腰こしの曲がった小さな体を、更さらに縮めて、衣ころもの裾すそで目め頭がしらを拭ぬぐう。

　クリストフの眠る寝しん室しつである。幼子の寝台の横には、もう一つ寝台が据すえられていた。そこにファティマが眠っていた。白い肌はだは更に白く、いつもなら紅を引いたように赤い唇くちびるが、色を失っている。クリストフと同じく、四大精霊を心の臓に宿らせているらしく、額ひたいには小さな赤い点があった。

「行きたいと言ったから、行かせただと!?　それがどんなに危険なことなのか、婆ばあさんだって知らないはずないだろ！」

　何があっても、吞のん気きとさえ思えるほど鷹おう揚ように構えているグランディエである。彼は、怒おこっている時にはことさら感情を表に出さず、冷たいほど無表情になった。そのグランディエがここまで激げつ昂こうするところを、シオンは初めて見た。しかし、グランディエが怒るのも無理はないのだ。さすがにヨハンナに詰つめ寄りはしなかったが、シオンも同じ気持ちだった。

「ヨハンナさん、どうして術を教えちゃったんですか。キアラの罠わなだってわかっているのに、わざわざ罠にはまりに行くなんて。いくらクリストフを救うためだからって、あまりに危険すぎます」

　精せい一いつ杯ぱい、冷静に話そうと努めたが、シオンは声が震ふるえるのを止められなかった。

　ヨハンナの皺しわに埋うもれた翠みどりの瞳がシオンに向く。濡ぬれた瞳は、疲つかれたような哀しいような、諦てい観かんを宿していた。

「あのお嬢様のことでございます。言い出したらきかぬのは御ご存ぞん知じの通り。わたくしの目を盗ぬすんで煉獄シエオルへ行ってしまわれるかもしれませぬ。煉獄シエオルから現世に戻るためには、あの世とこの世で同時に呪しゆを紡つむぎ、結界に綻ほころびを作らねばなりませぬ。勝手に煉獄シエオルに行かれては、戻れなくなってしまいまする」

「……そう……ですね」

　ファティマのことだ。ヨハンナが協力しないとわかったら、見み様よう見み真似まねで術を施ほどこし、自力で煉獄シエオルに行ってしまったかもしれない。

「だからって。ファティマが煉獄シエオルに行ったら──」

　言い募つのるグランディエをヨハンナは遮さえぎった。

「お嬢様は万一のことを考えて、御自身の右手に蜘蛛くもの糸で編んだ飾かざり紐ひもを巻いて行かれました」

　グランディエは絶句した。シオンもヨハンナが妖霊の蜘蛛が吐はく糸で飾り紐を編んでいるところを見たことがある。強大な力を宿す封ふう印いんの呪じゆ具ぐだったはずだ。

「自分を封印するつもりか……」

「それほどのお覚かく悟ごであられますものを、どうしてわたくしが止められましょうや」

　シオンには、二人の会話の意味がわからない。

「自分を封印するって？」

「わたくしも先さき程ほどお嬢様から伺うかがったばかりで驚おどろいておりますのじゃ。お嬢様も詳くわしいことは御存知ない様子でございました。ですから、それを知るために煉獄シエオルに赴おもむかれたのでございます。何でも、お嬢様の魂たましいは、大いなる深しん淵えんの鍵かぎだとか──」

「大いなる深淵!?」

　地獄にも何種類かあることはシオンも知っていた。まず、クリストフとファティマが行った、死者の魂が最初に行く煉獄シエオル。そして罪人が封ふうじられる地獄ゲヘナ、更にその下には堕だ天てん使しの流る刑けい地である地獄ハデス。そして地獄の最下層──大いなる深淵。

　そこには神に反逆し、敗れ去った最強最悪の悪魔が永遠の闇に封じ込められているという。

「……何でファティマが、大いなる深淵の鍵なの……？」

　あまりに現実離ばなれしすぎていて、シオンにはにわかに信じることができない。ファティマは聖なる魂を持っているため、悪魔は彼女に触ふれることはできない。にもかかわらず、悪魔がファティマの魂を欲しがるのはなぜか、シオンは以前から不思議に思っていた。彼女には何か特別な使命があって、グランディエが何もかも知っていて彼女を守護しているのだと、薄うす々うす感づいてはいたが──。

「それが、悪魔に魂を狙ねらわれる理由だったの？……悪魔には触れられないから、大いなる深淵の鍵になったの？」

　呟つぶやくように問うシオンに、グランディエは唇を嚙かむと、一気に力が抜ぬけたようにどかりと長なが椅い子すに沈しずみ込んだ。

「……こんなことになるなら、俺からちゃんと説明しておけばよかった」

　端たん整せいな堕天使の顔が、苦く悩のうに歪ゆがむ。

「そうすれば、煉獄シエオルに行こうなんて気を起こさずに済んだのに……もう、戻って来られないかもしれない」

「どういうこと？」

　シオンは身を乗り出す。

「縁えん起ぎでもないことを。わたくしは、煉獄シエオルから現世へ戻って来られるよう、完かん璧ぺきに呪をお教えいたしました。戻れないはずはございませぬ。第一、どれほど悪魔がお嬢様の魂を欲しがろうと、煉獄シエオルは悪魔の立ち入れぬ場所。悪魔に魂を奪うばわれる恐おそれがないと思いましたからこそ、本意を翻ひるがえしてお嬢様を煉獄シエオルへお送りしましたのでございますよ」

　ヨハンナも不安を押し隠かくすように語気を強める。

「悪魔は入れなくても、妖よう術じゆつ師しの魂は入れる」

　グランディエの言葉に、シオンは血の気が引く思いがした。

「彼女はこの世に生まれる前、ずっと煉獄シエオルで過ごしていた。その時は、多くの天使が大いなる深淵の鍵である彼女を守っていたんだ。だが、彼女が人として現世に生まれた今、煉獄シエオルに鍵を守る者はいない」

「お嬢様が、そんじょそこらの妖術師に引けを取るはずはありませぬ」

「そうだよ。ファティマが簡単に妖術師の手に落ちるはずない。それに、大いなる深淵の扉が開いたら、神様だって困るでしょう？　ファティマが妖術師に襲おそわれたら、天使が助けに行くんじゃない？」

　シオンも何とか事態を楽観視しようと努力する。しかし──。

「ファティマを大いなる深淵の鍵にして、ずっと煉獄シエオルに留とどめ置いたのはミカエルなんだ。だが、彼女を不ふ憫びんに思ったガブリエルが、こっそり彼女を人間に生まれさせた。もし、天使がファティマを助けに行ったらどうなる？　今、天界を牛ぎゆう耳じっているのはミカエルだ。ファティマがミカエルの手に落ちたら、再び彼女は煉獄シエオルに留め置かれる。二度と戻って来られない」

　シオンは冷水でも浴びせられたように、全身が粟あわ立だつのを感じた。ヨハンナは「何と……」と呟き、そのまま泣き崩くずれる。

「そうだ、妖術師に襲われる危険だけじゃない。天使に捕とらえられたら、いくらファティマだって逃にげ出すのは無理だ」

　シオンは、ゴクリと固かた唾ずを飲んだ。緊きん張ちようのあまり、手や足の指先が冷えているのがわかる。

「天使に捕つかまっても、ファティマは逆らわないよね」

「破は天てん荒こうな方ではありますが、お嬢様は敬けい虔けんな信者でございます。神に背そむくような真似まねはいたしますまい」

　ヨハンナが涙なみだ声ごえで答えた。

「グランディエ、僕の魂は混こん沌とんでできているって言ったよね。光と闇が分かたれる前の。それって善にも悪にも分かれてないってことじゃない？」

「ああ、そうだ」

　グランディエは頷うなずく。シオンがその身に抱かかえているのは、聖も邪じやも内包する混沌の魂だった。

「じゃあ、きっと僕は天使を敵に回せる」

「シオン──」

　明るい空色の瞳ひとみに力強い意志を秘ひめる少年を、グランディエは驚きと羨せん望ぼうの入り交じった思いで見つめ返した。

　世界の素もととなった混沌──。それは、星を輝かがやかせ、大地を芽め吹ぶかせ、生きとし生けるものすべての営いとなみを支えている。シオンが真の力を発揮したら、天使さえ凌りよう駕がするかもしれない。

「たとえ地じ獄ごくに堕おちたって構わない」

　シオンは、冷たく震ふるえていた指を握にぎり締しめた。

「僕がファティマを迎むかえに行くよ。僕は多分、──そのために生まれてきたんだ」
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　アダム──。

　自分は彼のことを、そう呼んでいた。

　長身で、肩かた幅はばが広く、胸は厚く、鍛たん錬れんを欠かさぬ騎き士しのように逞たくましい体たい軀くをしていた。

　明るい褐かつ色しよくの髪かみ、夏の空のような青い瞳、穏おだやかな笑えみを絶やさない優やさしげな口元。

　そんな彼の姿を、ファティマはなぜか切なく哀かなしく思い浮うかべる。

　美しく芳かぐわしい園その。そこで自分は彼と過ごしていた。

　その楽園は、常に明るく暖かい光で満たされ、果実はたわわに実り、獣けものたちは満ち足りて目を細め、大地に寝ねそべっていた。

　爽さわやかな風が吹ふき渡わたる丘おかを、小さな花が一面に咲さき乱れる草原を、彼の指に自分の指をからませて、どこまでも歩いて行った。

　彼に手を取られ、斜しや面めんに穿うがたれた穴の中へ入り込み、産まれたばかりの小こ熊ぐまを見に行ったこともあった。透すき通る水みな面もに餌えさを撒まいて、魚が集まってくるのを眺ながめたこともあった。

　鳥の卵を見せたいと、彼は自分の背せ丈たけの何倍もあるような高い梢こずえに登ったこともある。

　そんなに無理をしなくてもいいのにと言ったら、

『お前の喜ぶ顔が見たいから』

　彼は笑った。

　幸せだったと、楽しい日々だったと、懐なつかしく思い出される。

　失ってしまった今、その幸福だった時の記き憶おくは、ことさら哀しみを煽あおり立てた。

（失った？　なぜ？）

　憎ぞう悪おと羞しゆう恥ちと、怒いかりと悲しみが一気に押し寄せる。

　自分は走っていた。楽園から、アダムから遠ざかるために。

『どうしたんだ？　どこへ行く？』

　引き留めるアダムの声。

『待て、リリス──』

（リリス……？）

　ファティマは、あまりの驚おどろきに膝ひざを折った。煉獄シエオルの冷たい大地に手をついて、喘あえぐように息を継つぐ。

（アダムは、彼は神に創造された最初の人間。あの楽園はエデン。そして私は……アダムの最初の妻、リリス……）

　語り継がれている創世神話。聖書の記述から削さく除じよされた忌いむべき最初の女の物語。

　ただの言い伝えだと、自分には何も関かかわりはないと、ファティマは一いつ笑しように付すことができなかった。蘇よみがえる記憶は、自分がリリスであったことを告げている。

　伝説では、奔ほん放ぽうなリリスは真面目まじめなアダムを嫌きらってエデンを出しゆつ奔ぽんしたという。

（いいえ、違ちがう）

　自分はアダムを嫌ってなどいなかった。

　愛していた。

　自分の世界には、あの楽園と彼しかなかった。自分のすべてであったものを、なぜ厭いとう必要がある。

（では、なぜ私はアダムのもとを去ったの？）

　しかし、ファティマは思い出せなかった。辛つらく哀しく恐おそろしいと、感情ばかりが溢あふれて、心が思い出すことを拒こばんでいた。

　ファティマは、足あし下もとの百合ゆりの群れに目を移す。薄うす闇やみに覆おおわれた煉獄シエオルに、その花弁は眩まぶしいほど白く輝いていた。

　甘い香かおりが新たな記憶を呼び起こす。

　冷たく、暗い海。

　吹きすさぶ凍いてついた風。獣の怒ど声せいのように、低く激しい波音。月明かりに、禍まが々まがしいほど白い波頭が、岩にぶつかっては砕くだけ散っていた。

　岸がん壁ぺきに立つ自分の前に三人の天使が舞まい降りる。エデンを守護する天使たちだった。

　淡あわい紫むらさきの髪をした天使はウリエル。

　紅くれないの髪と炎ほのおの色の瞳をした精せい悍かんな天使は、現世でも会ったことがある。以前自分を救ってくれた堕だ天てん使しだ。ファティマは彼の名を思い出した。シオンが「山羊やぎ頭あたまさん」と呼ぶ彼の真の名は、サリエルだ。

　だが、最後の一人、銀の髪、銀の瞳の天使の名は思い出せない。あまりに身近にいて呼び慣れている名があるせいだろうか。

（グランディエ……）

　エデンで、彼はアダムと自分を、あの透き通った銀の瞳でいつも遠くから見つめていた。

『戻れ。神の御ご命めい令れいだ』

　ウリエルが言った。天使たちは自分を連れ戻しに来たのだ。

『神はすべてを見通しておられる。そなたに非のないことも承知しておられる』

　自分は戻れぬと、頭かぶりを振ふった。

『アダムは赦ゆるすと言っている』

　その言葉は、安あん堵どよりも、羞恥と悔かい恨こんをもたらした。

（……アダムに知られた。あの優しい夫を悲しませた）

　ファティマには、自分が何をしてエデンから逃にげたのか、アダムは何を赦すと言っているのかわからない。ただ、

（私にはもう愛される資格も、園で安楽に暮らす権利もない）

　と、激情に身を震ふるわせたことだけを思い起こす。

『エデンに戻れ。神の御おん許もとへ。アダムはお前を待っている』

　優しく笑んだのはサリエル。

　しかし、自分は赦されることを拒み、高い岩いわ棚だなの縁ふちまで後あと退ずさった。

　そして、暗い、奈な落らくのごとき黒い海に身を投げた。

『待て！』

　一人の天使が白銀の翼つばさをはためかせ、墜おち行く自分を追った。美しい銀の瞳が、驚きよう愕がくと焦しよう燥そうに見開かれていた。グランディエだ。

　グランディエの手が差し伸のべられた。しかし、自分はその手を取らなかった。

　夜明け前の暗い海が、自分の血で赤く染まって行くのを、ファティマは冷たい水みな底そこから見ていた。

（私は、神から与あたえられた命を、自分で絶ってしまったのだわ）

　ファティマは、犯おかした大罪の一つを思い出した。

　恐ろしさに身が震えた。

（最初の「死」は、私が生んだ……）

　エデンを、夫の愛を失ったのではない。自分で捨てたのだ。命さえも──。

　そして、自分は煉獄シエオルに置かれた。

　自分という存在を消してしまいたかったのに、消えたのは肉体だけだった。魂たましいは、哀しみと憎にくしみと、過去の幸せだった記き憶おくを抱かかえたまま生きながらえたのだ。

　ある日のこと、神が夫アダムのために新しい妻エヴァを創つくったと知ったばかりの頃ころだった。

　暗い空に炎が走り、爆ばく音おんのような轟とどろきが響ひびき渡わたった。

　たった一人、煉獄シエオルで哀しみにくれる自分のもとへ、グランディエとサリエルが訪おとずれた。彼らは、天界に戦争が起こったことを告げた。

　安全な所へかくまおうと、彼らが煉獄シエオルから自分を連れ出そうとした時、白い盾たてを手にした天使が現れ、自分たちの行く手を遮さえぎった。ミカエルの配下の天使たちだ。

　彼らは、自分が──リリスがこの天界の戦争を引き起こしたと言った。

　続いて現れたのは、黒い盾を手にした天使。彼らは自分を御子のもとに連れて行くと言った。

（御み子こ？　御子って誰だれ？）

　ファティマは、何かを思い出しかけて、息いき詰づまるほどの苦しさに胸を押さえた。

　記憶の中の煉獄シエオルで、雷らい鳴めいが響き渡った。神の怒いかりだと天使たちがおののいた。

　大きな翼が自分を包み込んだ。グランディエの翼だ。グランディエの翼を透すかして、白い閃せん光こうが目を焼いた。続いて、激しく地面に叩たたき付けられる衝しよう撃げきと、耳を劈つんざくような轟き。

「グランディエ！」

　記憶の中の自分と、現実の自分が同時に絶ぜつ叫きようした。

　彼の右の翼は、その時に折ったのだ。自分を神の雷いかずちから守るために──。

　ファティマは、まだ動どう悸きが収まらない胸を押さえ、白い百合の間をゆっくりと歩んだ。

（グランディエが堕天したのは、私のせいだったんだわ……。翼を折って、天界から追放されて……）

　ファティマは、締しめ付けられるような胸の痛みを感じながら、能天気な自分の使い魔の姿を思い浮かべる。

（そして、グランディエとサリエルは、炎の地じ獄ごくハデスで罰ばつを受けることになったんだわ）

　グランディエとサリエルの罪は、天界の戦争の最さ中なか、守るべきエデンを離はなれ、自分を救いに来てしまったことだった。その間に、アダムの新しい妻エヴァが禁断の実を食べてしまったという。

　それを自分に告げたのは、大天使ミカエルだった。

　ミカエルは、自分を地獄ハデスに連れて行った。燃えさかる炎の中、グランディエとサリエルは、焼けた鎖くさりで背中合わせに縛しばられ、吊つるされていた。呆ぼう然ぜんとする自分に、ミカエルは言った。

『悔くいるがよい。これが、創造主の御心を慮おもんぱかることすらせず、自らの過あやまちから逃げようとした結果だ』

　そして、更さらに自分は地獄ハデスの底へと連れて行かれた。

『どこへ……？』

　尋たずねる自分に、ミカエルは深い藍あい色いろの瞳に一いつ瞬しゆん憎ぞう悪おと憐れん憫びんとを奔はしらせ、

『反逆者の牢ろう獄ごくだ』

　と答えた。ミカエルの感情が、自分に向けられたのか、それとも牢獄に堕おとされた者たちに向けられたのかはわからない。

『お前のせいで、神に背そむいた者たちを、これから封ふうじる』

　ミカエルの声こわ音ねは、低く冷たく、そしてひどく哀かなしかった。

　地獄ハデスの底には、三つの頭を持つ、象よりも更に一回りも二回りも大きな犬が見張りを務めていた。合わせて六つの赤い目が、自分を剣けん吞のんに睨にらみ付ける。

『ケルベロスよ。そこを退のくがよい』

　ミカエルの命令に、恐おそろしい巨きよ犬けんは黙だまって立ち上がるとその場を明け渡した。ケルベロスの座っていた場所には、黒々と大きな穴が口を開けていた。

　ミカエルに手を引かれ、穴の中へと身を滑すべり込ませる。深い、月も星もない夜空のように暗い穴だった。ファティマはそれが現世と煉獄シエオルをつなぐ道に似ていると感じた。階層の異なる世界への通り道なのだ。

　そして、降り立ったのは、あの扉とびらの前だった。

　何度か夢に見た、大いなる深しん淵えんの扉──。

　巨大な扉であった。大人が五、六人両手を広げて並べばようやく届くかと思われるほどの幅はばがあった。扉の上部は闇に溶とけ、どのくらいの高さがあるのかわからない。

　石の扉の表面には、複雑な紋もん様ようと文字が描えがかれている。そして太く長い鎖が扉を取り巻いていた。

　ミカエルは呪じゆ文もんを唱え、鎖を外すと人が一人通れるほどの隙すき間まを開けた。中は墨すみを刷はいたように果てしない闇──。

　ミカエルは言った。

『その扉に、閉じた者でなければ、開けられないよう呪しゆをかけた』

　扉の奥の闇には、大勢の反逆者が封じられている。しかも、彼らは自分が原因で神に背いたのだという。

『その手で扉を閉めよ』

　ファティマは、大いなる深淵の鍵かぎという役割の意味を知った。自分のせいで闇に堕おちた者を自らの手で封じ、時の果てるまで悔かい恨こんと呵か責しやくに苛さいなまれ続けることが、自分に科かせられた罰なのだ。

　──そして、自分は扉を閉じた。

　扉の鍵になることが、唯ゆい一いつ自分にできる償つぐないだったのだ。

　哀しさも辛つらさも通り越こして、心の中がひどく虚うつろになり、ただひたすら泣き続けたのをファティマは憶おぼえている。

　その後自分は、今いるこの百合ゆりに囲まれた黒い岩の神しん殿でんで過ごしていた。

　その時は、この世界で、永えい劫ごうを一人で過ごすのだと思っていた。孤こ独どくであることも、与あたえられた罰の一つだと思っていた。何人かの天使が自分を遠くから見張っている視線を感じていたが、彼らの視線は冷たく恐ろしく、自分が孤独であることに変わりはなかった。

　初めて煉獄シエオルに人が訪れたのは、いつのことだったろうか。ファティマの脳のう裏りに、アダムによく似た美しい少年の姿が思い浮かぶ。

　少年は自分を見て、

『ここはどこなのでしょう？　あなたは誰だれなのですか』

　はにかんだように尋ねた。

『ここは、煉獄シエオルよ。私はリリス』

『私はアベルと申します。私はどうしてここにいるのでしょうか。野原で、兄のカインに襲おそわれたのまでは憶えているのですが……』

　ファティマは、聖書に記き載さいされている最初の殺人に思い当たる。

『ここは、死んだ者の魂が来る所なの』

　自分が「死」を生んだ。そして、エヴァが禁断の実を食べたために、すべての人間は死ぬ運命となった。彼がここに来てしまったのも自分のせいなのだと思うと、悔恨は否いや応おうにも増した。

　自分はアベルを大切にもてなした。もてなすと言っても何もない煉獄シエオルのことである。ただ、実の兄に殺され、哀しみにくれるアベルのために歌を歌ったり、百合の花弁を敷しき詰つめて安らげる寝ね床どこを作ったりした。彼のために何かをすることで、自分の哀しみも紛まぎれていた。

　穏おだやかな日々だった。しかし、それは長く続かなかった。

　煉獄シエオルに天使が降こう臨りんし、アベルをどこかへ連れて行った。

（よかったわ。きっと、あの子は神様のもとへ召めされたのでしょうね）

　独ひとりは淋さびしかったが、少年の不幸は自分の罪の結果である。彼には少しでも幸せになってほしかった。

　次に、煉獄シエオルへ人が訪れたのは、それから現世の年月で九百年ほども経たった頃ころのことだろうか。目の前に立った男を見て、胸の潰つぶれる思いがした。二度と会わないつもりで、海に身を沈しずめたというのに、こんな所で再び会おうとは、その時の自分は思ってもみなかったのだ。

『私は、アダムという者です。あなたは？　そして、ここはどこなのでしょう？』

　アダムは、自分のことを憶えていなかった。あれから長い年月が過ぎたのだ。新しい妻と共に暮らしていくうちに、自分のことを忘れたのかもしれない。または、神がエヴァを創り給たもうた時、リリスの記き憶おくを抜ぬいたのかもしれない。

『ここは、煉獄シエオル。そして私は──』

　リリスだと名乗ることが躊躇ためらわれた。

『煉獄シエオのル・女主レジーナ』

　古いにしえの言葉で答えたことを憶えている。

　アダムは自分が知っている時より、やや老いて見えた。それでも、晴れ渡わたった空のような青い瞳も、笑えみを絶やさぬ穏やかな口元も、エデンで過ごした時と全まつたく変わっていなかった。そして、優やさしさも……。

　彼は色々な話をしてくれた。自分が最初の妻であることに気付かず、美しい楽園の話や、神の言いつけに背いて禁断の実を食べてしまったこと、楽園を追われ、地を耕たがやして食べ物を得なくてはならなくなったことなど。

『神の教えを守らなかったことは悔くいておりますが、禁断の実を食べたことは、今ではそれほど悔やんでおりません。汗あせして耕し、実りを得た時、私は神の恵めぐみを心から感じることができたのです。何より、妻と子どもたちのために働くことは喜びでした』

　彼は、そう言って笑った。

　ここで、彼と過ごすことができたら、あの楽園での日々と同じように、彼の笑みに包まれて暮らせたらと、儚はかない願いを抱いだいてしまった。

　だが、心安らぐ時は、ほんの数日で終わりを告げた。

　次に煉獄シエオルにやってきた者の名を、アダムは驚おどろきと喜びが入り交じった声で呼んだ。

『エヴァ！』

　それはアダムの妻だった。金の長い髪かみの、アダムと同じ透すき通った青い瞳の、美しい女性だった。

[image: ]

（行かないで……）

　心の中で祈いのった。

（また、私を一人にしないで）

　声に出して言うことはできなかった。自分にそれを言う資格はない。

　願いは空むなしかった。彼は愛いとしい妻のもとへ駆かけ寄った。そして自分を振ふり返ることもなく、二人は手を取り煉獄シエオルの彼方かなたへと姿を消した。

　それ以来、二人には会っていない。天へ召されたか、再び人となって現世に戻もどったのか、知る術すべはなかった。

　一人残され、これもまた与あたえられた罰ばつなのだろうと、暗い空を仰あおぐことしか自分にはできなかった。

「参ったわね……」

　蘇よみがえった記憶に、ファティマは胸の痛みを抑おさえることができない。

　彼女は、百合に囲まれた岩の神しん殿でんを出た。これ以上余計な感傷に囚とらわれたくなかったのだ。

　ファティマは空の彼方に漂ただようクリストフの痕シユプールに視線を移す。過去の幻げん影えいに思い煩わずらうより、今は彼の魂たましいを追って行こうと考えた。

「それにしても、肝かん心じんなことが思い出せないわ」

　濃こい灰色の大地を踏ふみながら、ファティマは一人呟つぶやいた。

　自ら命を絶ち、「死」を生んだことが罪の一つであることはわかった。だがその前に、自分は何をしでかして、エデンを飛び出したのだろう。そのせいで、天使の誰だれかが神に反逆し、天界に戦争が起こったのだ。しかし、その一番大切な記憶を自分は取り戻せていない。どんなに辛つらくても、それを思い出さなくては、科せられた罰はわかっても、犯おかした罪のすべてがわからないのだ。

（神に背そむいた天使って……）

　ファティマはこれまでに思い起こした記憶と、現世で得た知識を照らして、堕だ天てん使しすなわち悪あく魔まについて考える。

　聖書の記述にある、エヴァに禁断の実を食べさせた蛇へび──。

　エヴァが禁断の実を食べたために、人は死ぬ運命となった。それが原罪である。エヴァに禁断の実を食べさせた蛇が悪魔だと、ファティマは教えられた。聖書には、〈主なる神が創られた野の生き物の中で蛇が最も狡こう猾かつであった〉と書かれている。しかし、全能の神が、最初から悪魔など創造するはずはない。神に反逆した堕天使を人が悪魔と呼んでいるだけだ。

　反逆の首しゆ謀ぼう者しやは神に成り代わろうとしたのだと唱える者もいる。

　だが、戦いに敗れた天使が、復ふく讐しゆうのためにエヴァに禁断の実を食べさせたというのならわかる。しかし、蛇がエヴァに禁断の実を食べさせたのは、グランディエとサリエルが自分を救うために煉獄シエオルへ来ていた間のことだ。天界はまだ戦いの真っ最中だった。戦いの勝敗も決せられないうちに、蛇はエデンに忍しのび入り、エヴァを誘ゆう惑わくした。それでは復讐説は成り立たない。

（では、何のために？）

　伝承では、神がアダムを地上の王と定め寵ちよう愛あいしたことに嫉しつ妬としたとか、神が天使たちに人間を敬うよう命令したが、より高次な霊れい体たいである天使が土つち塊くれで創つくられた人間を敬うことはできないと、人間を忌いみ嫌きらったなど色々な説がある。

　しかし、天界の戦争は自分が原因だ。ミカエルが確かにそう言っていた。エヴァが、すべての人間が巻き込まれる必要がどこにあったのだろう。

（蛇は、なぜエヴァに禁断の実を食べさせたの？）







　４　奪うばう者、守る者




　レテ川の渡わたし守もりは、河岸に立った少年を見て、驚きよう嘆たんの声を上げた。

「──何という魂、何という輝かがやき。聖と邪じやと、光と闇やみとが混在しておる。あなたは一体……」

「僕はシオン。これでも、普ふ通つうの人間の男です」

　長い間、人の魂を送り届けてきたであろう老人にまで驚おどろかれるとは思わなかったが、シオンは次し第だいに達観し始めていた。

「創造主は何ゆえに、あなたのような人間を創られたのでありましょうな」

　渡し守は小こ舟ぶねにシオンを乗せると、櫂かいを操あやつり、川に漕こぎ出した。

「多分、ある人を救うために」

　シオンは自信に満ちた爽さわやかな笑みを浮かべた。

「ある人とは？」

「僕にとって、とても大切な人です」

　老人は、少年の愛らしさと逞たくましさが同居する笑顔にしばらく見入っていたが、

「……左さ様ようか」

　生来寡か黙もくな老人はそれきり黙だまって舟を漕いだ。だが、何か感じ入るところがあったのだろう、岸に着きシオンが舟を降りると、その背に声をかけた。

「先刻、大勢の邪に染まった者どもがこの川を渡りましたぞ。何を企たくらんでおるのかわかりませぬが、お気を付けなされ」

　シオンは振り返り、「ありがとう」と老人に会え釈しやくすると、灰色の大地を駆け出した。

　妖よう術じゆつ師しがファティマを追って煉獄シエオルに来たのだ。彼らが暴れ始めれば、天界から御み使つかいが派は遣けんされる。妖術師も危険だが、自分たちにとっては天使も味方ではない。急がなければならなかった。

　シオンは、中空に浮かぶ痕シユプールに目をやる。

（ファティマは、クリストフを追って行かなかったのかな？）

　クリストフの痕シユプールは右方向に延のびているが、ファティマの痕シユプールは左へ折れている。向かった方向が異なるのだ。

　シオンは迷わず左へ進んだ。クリストフの心臓は四大精霊が動かしている。さし当たって命の危険はない。しかし、ファティマは妖術師に追われ、更さらに天使に捕とらえられる可能性がある。とにかくファティマを見つけて現世に送り返し、それからクリストフを捜そう索さくしようとシオンは考えていた。

　何人かの死者の魂と出会ったが、ファティマを追ってきた妖術師ではなさそうで、ぼんやりと暗い空を眺ながめているか、俯うつむいてトボトボと歩いている。急ぎ走るシオンの存在にすら気付いていないようだった。

　間もなく、黒い巨きよ石せきを積んだ神殿のような建造物が見えてきた。その下に群れて咲さく花を見て、シオンは眉まゆを顰ひそめる。

（百合ゆり……？）

　以前、ファティマは百合の香かおりで前後不覚に陥おちいったことがある。また百合の香りで彼女に異変でも起こっているのではないかと、シオンは神しん殿でんの中へ駆かけ込んだ。しかし、ファティマの姿はなく、彼女の痕シユプールは神殿を出て、今度はクリストフの方へ向かっていた。

　シオンはほっと息をつく。そして、痕シユプールを追おうと神殿を出かかったが、ふと足を止めた。百合が何かを語っているのだ。

（ファティマの心？）

　人の「思い」はある程度の期間、その場に残っている。また「思い」は、その人の身近にあった物や、近くの動植物に宿ることもある。

　ファティマがこの神殿で考えたことが、百合の花に宿ったのだろうか。現世では、残留思念など感じ取れないシオンだったが、一ひと度たび肉体を脱ぬぎ捨てると、シオンの呪じゆ力りよくは何十倍にも力が増す。今のシオンには、百合から発せられる、微かすかな声や情景が手に取るように感じられた。急がなければならないのは重々承知していたが、何か役に立つ情報があるかもしれないと、彼は石の床ゆかに膝ひざをつき、百合に残されたファティマの「思い」に耳を傾かたむける。

　それは、先刻ファティマが蘇よみがえらせた記き憶おくと、その時の彼女の感情だった。

　シオンの瞳ひとみが、驚きに見開かれる。

（リリス……？　ファティマは、アダムの最初の妻、リリスだったの!?）

　荒こう唐とう無む稽けいな話だと笑うことはできなかった。なぜなら、これでファティマが聖なる魂たましいを持っている説明がつくからだ。

　すべての人間はアダムとエヴァの子孫である。人間でありながら、原罪を犯していないと言われているのは聖母と救世主に洗礼を授さずけたヨハネだけである。しかし、もう一人原罪を犯していない人物がいる。それがリリスだ。

（リリスは禁断の実を食べていないはず──）

　ファティマがリリスの生まれ変わりなら、彼女の魂が聖なる輝きを保ち続けていることにも頷うなずける。

　シオンは更に百合の記憶を読み続けた。彼の空色の瞳に涙が溢あふれる。ファティマが可哀かわい想そうで堪たまらなかった。ファティマすなわちリリスが、大いなる深しん淵えんの鍵かぎになったのは、彼女が悪魔には触ふれることができない聖なる魂の持ち主という理由ではなかった。

（罰ばつだったんだ……）

　エデンでリリスの身に何があったのかはわからない。しかし、それが原因で、彼女はエデンを去り、自殺という大罪を犯し、天使同士の戦いを招いてしまったのだ。そして、罰として、自分が原因で神に反逆した者たちを、自らの手で封ふうじなければならない身となったのである。

（ファティマ……）

　シオンは流れ落ちる涙を止めることができなかった。

　長い間、ファティマは煉獄シエオのル・女主レジーナとしてこの煉獄シエオルを訪おとずれては去って行く人々の背を見続けていたのだ。

　たった一人きりで、犯おかした罪を悔くい、罰の重さに打ち拉ひしがれながら──。

　それは、地獄ゲヘナの責め苦にも相当する苦しみだったに違ちがいない。

　だが、彼女は再び人として生まれてきた。リリスではなくファティマとして新しい生を得た。

　シオンは拳こぶしで頰ほおを拭ぬぐった。

（幸せにしてあげたい……。エデンでアダムと過ごした日々よりも、何倍も何十倍も……）

　彼は顔を上げ、薄うす闇やみに沈しずむ煉獄シエオルの地平に視線を移す。そこには誰だれよりも美しく清い輝かがやきを放つファティマの痕シユプールがあった。

「僕が幸せにしてみせる」

　シオンは、聖なる魂の痕シユプールを追って、冷たい灰色の大地を蹴けった。
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　その幼子は一人で歩いていた。俯き加減で、時折しゃくり上げている。

「母上……父上……」

　すでに泣き疲つかれたのか、父母を呼ぶ声も細く掠かすれてしまっている。

　人が煉獄シエオルにやって来る時には、魂が体から離はなれた瞬しゆん間かんの姿をとる。幼子は襲おそわれた時に抵てい抗こうしたのか、上等な仕立ての絹の胴プール・衣ポアンと半ズボンシヨースはあちこちが土で汚よごれ、胴プール・衣ポアンの裾すそは破れていた。

「クリストフ」

　ファティマは幼子の背に呼びかけた。振ふり返ったクリストフの頰は、涙が乾かわいてカサカサになり、鼻の下も鼻水の跡あとが白く残っている。彼は、見知った修道女の姿を認めて、

「お姉ちゃま！」

　と飛びつき、わーんと泣いた。

「よしよし、怖こわい思いをしたわね。もう大だい丈じよう夫ぶよ」

　ファティマは、幼子を抱だき上げ、

「せっかくの美男子が台無しよ。お顔をきれいにしましょうね」

　ハンカチでクリストフの顔を拭ぬぐった。ふと、ファティマの胸に切ない思いがこみ上げる。

（エヴァは、すべての人間の母になった……。でも、私はアダムの子が産めなかったわ）

　そこで、ファティマの脳のう裏りに何かがよぎる。

（いいえ、私は産んだ。……私が産んだのは……）

　彼女は何か恐おそろしいことを思い出しかけた。しかしその時、不ふ穏おんな気配が周囲を取り囲む。

　薄うす汚よごれた外シユール衣・コーの者、上等な毛織りのマントの者、祭服を模した表衣コツトの者など、服装は様々だが、一様に禍まが々まがしい邪じや気きを放つ十数名の一団が、ファティマを中心に円えん陣じんを組んでいた。

「こんな所まで、御ご苦く労ろうなことね」

　ファティマは、不敵な笑えみを彼らに投げかける。

「何としても、大いなる深淵の扉とびらを開けろという、主あるじの御命令でね」

　一団の頭目らしき革かわの外がい套とうの男が、苦く笑しよう混じりに応こたえた。悪あく魔まの下僕である妖術師は、主の悪魔に逆らうことはできない。半ば無理矢理この煉獄シエオルに送り込まれたのだろう。

「ところで、どうやってここに来たの？　あなたたちには四大精せい霊れいは使えないでしょ？　まさか、私のために死んできたとか？」

　煉獄シエオルに魂が入り込んだ時点で、体は物理的な死を迎むかえる。それを防ぐ唯ゆい一いつの方法は、四大精霊を心臓に宿らせることだった。

「まあな。今や俺たちは生けモールる・ヴイ死者ヴアンだ。早いとこ現世に戻らなきゃ腐くさっちまう」

「あらまあ……」

　ファティマは一瞬彼らに同情した。悪魔は一度死んだ者の魂を体に戻して蘇よみがえらせることができる。しかし、いくら悪魔でも、四大精霊のように魂たましいが煉獄シエオルにいる間も肉体の機能を保つことはできない。魂が体に戻るのが遅おそくなれば、彼らの体は腐ふ敗はいしてしまうのである。

「でも、現世に戻るのは無理じゃない？　ここの結界は妖気や邪気の持ち主には破れないって話だわよ」

　妖術師たちはどよめいたが、頭とう目もくは「おたおたするんじゃねえ！」と仲間を一いつ喝かつする。

「大いなる深淵の扉が開けば、この煉獄シエオルはあんたらが悪魔と呼ぶ俺たちの盟主の手に落ちる。そうなりゃ、天界のやつらが張った結界は解かれるだろうよ。ま、仮に結界が解けなかったとしても、あんたと、その坊ぼうやを助けようって、シオンとかいうやつが来てるだろ？　そいつが現世に戻る時に便びん乗じようするさ」

　外套の男の言葉に、ファティマは目を見開く。

（シオンが来てるの!?）

　また、シオンを巻き込んでしまった。彼が自分を追って来ないようにヨハンナによく言い含ふくめておけばよかったと、ファティマは悔くやむ。しかし一方で、心強い味方の到とう来らいに安あん堵どしている自分に気付いた。シオンは魂だけの姿となった時に、通常の何十倍もの呪力を発揮するのだ。

（シオンは、この程度の妖よう術じゆつ師しにやられはしない。私に万一のことがあっても、彼がクリストフを連れて現世に戻ってくれる）

　ファティマは嫣えん然ぜんと微び笑しようした。

「さて、あなたたちの思おも惑わく通りにいくかしらね。下手に騒さわぎを起こしたら、天使が来ちゃってあなたたちは一いち網もう打だ尽じん。即そつ刻こく地獄ゲヘナ行きになるのが落ちだと思うけど」

　一瞬、妖術師たちの表情に怯おびえが走る。彼らとて地獄ゲヘナは恐ろしいのだ。

「ぬかせ！」

　やけくそ気味に、毛織りマントの妖術師が地を蹴った。マントから抜ぬき出した手には、小型の斧おのを持っている。煉獄シエオルには妖霊がいないため、それらを使し役えきする類たぐいの呪術は使えない。妖術師でありながら、彼らは肉にく弾だん戦を仕し掛かけるしかないのだ。しかし、それはファティマにとっても同じである。火ロラマ竜ンドリや風ウイン竜ドーゼを使わずに戦わなくてはならない。

「クリストフ、私にしっかりつかまっているのよ」

　それまで呆ぼう然ぜんとした表情でファティマに抱かれていた幼子は、場の雰ふん囲い気きから危険を察知したのか、小さな手をファティマの首に回し、ギュッとしがみついた。

　ファティマは左手でクリストフの腰こしを支え、右手で尼に僧そう服のスカートを割ると、腿もものガーターベルトから短剣を抜いた。頭上から振り下ろされる斧を左に身を捻ひねってかわし、たたらを踏ふんだ妖術師の背に、短剣を突つき立てる。妖術師が倒たおれる前に短剣を引き抜き、続いて左ひだり脚あしを軸じくに半回転し、その勢いで襲おそってきたねずみ色の外シユール衣・コーの男のこめかみに回し蹴げりを食くらわした。外シユール衣・コーの男は三エルレほども吹ふっ飛びそのまま昏こん倒とうする。

　ファティマは、容よう赦しやしなかった。普ふ段だんの彼女なら、相手がどんなに邪悪な妖術師であっても、〈汝なんじ殺すなかれ〉の戒かい律りつを破らなかっただろう。しかし、彼らはすでに死んでいるのである。

　これは、戦いにくい状じよう況きようだった。人の魂は滅ほろびない。妖霊が滅びるのは、妖霊を形作る霊質が拡散することを意味する。しかし、神の息吹いぶきから生まれた人の魂は、ダメージを与あたえて拡散させても再び凝ぎよう結けつしてしまう。

　神は不ふ滅めつの魂を人間に与え給たもうたのだ。

　現に、背中を短剣で刺さされたマントの男も、こめかみを強打された男も、一時人の形を崩くずして朧おぼろな光の粒つぶになりかかったが、間もなくもとの姿に戻り、ふらつきながらも立ち上がった。その間にも、別の妖術師が長剣を振りかざして襲いかかってくる。

　体術に関しては、妖術師よりもファティマの方が上である。しかし、ファティマはクリストフを抱かかえていた。動きにはかなりの制約がある。しかも、最初十数名だった敵は、徐じよ々じよに数を増している。悪魔が妖術師を次々と煉獄シエオルに送り込んでいるのだ。そこで、彼女は一計を案じる。

「クリストフ、目を瞑つぶってて」

　ファティマは言うと、掌てのひらにありったけの呪じゆ力りよくを集めた。そしてその不可視の力を、前方から迫せまる妖術師の足あし下もとに力ちから一いつ杯ぱい投げつける。

　ドン！

　近くで雷かみなりが落ちたような大音おん響きようとともに、

「うわっ！」

　近くにいた妖術師たちは爆ばく風ふうに吹き飛ばされ、他の妖術師も、もうもうと巻き上がる煉獄シエオルの黒灰色の土に、視界を遮さえぎられる。

　ファティマはその隙すきをついて、クリストフを抱だいたまま駆かけ出した。土つち煙けむりが収まり妖術師たちが目を開けた時には、ファティマは彼らの視野から逃のがれることに成功していた。

　大岩が林立する場所まで来ると、ファティマは抱いていた幼子を降ろした。

「クリストフ、いい子ね。ちょっと待っていてくれる？」

　彼女は、地面に急いで魔法円を描えがくと、円の中にクリストフを入れる。

「私がすぐに迎えに来るから、それまでこの中に隠かくれていて。怖こわいおじちゃんたちが来ても、この中にいれば見つからないから大だい丈じよう夫ぶよ。もしかしたら、金髪で青い目のシオンていうお兄ちゃんが代わりに迎えに来るかもしれないわ。そうしたら、そのお兄ちゃんと一いつ緒しよに、先に帰っててね」

　優やさしく笑みながらファティマが言い聞かせると、クリストフは不安げながらも「うん」と、頷うなずいた。

「ただね、天使様がお迎むかえに来ても、付いて行っちゃだめよ。天使様と一緒に行ったら、お父様やお母様の所に帰れなくなっちゃうの。わかる？」

「お家うち、帰る。母上と父上のとこ」

　クリストフは再び頷いて素す直なおに魔法円の上に座った。ファティマは「お利口さんね」と笑むと呪しゆを唱え、魔法円上に結界を生じさせた。更さらに結界が妖術師の目にはただの岩に見えるように幻げん術じゆつをかける。

　この中にいれば、妖術師にはクリストフの姿は見えず、声も聞こえない。また、結界を解かない限り、クリストフは魔法円から出ることはできない。だが、シオンほどの呪力があれば、クリストフを見つけ、結界を解くことができるはずだ。

　しかし、問題は天使だった。煉獄シエオルの魂たましいは、生前の行状に応じて天使が天界へ導くか地獄ゲヘナへ連れ去るか、一定の悔い改めの期間を設もうけて転生させる。妖術師が煉獄シエオルに入り込んでいることが知れたら、天使の到来は必ひつ定じようである。

（急がなくちゃね。天使が先にクリストフを見つけてしまったら、手の打ちようがないわ）

　ファティマは、結界の中の幼子に祈いのるような視線を投げかけると、巨きよ石せきの林を出た。

　すでに、そこにはファティマを追ってきた妖術師たちが続々と集まっていた。

「坊ぼう主ずを隠したか」

　革の外套を着た妖術師の頭かしらは舌打ちをし、背後の仲間に目で合図した。数名の妖術師が、巨石の林に入って行く。

「クリストフを人ひと質じちにしようって魂こん胆たん？　そんな姑こ息そくな手段しか考えられないなんて恥はずかしくない？」

　ファティマは鼻で笑う。

「──このアマ、舐なめてんじゃねえよ」

　怒ど気きに目元を赤く染める頭に向かって、

「舐めてなんかいないわよ。本気でいかせてもらうわ」

　ファティマは背筋が寒くなるような艶えん笑しようを浮かべた。
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　欠けた月が中天にかかっていた。月光がこぼれる窓辺の下で、グランディエは片かた膝ひざを立てて座し、剣を抱えて目を閉じていた。彼の前には、シオンの眠る寝しん台だい、その向こうにはファティマの眠る寝台、更にその向こうの寝台には幼いクリストフが眠っていた。三人の枕まくら元もとには、ヨハンナが椅い子すに腰こし掛かけ、主あるじと少年と幼子の青白い寝ね顔がおをじっと見つめている。

　部屋の中も、館やかたを囲む森も、物音一つしない静せい寂じやくが満ちていた。

　ふと、グランディエの目が開かれた。ヨハンナも顔を上げ、窓の外に視線を向ける。グランディエはスッと立ち上がり、

「来たか──」

　低く呟つぶやくと、バサリと白銀の翼つばさを広げた。翼は月の光を受け、自らの輝かがやきを一層増す。

「婆ばあさん、ここは任せた」

　グランディエがヨハンナに向かって言うと、

「承知」

　老ろう婆ばは表情一つ変えず、短く応こたえた。

　堕だ天てん使しは、ザッと翼を羽ばたかせ、窓の外へと姿を消した。

「さてと」

　残された老婆は椅子から立ち上がり、窓の外に広がる黒シユヴアいルツヴ森アルトの樹き々ぎに目をやる。

「こんな夜遅おそくですからの。起きてくださいますかな」

　深夜──最も樹の精の力が弱まる時刻である。だからこそ、敵はこの時間を狙ねらってやって来たのだ。

「黒シユヴアいルツヴ森アルトに宿る木ドウル精ダレスたちよ。目覚め給たまえ。我に力を貸し給え」

　老婆は窓辺から樹々に向かって呼びかけた。







　グランディエは、館の裏手に降り立った。片手には抜ぬき身の長剣を提さげている。

　月の光も星の輝きも、生おい茂しげるモミの枝に遮さえぎられ、辺りは闇に閉とざされていた。

　いつもなら微かすかに小動物の蠢うごめく気配や、邪じや気きのない妖よう霊れいたちがそぞろ歩きをする姿があるのだが、皆みなどこかに逃にげ去ったのか、それとも息を殺して事の成り行きを見守っているのか、森は不気味なほどに静まりかえっていた。

　しかし、確かにいる。それも一人や二人ではない。数え切れないほどのモノが、森の中に潜ひそみ、グランディエに静かな殺気を向けていた。

　シュッ！

　突とつ然ぜん、風を裂さいて何かがグランディエの頰ほおを掠かすめた。それはグランディエの背後の樹に突つき刺ささり、ビーンと振しん動どうの余よ韻いんを残した。音から察するに金属製の太い針と思われた。

　グランディエは振ふり返らず、針の飛んできた方向を見み据すえる。しかし、すでに投とう擲てきした本人はその場所から音もなく移動していた。凄すさまじいほどの移動速度である。

「お前ら、実体のある生き物の割わりには、動くのが速いんだな」

　グランディエには、取り囲むモノの正体がわかっているようだった。

「そんなに戦闘能力高いのにさ。婆さんと、翼の折れた堕天使相手に、こんな大勢で押しかけるなんて、一族の誇ほこりはどこへやったんだ？」

　場に満ちる緊きん張ちよう感かんには相応ふさわしからぬ、のんびりとした口調で語りかける。

　答はなかった。代わりに、何十本という針が、様々な方向から、しかも緩かん急きゆうをつけて飛んで来た。グランディエは長剣を掲かかげ、襲おそいかかる針をことごとく弾はじいた。流れ星のように、青白い火花が残像を残して暗い森に舞まう。

　グランディエは地を蹴けった。彼がそれまでいた場所に、十数本の針が鈍にぶい音を立てて突き刺さる。彼は跳ちよう躍やくの勢いに飛ひ翔しようを加え、一本のモミの梢こずえに長剣を突き出した。短い苦鳴の後にドサリと地面に墜おちたのは、額に短い角を生やした異形の獣けものスケディムだった。

　ザワリと周囲の気配が変わる。剝むき出しの憎ぞう悪おがグランディエを取り囲んだ。

「殺しちゃいない。すぐに手当てすれば命は助かる。なあ、手を引けよ。こいつを連れて里へ帰れ」

　グランディエは、腹から血を流して地面に横たわるスケディムを顎あごで指した。

「さすがに、お前ら相手では手加減できそうもないんだ。俺の主あるじは殺せつ生しようは嫌きらいでね。できれば流血沙ざ汰たは避さけたいんだけど」

　しかし、周囲の殺気は消えるどころか、益ます々ます鋭するどくなる。

「どうしてもやる気か？」

　先さき程ほどまで春風駘たい蕩とうとしていた堕天使から、突とつ如じよ、怖おぞ気け立つほどの闘気が迸ほとばしった。それに呼応したかのように、樹の陰かげに潜むスケディムの気配が二手に分かれた。一方はグランディエを囲み、もう一方は館へと向かう。

「させるか！」

　館の周りには強固な結界が張ってあるが、シオンと同じ混こん沌とんの魂を持つ彼らの呪力は侮あなどれない。グランディエは館に侵しん入にゆうしようとする一団を追った。だが、グランディエの行く手を、十数名のスケディムが遮る。美しい面おも立だち、額には二本の角、そして夜行性の肉食獣じゆうのように闇に輝く黄色い目。隙すきのない構えは、彼らが相当の実力を持った戦士であることを示していた。

　グランディエは、立ちはだかる妖よう怪かいの中に突き進んだ。彼らの指に挟はさまれていた針が、一いつ斉せいに宙を飛んだ。グランディエはマントの端はしを持って一ひと振ふりし、針を叩たたき落とす。二投目の針が襲い来る前に、彼は正面のスケディムの胸を長剣で突いた。倒たおれた妖怪の頭を飛び越こし、グランディエは一気に上じよう昇しようする。下から追ってくる針の群れを、彼は宙で半回転してやり過ごすと、そのまま急降下して、館の壁かべに張り付くスケディムたちを薙なぎ払はらった。

　スケディムには飛翔能力はないが、驚きよう嘆たんすべき筋力で、ファティマたち三人が眠る三階の寝室を目指し、館の壁を這はい登っていたのだ。

　落ちて行くスケディムたちを見届ける前に、グランディエは壁を蹴って再び上昇する。何本もの針が足を掠めて、壁に突き刺さった。

　彼は宙で一いつ旦たん停止し、スケディムたちの殺気が自分に集まるのを待つ。案の定、何十本もの針が一斉にグランディエに向けて放たれた。彼は向かってくる針の群れに正面から飛び込んだ。マントを盾たてにし、翼を折りたたんで、落下の速度で降下する。何本かの針が胴プール・衣ポアンの裾すそや長ちよう靴かを裂いたが、彼は構わず突き進んだ。そして彼の真下で自分を仰あおぎ見る一人のスケディムに長剣を振りかざす。運命を悟さとり、黄色い目を最大限見開いているスケディムの胸へ長剣を突き立てると、グランディエは着地し、地面を走った。そして館に近い場所にいる者から次々と斬きり捨てて行く。接近戦に持ち込み、敵の注意を自分に向けることで、スケディムを館から引き離はなすつもりだった。

　針は容よう赦しやなくグランディエの翼つばさやマントに突き刺さったが、彼は針を避よけるよりも、館に近づくスケディムを倒す方を優先させた。じりじりと少しずつ戦いの場が館から離れて行く。

　館から距きよ離りにして二百エルレほども遠ざかった頃、針の攻こう撃げきが止やんだ。投とう擲てきする針が尽つきたのだ。数十名いたはずのスケディムの気配も今は数えるほどしか残っていない。

　グランディエは翼を一振りし、刺さっていた針を振り落とす。折れた右う翼よくは痛んだが、飛翔にさしつかえるほどではなかった。

「これ以上怪け我が人を増やしたくないだろ。大人しく里へ戻れ」

　彼は、闇に浮かぶ一対ついの輝かがやく黄色い目に向かって語りかけた。

「そのような物言い、我らを侮ぶ辱じよくするつもりか」

　声の主が一歩前に出た。

　月明かりに照らされた彼の髪かみは雪のように白く、漆しつ黒こくの貫かん頭とう衣いに包まれた肢し体たいはシオンとさほど変わらない少年のものであった。スケディム族を統すべる王、マジキムである。

「目的を果たすまでは、一歩も退ひくつもりはない」

　マジキムの闘気は、いささかの衰おとろえもなかった。

「侮辱なんかしてないさ。誇り高い古いにしえの一族が、悪あく魔まなんかの口車に乗って、命を張るなって言いたいだけ」

　グランディエの言葉に、スケディムの王は口の端を吊つり上げて冷笑する。

「口車に乗ったのではない。互たがいの目当ての者が師し弟ていであっただけだ。我らは真の王をお迎むかえに上がったまで。我らが悪魔どもの浅はかな謀ぼう略りやくに加担するはずがなかろう」

「真の王……？　って、まさかシオンのことか？　あれってマジな話？」

　グランディエは瞠どう目もくする。

「冗じよう談だんで、我らがこのような汚けがらわしい人間の住すみ処かに降りて来るとでも思ったのか」

「じゃ、新しい世界を創つくるとかっていうのも？」

「そなたも、もと天界の者ならばわかるであろう。ソドムとゴモラ然しかり、大洪こう水ずい然り。神は、神を忘れた人間どもに鉄てつ槌ついを下すため、我らに真の王を遣つかわすと、我らの一族に古くから伝わっておる」

「……それって、初耳」

　グランディエは腹の底が冷えるような不安を感じた。マジキムの話は彼らの誇こ大だい妄もう想そうと考えられなくもない。しかし、シオンの魂たましいがスケディムと同じ混沌からできているのは事実である。

　魔女狩がりにしろ贖しよく宥ゆう状にしろ、確かに今の教会の教えは、創造主の意思とは無関係に暴走している。神が、現在の人間たちの所業に怒いかりを感じているのだとしたら──。

　しかも、シオンはファティマ、すなわち大いなる深しん淵えんの鍵かぎの身近にいる。シオンの混沌の魂は、真の力を発揮すれば、ファティマに扉とびらを開けさせるほど強大なのだ。大いなる深淵の扉が開けば、封ふうじられていた反逆者たちが蘇よみがえり、地上の人間を巻き込んで天使と悪魔との戦いが始まってしまう。

「最終ハルマ戦争ゲドン、そして最後の審しん判ぱん……」

　グランディエは、硬かたい声で呟つぶやいた。

　地上の世界が堕だ落らくを極きわめ、悔くい改めの余地を失った時、創造主は大いなる深淵の扉を開ける。

　堕天使にも人間にも、神の御み心こころに従うか否いなかを最終選せん択たくさせるためだ。

　だが、蘇った悪魔が素す直なおに神への忠誠を誓ちかうとは思えない。天使と悪魔との戦いは必至で、人間は死に絶えるだろう。

　しかし、創造主は決して人間の滅ほろびを望んではいない。神は、天にいる者も地獄ゲヘナにいる者も煉獄シエオルにいる者も蘇らせ、すべての人間に裁きを下す。魂の重さを量はかるのはミカエルだろう。もう悔い改めの機会は与あたえられない。神の教えに背そむいた者は地獄へ投げ落とされ、神の御心に従った者は楽園で永遠を生きる。それを夢見た預言者がいて、人間たちは天使と悪魔の戦いを最終ハルマ戦争ゲドンと呼び、神の裁きを最後の審判と言っているのだ。

（ファティマに扉を開けさせて、最終ハルマ戦争ゲドンを引き起こすために、シオンは生まれたのか？）

　考えすぎだと、彼は自分に言い聞かせる。人間は確かに無茶苦茶やってるが、最後の審判を受けるほど堕落してはいない。第一、こちらが恥はずかしくなるほどのシオンのファティマへの惚ほれっぷりはどうだ。ファティマが大いなる深淵の扉を開けることを拒こばめば、シオンには無む理り強じいできない。混沌の魂を持つ者が、大いなる深淵の扉を開けさせる役回りなら、創造主はシオンに人間らしい感情など与えなかったはずだ。

　だが、マジキムの話が真実ならば、自分はどうすればいい。グランディエは自問する。

（神の意思に従い、スケディムに手を貸すのか？）

　答はすでに決まっていた。

「そなたが信じようが信じまいが、我らは構わぬ。だが邪じや魔ま立だていたすのなら容よう赦しやはしない」

　マジキムは腰こしの長剣を抜ぬいた。細い、やや反そりの入った異国風の刀かたなだった。

「その話が本当だろうが噓うそだろうが、どっちだっていいさ。とにかく、シオンをお前らに渡わたすわけにはいかない。惚れた女が泣くのは見たくないんだ」

　グランディエも剣を構えた。







　館やかたの外では、目に見えない闘とう気きがせめぎ合い、剣が打ち交かわされる火花が、黒シユヴアいルツヴ森アルトの樹き々ぎの間に散っていた。

　明かりも灯ともされていない暗い部屋で、ヨハンナは三人が眠ねむる枕まくら元もとの椅い子すに腰こし掛かけ、目を閉じたまま呪しゆを唱えていた。ヨハンナの発する言こと霊だまが、まるで狭さ霧ぎりのように薄うすく凝こごって部屋を満たして行く。老ろう婆ばは、部屋への侵しん入にゆうを阻はばむ結界を紡つむいでいるのだった。

　ドォン──。

　突とつ然ぜん、重低音の響ひびきが館を揺ゆさぶった。館を囲む結界と、たった今ヨハンナが部屋に張り巡めぐらせた結界を破ろうと、何者かが術を使ったのだ。

「……やるのお」

　襲しゆう撃げき者の呪じゆ力りよくが並々ならぬものであることを感じて、老婆は皺しわに埋うもれた翠みどりの瞳ひとみを上げる。
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　ヨハンナは周囲の気配を探さぐった。グランディエとスケディムの気配はすでに遠のいていた。しかし、玄げん関かんのすぐ外に一人の呪術者がいる。

「礼れい儀ぎ正しいことじゃて」

　先刻のスケディムは窓からの侵入を試こころみ、グランディエに叩たたき落とされたのだが、今度の敵は堂々と玄関から入るつもりらしい。

　ドォン──。

　再び結界を突とつ破ぱしようとする轟ごう音おんが響く。あと一、二度同じ場所を突つかれれば、館を囲む結界は崩くずれてしまうだろう。

「黒シユヴアいルツヴ森アルトの木ドウル精ダレスよ。この館へ入ろうとする者を捕とらえておくれ」

　ヨハンナは中断していた呪を再開した。

　モミに宿る木ドウル精ダレスがその枝と根を伸のばし、玄関にいる呪術者を捕ほ縛ばくしようとする気配が伝わって来た。続いて、常人の耳には聞こえない苦く悶もんの声と、枝と根が後あと退ずさる音が聞こえた。

「火フエン霊メルか」

　呪術者は、火フエン霊メルを喚よび木ドウル精ダレスを退けたようだった。黒シユヴアいルツヴ森アルトのドウ木ルダ精レスは、そんじょそこらの樹の精とは格が違ちがう。木ドウル精ダレスが火に弱く、しかも最も力が弱まる深夜であることを差し引いても、敵の呪術者が相当な力を持っていることは明らかだ。

　ドォン──。

　重低音の後に、パシッと何かがひび割れる音がした。

「むぅ」

　ヨハンナは低い声で唸うなった。館を守る結界が破られたのだ。

　敵は玄関の扉とびらを開け、館への侵入を果たしたようだ。ヨハンナは気配を探る。気配は、木ドウル精ダレスの触しよく手しゆが侵入者を追うものの、火フエン霊メルに邪魔され、侵入を阻はばむことができない様子を伝えていた。

　ヨハンナは館のホールを飾かざる甲かつ冑ちゆうや、剣、弓などの武具に精コー霊ボルトを宿らせ、呪術者を襲おそわせた。激しく金属が打ち合わされる音がしばらく続いたが、やがてそれも止やんでしまった。

「精コー霊ボルトではかなわぬか」

　ヨハンナはそれまで腰掛けていた椅子から立ち上がった。印を結び別の呪を唱える。その間にも、敵は幾いく重えにも張り巡らせた結界を次々と破って、こちらへやって来る。

　ヨハンナは部屋の扉を凝ぎよう視しした。呪術者が扉の向こうに立っている。

　物音一つしない静せい寂じやくが、その場を支配した。ふと、扉がたわむ。見えない力が扉のこちらと向こうとでせめぎ合っているのだ。

　老婆の渋しぶ紙がみを揉もんだような額に汗あせが浮ういた。厚い樫かしの扉がギシギシと音を立てて歪ゆがむ。静かな戦いは数分も続いただろうか。耐たえうる圧力の限界を超こえ、突然、扉はバリッと音を立てて砕くだけ散った。

　ささくれた扉の残ざん骸がいの向こうに、白いローブをまとった、長い金髪の女が立っていた。翠すい玉ぎよくの瞳、薔薇ばら色いろの唇くちびる、滑すべるような肌はだは静じよう脈みやくが透すけて、青白くさえ見える。

　彼女の面おも差ざしに何を感じたのか、ヨハンナは目を瞠みはった。

「……そなたが、キアラか……」

　女は淡あわい紅色の唇に妖よう艶えんな笑えみを浮かべ、

「名を御存知くださっていたとは、光栄ですわ。ヨハンナさんと仰おつしやいましたか。見ればかなりお歳としを召めしておられるご様子ですのに、参りましたわ、ほんと、ここまで辿たどり着くのに苦労いたしました」

　いささかの苦難の跡あとも見せずに応こたえた。

「何ゆえに、この館を──お嬢じよう様さまを狙ねらいなさる？」

　ヨハンナの問いに、キアラが「あら」と小首を傾かしげる。

「ファティマ殿どのからお聞きになりませんでしたの？　もちろん、大いなる深しん淵えんの扉を開けるためですわ」

　キアラは右の掌てのひらを上に向け、そこに一輪の薔薇ばらの花を生んだ。

「待たれよ！」

　ヨハンナの制止に耳を貸さず、キアラは薔薇を部屋の中に向かって投げつけた。

　ドォン！

　耳を劈つんざくような爆ばく音おんが響き、花弁が散った。部屋は震しん動どうしたが結界は揺るがなかった。二度、三度とキアラは薔薇の花を投げつけ、結界の破は壊かいを試みる。

「止よしなされ！　この婆ばばの話を──」

　ヨハンナは棚たなから落ちる燭しよく台だいや花か瓶びんから、寝しん台だいの三人を庇かばいながらキアラに呼びかける。しかし、キアラはヨハンナの声など聞こえないかのように、

「一ひと筋すじ縄なわではいきませんのね。では、これではいかが？」

　白い掌を優ゆう雅がに舞まわせ、細長い炎ほのおの蛇へびを放つ。この部屋に巡めぐらせた結界は、木ドウル精ダレスの気を凝らしたものである。従って火に弱かった。炎の蛇が身をくねらせて結界の中にねじ込んで来た。

「聞き分けのない」

　ヨハンナは水ウンのデイ精ーネを喚んだ。水は木ドウル精ダレスに力を与あたえ、且かつ火に属する妖よう霊れいの力を削そぐ。水ウンのデイ精ーネは炎えん蛇じやを包み、その炎を消した。もうもうと蒸気が立ちこめた。

　ヨハンナは更さらに呪を唱える。白い蒸気の中に、ポツポツと手足の長い小人が現れた。細長い手足の皮ひ膚ふは茶色く乾かわいている。手の指も足の指も異様に長く、何本にも枝分かれしていた。結界に潜ひそませていた黒シユヴアいルツヴ森アルトの木ドウル精ダレスを顕けん現げんさせたのだ。

　木精たちの手足がもの凄すごい勢いで伸び、キアラに迫せまった。キアラは後退りながら薔薇を散らし、鋭えい利りな刃はのような花弁で木ドウル精ダレスの手足を斬きり落とす。しかし、木精の再生力は凄すさまじく、斬られてもすぐに新しい芽を伸ばした。木ドウル精ダレスの手がキアラに届かんとした時、

「縛ばく！」

　キアラの手から飾り紐ひもが飛んだ。常人には見えないその紐は、木精の腕に絡からみつき伸び続ける手指の動きを止めた。頼たよりない一本の細紐が、強きよう靭じんな木精の枝や根を微び動どうだにさせないほど縛いましめていた。

「何と！」

　ヨハンナは息を吞のんだ。木ドウル精ダレスの動きを止めたキアラの飾り紐は、自分がファティマに持たせた飾り紐と寸すん分ぶん違たがわぬものだった。蜘蛛くもの妖霊が吐はく糸を用もちい、古いルーンの呪じゆ言ごんを編み込む、一いつ子し相そう伝でんの秘技──。

　母から自分だけに教えられた飾り紐の編み方を、ヨハンナもまた、ただ一人の実の娘むすめに伝えていた。四十年以上も昔のことである。

　その縛ばく呪じゆの飾り紐が、今、自分たちを襲う女呪術師の手から放たれたのだった。
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「あれは……？」

　シオンは、自分の背せ丈たけの何倍もあるほどの大きな岩が、無む秩ちつ序じよに立ち並ぶ一角に目を留とめた。クリストフとファティマの痕シユプールは、その巨きよ石せきの林の中に一いつ旦たん消え、ファティマの痕シユプールだけが再び煉獄シエオルの彼方かなたに延のびている。おそらく、クリストフを見つけたファティマが、クリストフを岩の陰かげに隠かくし、自分は追ってきた妖術師と戦うためにその場を離はなれたに違いない。

　一刻も早くファティマのもとに駆かけつけたいシオンだったが、彼はクリストフがいると思われる巨石の群れへと向かった。なぜなら、岩の間に邪じや気きを放つ数名の人ひと影かげを見たからである。

（妖術師がクリストフを捜さがしているんだ）

　シオンは、一旦大きな岩の裏に回り込み、妖術師たちに見つからないよう、そっと岩の林の中に忍しのび入る。

　妖術師たちがうろうろと岩の間を歩き回る隙すきを縫ぬって、シオンは、岩の陰から陰へと身を滑り込ませ、徐じよ々じよに奥へと進んで行った。間もなく彼は、岩の隙間に魔ま法ほう円の中で膝ひざを抱かかえて縮こまっているクリストフを見つける。

「クリス──」

　シオンは駆け寄ろうとしたが、そこへ一人の妖術師が現れた。妖術師はシオンの気配を感じたのかチラリと視線をこちらに向ける。シオンは慌あわてて岩の陰に身を隠した。

　恐おそる恐るシオンが顔の半分だけ岩から出して様子を窺うかがうと、妖術師はクリストフの前を横切り、無言で辺りを見回している。

「おい、チビはいたか？」

　別の妖術師の声がした。

「いや、見つからねえ。何かこの辺りが怪あやしいような気がするんだがな」

　魔法円のすぐ脇わきに立っていながら、妖術師はあらぬ方向に視線を向けている。

（妖術師にはクリストフが見えないんだ）

　ファティマの描えがいた魔法円には幻げん術じゆつもかかっている。結界の境界面が、妖術師には黒灰色の岩いわ肌はだに見えるのだ。当然、結界の中にいるクリストフも彼らには見えていない。

（どうやってクリストフを連れ出そう……）

　結界を解いて、中からクリストフを出すことはできる。しかし、その前に妖術師を何とかしなければならなかった。死し霊りようを祓はらう術はあるが、それは死して尚なお、現世に留とどまる死霊を煉獄シエオルに送っているに過ぎない。

（煉獄シエオルにいる魂たましいに、祓いの術は通用しないだろうし、他の妖霊と違ちがって滅ほろんだりしないし）

　呪力によって妖霊を形作る霊質を拡散させれば、妖霊は滅ぼすことができる。しかし、人の魂だけは、拡散させても再び凝ぎよう結けつしてしまう。

（そっか……。祓えないし滅びないなら──）

　シオンは辺りを見回し、林立する巨石の位置を頭に入れた。そして掌てのひらを近くの岩に向けると、いきなり光の球を放った。呪力の塊かたまりである光球は、岩にぶつかり轟ごう音おんと共にそれを砕くだいた。

「何だ!?」

　その場にいた妖術師は、砕けた岩を振ふり返り、続いて岩を砕いた光の発射地点に目を向ける。

　シオンに気付いた妖術師は、

「小こ僧ぞう！」

　剣を抜き、二発目の光球を放とうと別の岩に掌を向けるシオンに走り寄る。シオンは二つ目の岩を砕くと、振り下ろされる妖術師の刃やいばからサッと身をかわし、たたらを踏ふんでいる敵の背中に掌を向けた。

　振り返った妖術師は、顔色を変えて硬こう直ちよくする。三発目の光の球がシオンの手から発射された。しかし、光の球は妖術師の頭上を掠かすめて、彼の背後の岩を砕く。

「へ、へへ。狙ねらいが外れたかい？　もうちっと練習した方がよかったな」

　命拾いした妖術師は安あん堵どの交じった下げ卑びた笑みを見せたが、

「ううん、当たったよ。狙い通りに」

　シオンは平然と応えると、妖術師から視線を逸そらし別の方角に掌を向ける。

「……頭がおかしいのか？」

　怪け訝げんな表情で妖術師が立ちすくんでいるところへ、

「どうした？」「あの女の仲間か！」

　他の妖術師たちが駆けつける。

　現世では傭よう兵へいも兼かねているのか鎖くさり帷子かたびらを着た妖術師が、最初に斬きりかかって来た。鋭するどい剣の切っ先がシオンの胸に届かんとした瞬しゆん間かん、シオンの姿がフッと消えた。腕に覚えのあるその妖術師は、必殺の一いち撃げきをかわされたことに驚きよう愕がくする。

　シオンは、数エルレも離れた場所で妖術師に背を向け、新たに岩を砕こうとしていた。

「止とめろ！　騒さわぎをでかくして天使を呼ぶつもりだ！」

　一人の妖術師が叫んだ。それを聞いた他の妖術師たちが一いつ斉せいにシオンに襲おそいかかる。しかし、剣や槍やりなど、妖術師たちの得え物ものがシオンに届く一瞬前に、彼の姿はその場から忽こつ然ぜんと消失した。

「何!?」

　妖術師たちは岩の砕ける爆ばく音おんで、シオンが自分たちの遥はるか後方にいることを知る。

「現世でも、これくらい速く動けたらいいんだけどね」

　シオンは呟つぶやいた。彼は妖術師たちの目に留まらないほどの速さで移動していたのだ。シオンの動きを目で追えない妖よう術じゆつ師しには、少年がその場から消えたように思えたのである。

「僕って、魂と体の相あい性しようが悪いのかなあ」

　現世にいる時のシオンは、ファティマにもグランディエにも「なかなか筋がいい」と言ってもらえる程度の動きしかできない。しかし、体を抜け出て魂だけの状態になった時のシオンは、呪力も膂りよ力りよくも俊しゆん敏びんさも通常の数十倍に増す。

（原初の混こん沌とんの魂だものね。普ふ通つうの人間の体じゃ、魂の力についていけないのかも……）

　シオンの脳のう裏りに獣けものの瞳ひとみと二本の角を持ったスケディムの姿がよぎったが、シオンは頭かぶりを振ってそれを追い払はらった。

「僕は、普通の人間だ。この力は、大いなる深しん淵えんの扉とびらを開けさせないために──ファティマを守るために、神様が与あたえてくださったんだ」

　彼は涼すずやかな青い瞳に、凜りんとした光を宿らせ、幾いくつか目の岩を打ち砕いた。

「小僧！　いい加減にしやがれ！」

　妖術師たちが円えん陣じんを組んでシオンを取り囲んだ。

「うん。もう止やめるよ。できたから」

　シオンは自分を囲む妖術師たちに笑えみかける。

「できた──？」

　訝いぶかしげに問い返す妖術師にシオンは答えず、代わりに平然と歩き始めた。向かった先は、クリストフが隠かくれている魔法円である。

　シオンは結界の境界面に手を置き、呪しゆを唱えた。妖術師たちは、それまでただの岩だった物の表面が次し第だいに透すき通っていくのを見る。それが半球状の結界であることに気付くまで、さほど時間はかからなかった。

「あのチビ、そんな所に──！」

　灰色の地面に描えがかれた五線星の魔法円の上に、クリストフが半べそをかいて縮こまっている。

「舐なめやがって！」

　一人の妖術師が、憤ふん怒ぬに頰ほおを赤くして斬りかかってきた。シオンはスッと半分だけ身を捻ひねり妖術師の剣を除よけた。剣はキンと硬かたい音を立てて結界の表面で弾はじかれた。結界を岩に見せる幻げん術じゆつは解いたが、結界そのものはまだ解いていなかったのだ。

　妖術師たちは円陣を崩くずし、ある者はシオンに襲いかかり、ある者は結界を解こうと呪を唱えた。中には直接結界を叩たたき壊こわそうとする者もいたが、妖術師がどのような攻こう撃げきを仕し掛かけて来ようとも、彼らにはファティマの結界を破ることはできなかった。

　シオンは掌に先さき程ほどよりは小さめの光の球を錬ねり、妖術師たちにぶつけた。彼らは形を崩し、朧おぼろな光の粒つぶとなって舞まう。しかし、一いつ旦たん散った魂の破は片へんが寄り集まって再び蘇よみがえるまではそれほど時間はかからないだろう。それは重々承知の上でシオンは妖術師たちに光球を投げつけた。すべての妖術師が倒たおれたところで、シオンはクリストフを囲む結界を解いた。

「クリストフ、お出いで。君を助けに来たよ」

　シオンは幼子に手を差し伸のべる。固く膝ひざを抱かかえて座っていたクリストフは、シオンを見上げ、彼がファティマの言っていた「金髪で青い目のお兄ちゃん」であると気付いた。

「シオンお兄ちゃま？」

「そうだよ」

　シオンが笑むと、クリストフは差し伸べられた手につかまり、立ち上がった。

「さ、ファティマを捜さがして、一いつ緒しよに父上母上の所へ帰ろう」

　シオンはクリストフを抱だき上げた。その時には散っていた妖術師の魂が凝ぎよう結けつし、人の形を成なし始めていた。シオンは構わず彼らの間をすり抜ぬけ、あちこち崩れた岩を縫ぬって、その場から逃のがれる。

　妖術師が後を追ってきた。シオンは一旦クリストフを降ろすと、片かた膝ひざをつき、灰色の地面に掌を押しつけた。そして、早口で呪を唱える。

「封ふう！」

　シオンを追いかけて崩れた岩場を出ようとした妖術師たちは、突とつ然ぜん出現した見えない壁かべに、額や鼻をしたたかぶつけ、尻しり餅もちをつく。

「な、なん……」

　鼻を押さえて立ち上がった妖術師は、周囲を見回し、シオンが岩を砕くだいていた本当の理由を知った。

　巨きよ大だいな魔法円──。

　壊されずに残った岩と、粉々に散った岩の破片とが微び妙みように配置され、それは縛ばく呪じゆの魔法円を成していたのである。細かい呪言の文字は描かれていなかったが、代わりに、シオンが放った呪力の塊かたまりである光の球が、まだ十分な輝かがやきを残して要所要所に置かれている。

「小こ僧ぞう……、俺たちを封じるために……」

　妖術師たちは歯は嚙がみした。

「うん。そこで天使様たちを待ってて。できれば、頑がん張ばって天使様に抵てい抗こうして、時間を稼かせいでほしいんだ。その間に僕たちは逃にげるから」

「何だと──？」

　少年の真意を悟さとった妖術師たちは蒼そう白はくになった。

「出せ！　俺たちをここから出しやがれ！」

　口々に叫ぶ妖術師たちに、シオンは「ご免めんね」と申し訳なさそうな笑みを投げかけ、クリストフを抱き上げると走り出した。

　黒に近い青の、煉獄シエオルの暗い空の彼方かなたに、眩まばゆい光が幾つか点ともった。天使の翼つばさが放つ聖なる輝きだ。シオンは「お願い、僕たちをまだ連れて行かないで」と祈いのりながら、大地を走る。

　シオンは妖術師を封じた結界からわざと自分の呪力が漏もれるようにしておいた。結界を目立たせるためである。聖も邪じやも内包する混沌の魂が生んだ呪力である。聖なる部分はともかく、邪に属する部分は天使の注意を引いてくれるかもしれないと考えた。

　シオンの目もく論ろ見み通り、聖なる光はシオンの頭上を越こえ背後の岩場の方へと向かった。天使は結界を発見し、中にいる邪悪な妖術師の連行を優先させたのだ。

（天使がファティマも見み逃のがしてくれればいいんだけど……）

　遥はるかな地平に続くファティマの痕シユプールを目で追いながら、シオンは祈った。
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　派手な羽根飾かざりの付いた帽ぼう子しを被かぶった若い妖術師が剣を突ついて来た。ファティマは彼の剣を短剣で弾き飛ばし、がら空きになった懐ふところに飛び込んだ。拳こぶしを鳩尾みぞおちにめり込ませ、前のめりになった男の顔面に膝ひざ蹴げりを食くらわす。素す早ばやく脚あしを引き、帽子の男が倒れる前に、ファティマは背後から手て斧おのを振ふりかざして襲おそいかかる太った妖術師のこめかみに、振り向きざま後ろ回し蹴りを入れた。

　倒れた男たちが朧な光の粒となった瞬間を狙ねらって、ファティマは懐から皮を鞣なめした呪じゆ符ふを取り出し、それを投げつけた。呪符は光の粒となった妖術師の魂たましいに吸い込まれる。すると妖術師の魂は光の粒のまま動かなくなった。呪符が魂を拡散も凝ぎよう結けつもしないように留とどめ置いているのである。

　ファティマの周囲には、そのようにして半はん端ぱな状態で封じられた妖術師の魂が累るい々るいと折り重なっていた。ファティマは彼らを倒した後、クリストフを迎むかえに行くつもりだったのだが、妖術師たちは現世から続々と煉獄シエオルに送られているらしく、敵の数は一向に減らない。

「もうっ。カロンも気を利きかせて舟ふねを泊とめてくれればいいのに」

　振り下ろされる大おお振ぶりな鎌かまを身を捩よじって避よけながら、ファティマは独り言ごちる。呪符の数も残り少ない。結界を張って妖術師を閉じこめられればいいのだが、精せい霊れいを召しよう喚かんできない煉獄シエオルでは、魔ま法ほう円を描かなくては結界を紡つむぐこともできない。敵は間断なく襲い、悠ゆう長ちように魔法円を描く余よ裕ゆうはなかった。

　大鎌の男の延えん髄ずいに手刀をたたき込んだ時、

（あ！）

　クリストフを隠かくした結界が解かれたのを感じた。あの結界はシオンにしか解けない。間もなく、岩場の方角からシオンの術の気配が漂ただよってくる。あれはわざと呪力を誇こ示じしているのだ。天使を呼んで妖術師を捕とらえさせるつもりなのだろう。案の定、暗い空に聖なる輝きが点ともった。

　ファティマは黒いマントの妖術師の脇わき腹ばらに短剣を突き立てながら、天使が岩場へ向かうのを視界の隅すみで見届ける。

（うまくやったみたいね）

　ファティマは、満足げに笑みを浮かべた。

「クリストフが無事なら、あとはこっちのもんよ」

　ファティマは、両方の掌てのひらを合わせて光の球を錬ねった。それを地面に向けて思いっきり放つ。もうもうと土つち煙けむりが上がり、妖術師たちが怯ひるんだ隙すきにファティマは駆かけ出した。

　数名の妖術師が追って来たが、彼らにも呪力の球を投げつけ、呪符で封ふうじておく。三人の妖術師を封じたところで、呪符を使い切った。追っ手の数は増したが、光の球でとりあえず時間を稼かせぐ。その時、

　バサッ。

　頭上で翼が羽ばたく音がした。天使が来たのだ。背後の妖よう術じゆつ師したちから悲鳴が上がった。ファティマは構わず走り続けた。ファティマを追う妖術師の数が、激減した。ファティマはチラリと後ろを振り返った。ある者は恐きよう怖ふに立ちすくみ、ある者は勝手な方向へ逃げて行った。それを七人の天使が次々と捕らえていく。こうなると妖術師の数が多かったのは幸いだった。天使は邪悪な気を発する者から先に捕らえているらしく、ファティマに向かってくる天使は今のところいない。しかし、いずれ自分も天使に捕らえられてしまうだろう。

　大いなる深しん淵えんの鍵かぎとして、煉獄シエオルの玉座に据すえ置くために──。

（それでもいいけどね……）

　ファティマは、薄うすい笑えみを浮かべる。犯おかした罪を煉獄シエオルに居続けることで償つぐなえるのなら、それを受け入れようとファティマは思っていた。

「ファティマ！」

　横手からシオンの声がした。見ると、クリストフを抱だいたシオンが自分の方に駆けてくる。

「シオン、先に行きなさい！　私に構わず、クリストフを連れて現世へ戻って！」

　ファティマはレテ川の方向を指差し、シオンを促うながしたが、

「だめです！　一いつ緒しよに戻りましょう！」

　彼は、川の方へは行かず、ファティマに向かって来る。

「何言ってるの！　あなたまで捕つかまっちゃったらクリストフは誰だれが現世に戻すのよ！」

　シオンは言葉に詰つまる。

「あなたは走るのが速いわ。とにかく今は逃にげ切って。私は大だい丈じよう夫ぶだから。たとえ捕まっても、転生もしないし、天へも行かない代わりに、地獄ゲヘナへも行かないもの」

　なぜなら、私は煉獄シエオのル・女主レジーナだから──。

　ファティマはそれを口にしなかったが、シオンはすべてを理解したように頷うなずいた。

「わかってます。でも──僕は、絶対にあなたを連れて帰る」

「……シオン」

　彼はファティマの手を取った。そして今まで以上の速度で駆け出した。

　ファティマは、シオンの手が思いのほか、大きく力強いことを知って、少しの驚おどろきを感じた。

　それは不思議な感かん慨がいだった。シオンの手はクリストフと同じく、柔やわらかくて小さいのだとばかり思っていたからである。その感かん触しよくは、あの遥はるかな園そので、自分の手を引いてくれたアダムの手を思い起こさせた。優やさしく温かく力強い手──。

　ファティマは、走りながらシオンの横顔を見る。少年の抜ぬけるような青空色の瞳は凜り々りしく輝かがやいて、真まっ直すぐに前を見み据すえていた。口元は固く引き締しめられ、愛らしさよりも精せい悍かんさの方が勝まさっている。

　子どもだとばかり思っていたシオンの男らしさを発見して、なぜかファティマは動どう揺ようした。

　シオンは走った。

　片腕にクリストフを抱かかえ、もう片方の手でファティマの手を引いているにもかかわらず、魂に秘ひめられた混こん沌とんの力を使っているのか、まるで宙を飛ぶような速さである。

　背後に、天使の気配があった。天使に捕まってしまったら現世に戻る術すべはない。生きたまま煉獄シエオルを訪おとずれること自体、神の定め給たもうた掟おきてに逆らっている上に、ファティマが生まれ変わったリリスだとわかれば、ミカエルの前に引き出され、再び大いなる深淵の鍵として厳重な警けい戒かいのもと、煉獄シエオルに留め置かれるのは必ひつ定じようだ。

　ザッ！

　翼つばさが羽ばたく音と同時に、シオンは背中に聖なる気を熱く感じる。天使が間近に迫せまっていた。

　シオンは奥歯を嚙かみしめ、ゴクリと唾つばを飲んだ。

　自分が今やろうとしていることは、悪魔と契けい約やくを交かわす以上の罪悪だろう。

（でも、──やるしかない）

　喉のどから心臓が飛び出そうなほど緊きん張ちようしていた。

　シオンはありったけの呪力を右手に集めた。首筋に熱い気が触ふれた。天使の指先がシオンの襟えりをつかもうとしているのだ。

　シオンはファティマとつないでいた手を振ふり払はらうようにして、彼女を押し倒たおした。

「伏ふせて！」

　叫ぶと同時に振り返った。次の瞬しゆん間かん、二抱えもある巨きよ大だいな光の球がシオンの右手から放たれた。

　その光の玉を正面に見た天使は、

　──光あれ。

　神が混沌から光と闇やみを分けた、創造の第一日目を思い起こしたであろう。

　ドオオオン!!

　煉獄シエオルの大地が鳴動した。

　シオンを追って来た天使ばかりか、その後方にいた天使も妖術師も光に吞のまれ、光の球とともに彼方かなたへと押しやられる。球の直ちよく撃げきを受けなかった者たちも、呪力の余よ波はで地面に叩たたき付けられていた。

　地面に手をつき、光の球の行方ゆくえを目で追うファティマは蒼そう白はくになった。

「何てことを──」

　彼女は立ち上がるや否いなや、

　パン！

　シオンの頰ほおを平手で叩いた。シオンに抱かれているクリストフが目を丸くした。シオンは避よけようと思えば避けられたのだが、敢あえてファティマの平手を受けた。叱しかられて当然のことをしたのだ。

「あなたは、自分が何をしたのかわかってるの！」

　ファティマの眦まなじりに、うっすらと涙が滲にじんでいた。それは怒いかりのためではなく、愛まな弟で子しの神をも恐おそれぬ暴挙を悲ひ嘆たんしたためだった。

「わかってます」

　悪わる怯びれた様子をいささかも見せず、シオンはファティマを見つめ返す。

「何がわかっているの！　あなたが地面に叩き付けたのは、天使よ！　神の御み使つかいなのよ！」

「天使だからって、容よう赦しやするつもりはありません!!」

　シオンの思わぬ返答にファティマは啞あ然ぜんとした。今まで彼がこのような物言いをしたことはなかった。いつでも素す直なおに自分の言うことに従い、逆らったことなど一度としてなかったのだ。

「僕は言ったはずだ！　あなたを絶対に連れて戻るって！」

　シオンの空色の瞳が雄お々おしい光を放ち、気け圧おされたファティマは継つぐ言葉が見つからない。

「あなたを連れて帰るためなら、僕は天使にだって喧けん嘩かを売ります!!」

　シオンはファティマの手首をつかみ、有う無むを言わさず走り始めた。ファティマは手を離はなそうとしたが、シオンの掌てのひらは彼女の手首から離れなかった。

「離しなさい！　天使に懺ざん悔げしなければいけないわ」

「嫌いやです」

「許しを請こえば、地獄ゲヘナ行きは免まぬかれるかもしれないわ」

「でもその代わり、あなたが煉獄シエオルに留とどめ置かれる」

「仕方ないでしょ。天使をふっ飛ばして逃にげるなんて大それた真似まねして、ただで済むわけないじゃない」

　真っ直ぐ前を向いて走っていたシオンが、ファティマの方を向いた。厳しいほどに真しん剣けんな眼まな差ざしがファティマを捉とらえる。
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「ただで済まないなら、僕が地獄ゲヘナへ行きます」

「シオン……」

　ファティマの胸が熱くなった。それ以上何も言えなかった。

（ここまで覚かく悟ごを決めて、迎むかえに来てくれたのに……私は……）

　先さき程ほどまで、煉獄シエオルに居ることで罪が償つぐなえるならここに残ろうと思っていた。しかし、悪魔も天使も、地獄ゲヘナさえも恐れないシオンの決意を知って、ファティマは自分の甘えに気付いた。

（私、煉獄シエオルに居る方が楽だって、思ってたんだわ）

　煉獄シエオルでの暮らしは淋さびしいだろうが、悪魔に狙ねらわれる必要はなくなる。おおよその記き憶おくが戻った今、どこにいても罪の意識に苛さいなまれるなら、天使に守られている方が楽だと、そう考えていたのだ。

（諦あきらめたらだめよ。せっかく現世に生まれさせてもらったんだもの。ファティマとして生きて、やれるだけのことをやらなくちゃ）

　シオンに手を引かれるままに走っていたファティマだったが、彼女は自分の足で走り始める。

（甘えてはいけない。守られることを期待していては、罪の償いにはならないわ。たとえ一人になっても、戦い続けなくちゃ）

　風のように走るシオンにファティマは声をかけた。

「天使に謝るのは後回しにしましょ。天命を全まつとうして、本当に死んでからでも遅おそくないわ。人間の寿じゆ命みようなんて、天使にとってはあっという間だもの」

　険けわしかったシオンの表情が和やわらぎ、優やさしく、そして少し頼たのもしい笑みが浮かんだ。

「そうします」







　間もなくレテ川の黒い川かわ面もが見えてきた。岸辺に泊とめた小こ舟ぶねに、黒いフードを目ま深ぶかに被かぶったカロンが、長い櫂かいを杖つえのようについて立っていた。

「カロン、舟を出して！」

　ファティマは叫さけんだ。

「おお、我が主あるじ」

　渡わたし守もりの老人は顔を上げ、フードの下から驚おどろいた顔をファティマに向ける。煉獄シエオルの主と、混沌の魂たましいを持つ少年が幼子を抱だいてこちらへ駆かけていた。

「ですが……」

　舟は現世から煉獄シエオルへ死者の魂を送るためにあるのであって、煉獄シエオルから現世側の岸に戻る時に魂を乗せたことはない。

「無理を言っているのは承知よ。この子は、妖よう術じゆつ師しの手で、生きているのに煉獄シエオルに来させられちゃったの。お願い、この子を現世に連れて帰りたいの」

　岸辺に辿たどり着くや否や、ファティマはクリストフを抱いたシオンを舟に乗せた。

　シオンが放った光の球の直ちよく撃げきを受けなかった者たちが、レテ川を目指して走って来た。その後ろには白銀の大きな翼つばさを広げた煉獄シエオルの監かん視し役の姿もある。

　大いなる深しん淵えんの鍵かぎとして、自分よりも先に煉獄シエオルに留め置かれた女の身上を知っている老人は、禁きん忌きを犯おかす決意をする。

「──よろしゅうございます。あなた様の頼みとあらば」

　カロンは、ファティマが舟に乗り込むと、急いで漕こぎ出した。

　突とつ然ぜん、ファティマの首に何かが巻き付き、グイと後方に引き寄せられた。ファティマの短い叫びに、シオンとカロンが振ふり返った。すでに、ファティマの体は半分以上も船ふな縁べりからはみ出し、彼女は首に巻き付いたものを剝はがそうともがいていた。

「ファティマ！」

　シオンは手を伸のばしたが間に合わなかった。

　常に静かだったレテ川に、恐おそろしい水音が鳴った。

「──ファティマ！」

　シオンは急いで船縁に手をつき、黒い水みな面もにファティマの姿を捜さがす。シオンの全身にゾッと鳥とり肌はだが立った。黒い水面には、大きな波は紋もんが残っているだけで、ファティマの姿はない。

「おお、何ということか……我が主よ……」

　舟を漕ぐことも忘れ、カロンは呆ぼう然ぜんとレテ川の水面を見つめる。

「──おじいさん。この川はどこへ続いているの？」

　シオンは震ふるえる手を握にぎり締しめて、硬かたい声で尋たずねる。

「儂わしにもわかりませぬ。果てはなく、底なしの川だと聞いております。が、おそらくは異界、他の地獄へと通じておるのではないでしょうか」

　シオンは、消えゆく波紋をしばらく見つめ、やがて一人頷うなずく。

「おじいさん、舟を現世へやってください」

　渡し守は、何かを問いかけようとしたが、

「……承知した」

　と、静かに舟を漕ぎ出す。

「お姉ちゃまは？」

　不安げな表情で見上げるクリストフを、シオンは抱き寄せ、

「大丈夫。君は心配しなくていいよ」

　幼子が安心するよう、無理に笑みをつくった。

　シオンには、ファティマが自分に何を望んでいるのか、自分がそれにどう応こたえるべきか、よくわかっていた。







　５　夜明けに昇のぼる星




　凍こごえるほどに冷たい水だった。深く、暗く、どこまでも沈しずんでいく。水流は穏おだやかだが、それでも僅わずかに流されているようだった。

　ファティマは首に巻き付いた縄なわに指をかけ、緩ゆるめようと試こころみていた。しかし、呪しゆのかかった縄は容易に外すことができない。

　喉のどにかかる圧あつ迫ぱく感かんは生身の体の時とあまり変わらないが、呼吸が必要ない身であるためか息苦しさは感じなかった。

（まあ、窒ちつ息そくや溺でき死しの心配はないけど、逃にげられないのは困っちゃうわね）

　ファティマは、前方に視線を移す。そこには、自分と同じくレテ川に漂ただよう革かわの外がい套とうの男がいた。ファティマを追ってきた妖術師たちの頭目である。ファティマの首に巻き付いた縄は、結び目から長く伸び、その端はしを外套の男が持っていた。

　レテ川に飛び込むという、前代未聞の偉い業ぎようを成し遂とげた妖術師は、やや緊きん張ちようした顔に薄うすい笑みを張り付けていた。

「信じられないわね。何も一いつ緒しよに飛び込むことないのに。何考えてんの？」

「決まっている。あんたに大いなる深淵の扉とびらを開けさせることさ」

　男の笑みが、単なる虚きよ勢せいでないことにファティマは驚く。

「もしかして、あなた、大いなる深淵まで私を連れて行くつもりで……」

「でなけりゃ、何を好き好んで、こんな冷たい川に飛び込むか」

　男の返答に、ファティマは息を吞のむ。

「──この川は、大いなる深淵に通じているの？」

「直接つながっているのかどうかは、俺も知らねえ。だが、行き方は知っている」

　レテ川は果てもなく底もない。つまり、異なる階層の狭はざ間まにあることを意味する。川面が現世と煉獄シエオルとの境ならば、川底や遥はるか上流または下流に、他の地獄との出入り口があることも考えられる。

「あなた、最初からレテ川に私を落とすつもりだったの？」

「まあな。俺たちはあんたらの言う痕シユプールとかいうもんが見えねえから、あんたを見つけるのに手間どっちまった。金髪の坊ぼうやにはしてやられるし、天使は来るしで散々だったが、大方予定通りだ」

「……最後の最後で、油断しちゃったわね」

　ファティマは苦い声で呟つぶやいた。

　しばらくの間、流れに乗って水中を漂っていた二人だったが、ふと水流の速度と向きが変わった。前方に流れる水はそれまで通りだが、ファティマの右手方向に、ほんの僅わずか速度を増した水が逸それて行く。

「こっちだ」

　妖術師は縄を引いた。男は大して力を加えたようにも見えなかったが、ファティマは象ぞうにでも引きずられているように思えた。

　縄を伝ってきた呪じゆ力りよくから、ファティマは男が並の妖術師ではないことを知る。大いなる深淵の扉を開けるという大事を一任されるほどの使い手なのだ。最初の戦いで、早々にこの縄を使わなかったのは、自分が呪じゆ符ふを使い切るのを待ち、シオンが自分の援えん護ごよりもクリストフの救出を優先せざるを得ない状じよう況きようになるのを待っていたのだろう。

（手て強ごわいわね）

　ファティマは、どうしても外れない首の縄に手をやった。

　男は、流れの速い方に向かってファティマを引いて行く。周囲は相変わらず闇に閉とざされていたが、前方から邪じや悪あくな圧力がひしひしと迫せまっていた。

　流れは次し第だいに速さを増した。ファティマは水が下降していることに気付く。下へ下へとファティマは急流を流されて行った。

「結界を張るぜ。大人しくしていろよ」

　男は振ふり返り、縄へ送った呪でファティマの周囲に簡単な障しよう壁へきを作る。悪魔から分け与あたえられた呪は邪気を放ち、それに囲まれたファティマは軽い吐はき気を感じた。

「お気き遣づかい感謝するわ。でも結構よ。結界ぐらい自分で張れるわ」

　ファティマは遠回しに抗こう議ぎしたが、

「落っこちた拍ひよう子しに、縄なわ抜ぬけされちゃかなわんからな」

　男の気遣いは、ファティマの怪け我がではなく逃とう亡ぼうの方だった。

　流れは益ます々ます速くなった。まるで滝たきを墜おちているようだった。水の圧力は凄すさまじく、確かに結界がなかったらとっくにファティマの魂たましいは光の粒つぶとなって水の中に散ってしまったに違ちがいない。

　気が遠くなるほどの長い時間が過ぎた。それでも果てしなくどこまでも墜ちて行く。

　突とつ然ぜん、ドーンと重い衝しよう撃げきが体を叩たたいた。

　一いつ瞬しゆんファティマは視覚も聴ちよう覚かくも触しよつ覚かくさえも失い、慌あわてて自分の意識をつなぐ。

　自分はまだ水の中にいた。流れは少し弱まり、辺りを包む気配から、そこが広い湖のような場所に感じられた。しかし頭上から加えられる水圧は異常に高い。おそらく滝たき壺つぼに墜ちたのだろう。

　ファティマの首に巻き付いた縄が引かれた。見ると、革の外套の妖よう術じゆつ師しが、流れに逆らい上へ向かって泳いでいた。ファティマは引かれるままに男に付いて行く。

　水面に顔を出した。滝の落ちる轟ごう音おんが耳を打つ。一筋の光もない全まつたくの闇だったが、視えないものを視るファティマには、すぐ側そばに巨きよ大だいな岩がん壁ぺきがあり、岩壁と湖の間に水の浸しん食しよくによってできた狭せまい岩いわ棚だなが波に見え隠かくれしていることがわかる。

「無事だったようだな」

　先に岩棚に上がっていた男が、縄を引いた。縄は生き物のようにくねってファティマを水から引き上げ、半ば水すい没ぼつした岩棚に着地させる。

　男は、ファティマを包んでいた結界を解いた。同時に猛もう烈れつな邪気がファティマの顔を叩く。この場に満ちる邪気に比べたら妖術師の邪気など可愛かわいらしいものだった。

　憤ふん怒ぬを中ちゆう核かくに、憎にくしみや妬ねたみがドロドロと渦うずを巻いている。

　ファティマは、悪お寒かんと吐き気に襲おそわれた。同時に胸が潰つぶれるほどの哀かなしみが襲う。

（これは……堕だ天てん使しの思い……）

　この邪気は、大いなる深しん淵えんから漏もれ出しているのだった。そして、邪気の奥底に流れているのは、切ないほどの光への憧あこがれ──。

　かつては聖なる輝かがやきに満ちた天界で神に仕え、世界の創造の一いつ端たんを担になった天使たちが、一筋の光も差さないこの地下の牢ろう獄ごくに封ふうじられたのだ。彼らの嘆なげき、光への餓うえ、そして失ってしまった栄光への未み練れんが長きに亘わたって紡つむがれ、これほどの邪気にまで成長したのだろう。

（これも、私が犯おかした罪の結果なんだわ……）

　ファティマは、呆ぼう然ぜんと自分を苛さいなむ邪気に身を晒さらす。

「行くぜ」

　乱暴に縄なわを引かれ、ファティマはよろめいた。そのまま、操あやつり人形のように力無く歩を進める。寄せては返す波が狭い岩棚を打ち、ファティマは足首まで水に浸つかりながら歩いた。

　いつの間にか地下の湖から外れ、乾かわいた地面を歩いていた。濡ぬれていた髪かみも服も乾きかけていたが、ファティマはそれすら気付かなかった。

「ここだ」

　声をかけられて、ファティマは顔を上げた。精せい彩さいを欠いていた顔に、少しずつ感情が戻もどってくる。

「……大いなる深淵の扉」

　何度も夢に見た、巨大な石の扉。両りよう脇わきに焚たかれていたはずの篝かがり火びは消え、扉に描えがかれている文字も紋もん様ようも今は見えない。しかし、ファティマはそこに何が描かいてあるか知っている。

　──救いと栄光と力とは神のものであり、その裁きは真実で正しきものなり。

「どうしてここに……、ケルベロスは？」

　ファティマは、背後の妖術師を振り返った。かつて、この扉を閉めるためにミカエルに手を引かれてここを訪おとずれた時、通路の入り口には、三つの頭を持つ巨大な犬が見張りを務めていた。

「さすがにこの俺だって、あの犬を手なずけるのは無理さ。あの犬の尻しりをどかさずにここへ来る唯ゆい一いつの方法が、レテ川下りなんだとよ」

　男も興奮に目をぎらつかせ、扉をしげしげと眺ながめている。

「レテ川は、堕天使には渡れねえ。あの滝だって、普ふ通つうのやつらじゃ無事に下りきるのは無理だろ。そこんとこが天使どもの盲もう点てんだったってことだな」

　男は、縄を引いた。呪が伝わり、ファティマは自分の意思とは無関係に一歩前に進み出る。

「さ、扉を開けな。天使どもに気付かれねえうちにさっさとやっちまうんだ」

　ファティマは扉を見つめた。中にいる堕天使のことを思う。

（私のせいで、この闇の世界に……）

　扉を通して漏れてくる怨えん嗟さにファティマは身をすくませる。これらすべての憤怒も憎ぞう悪おも、悲ひ哀あいも、そして失ったものへの憧どう憬けいも、自分が生み出したのだ。

　遥はるかな記き憶おくが蘇よみがえる。

　──反逆者を解き放つか否いなかは、お前の意思次第だ。

　感情を押し殺した、ミカエルの冷たい声。

　──自らの罪の重さを知れ。

　あの時に涙は流し尽つくした。堕天使の思いを背負うことが、自分に与あたえられた罰ばつなのだ。

（逃げたらだめだわ）

　ファティマは、妖術師をキッと睨にらむ。

「開けない。扉は絶対に開けない」

　確固たる口調で宣言する。

　周囲の邪じや気きが膨ふくれ上がった。扉の向こうにいる堕天使たちが、超ちよう常じよう的な力でファティマの声を聴きき、怒おこっているのだ。死し刑けい台を前にした罪人にも等しい恐きよう怖ふがファティマを襲う。

　それでも、ファティマは震ふるえる右手を握にぎり締しめ、

「開けないって決めて、──ここを閉めたんだもの」

　声を振ふり絞しぼった。

（ご免めんなさい。私には開けられない。あなたたちに申し訳ないって思いながら、開けないでいることが、私にできる唯一の償つぐないだから）

　奥歯を嚙かみしめ、ファティマは心の中で扉の向こうに語りかけた。

「大した度胸だな。さすが鍵かぎになるだけのことはある。だが、あんたがどう思おうと、あんたは扉を開けるのさ」

　男が鼻で笑った。

「え？」

　ファティマが問い返すよりも早く、男は縄を捻ひねった。男の呪じゆ力りよくが縄を通してファティマの首に伝わり、意思に反して右手が持ち上がる。

　ファティマは縄から流れ込む呪しゆを遮さえぎろうと、こちらから縄に呪をかけ、男の呪力を押し戻す。

「くっ」

　男は更さらに縄を捻る。妖術師の呪力は、大いなる深淵から漏もれる邪気により更に力を増していた。男の力と自らの力がせめぎ合って、首に巻かれた縄が熱を持ち、ボゥと光を放った。ファティマの右手がガタガタと震える。

（精せい霊れいが使えれば、こんなやつ──）

　ファティマは唇くちびるを嚙む。力ちから業わざだけでは、悪魔と契けい約やくした妖術師にはかなわない。ファティマは、力を振り絞って抵てい抗こうしたが、右手は大いなる深淵の扉にかかってしまった。

（こうなったら──）

　ファティマは右手の手首に巻いてある、飾かざり紐ひもに目をやった。

「縛ばく！」

　ガタガタと震えていた手が、ぴたりと動きを止めた。

「何？」

　妖術師は目を剝むいた。男は何度か縄に呪じゆ力りよくを込こめたが、ファティマの右手は微び動どうだにしなかった。

「残念ね。こっちの飾り紐の方が、あなたの縄なわより優すぐれ物だったみたいよ」

　ファティマは強こわばった笑えみを浮うかべた。男の操そう術じゆつを止めたのは、煉獄シエオルに来る前、ヨハンナからもらった飾り紐である。蜘蛛くもの妖よう霊れいが吐はく糸を用もちい、呪言を編み込んだ秘伝の縛術であった。万一、大いなる深淵の扉を開けさせられそうになった時のことを考え、右手に巻いておいたのだ。しかし、右みぎ利ききのファティマは、右手を封ふうじてしまったら短剣を操ることも、大きな呪術を使うことも不可能になる。できればこの飾り紐は使いたくなかった。

「まさか、本当に使わなきゃならないなんてね」

　ファティマの右手は、青黒く変色し始めていた。男の呪力と飾り紐に込められたヨハンナの呪がファティマの右手に溜たまり、万まん力りきで締め付けられているような痛みを与えていた。

「呪を解け。手が二度と使い物にならなくなってもいいのか」

　男は呪の圧力を上げた。金かな槌づちで打たれたような痛みがファティマの右手に走る。

「いやよ。手の一本や二本……扉を開けるくらいなら……」

　ファティマの黄金の瞳が、苦しげに歪ゆがんだ。

「しぶといアマだな！　これならどうだ！」

　男は縄を大きく一ひと振ふりした。

「キャアッ！」

　ファティマは襲おそってきた激痛に悲鳴を上げて仰のけ反ぞった。

「呪を解いて、扉を開けろ。でなけりゃ次の一振りで、あんたの右手はもげちまうぜ」

　男は恫どう喝かつした。ただの脅おどしでないことはファティマにもわかる。今度男が力を加えたら、右手は砕くだけてしまうだろう。

「……やってみなさいよ。そうしたら大いなる深淵の扉は開かないわ」

　苦悶の表情に笑みを混ぜるファティマに、男の眉まゆが吊つり上がった。

「こうなったら、切り落としてやる」

　男が新たな呪を唱え始めた時、

「待て！」

　左の通路の奥に白く輝かがやく翼つばさの輝きが点ともる。

「畜ちく生しよう──」

　妖よう術じゆつ師しは手にしていた縄を離はなし、ダッと駆かけ出した。通路から姿を現したのは、三人の天使だった。そのうち二人が、逃げた妖術師を追い、一人が大いなる深淵の前に立ち尽くすファティマの前に舞まい降りる。

「御ご無ぶ事じか」

　その天使は、淡あわい紫むらさきの髪をしていた。同じ色の瞳が懐なつかしげに、そしていたわしげにファティマを覗のぞき込む。

「ウリエル様……」

　グランディエと今は山羊頭と名乗るサリエルと一いつ緒しよに、エデンを守護していた天使だった。ウリエルはファティマの首に巻かれた縄を外すと、

「お逃にげなさい」

　ささやくように言った。

「え？」

「この場は私が何とかする。お逃げなさい。あちらの洞ほら穴あなを真まっ直すぐに行けば、湖に出られる。流れに沿って下ればレテ川に戻る。流れが急だから気を付けて」

「それでは、あなたが罰ばつを受けてしまうのでは」

　ファティマは逡しゆん巡じゆんしたが、

「あなたには現世で人として暮らしてほしい。それが私たち三人の望みだ。現世に戻ったら、あの二人によろしく伝えてくれ」

　ウリエルの言葉にファティマは頷うなずいた。二人とはグランディエ、山羊頭のことだ。自分のために天界を追放され、地獄ハデスの業ごう火かに焼かれ、それでも尚なお、守ってくれる彼らに自分は報むくいなければならない。

　ファティマは、「感謝します」と言い置いて、闇の通路を駆け出した。

　ウリエルの言う通り、間もなく通路を囲んでいた岩がん壁ぺきの右側が一いつ旦たん途と切ぎれ、湖が見えてきた。洞穴はそのまま岩の中を真っ直ぐに続いているが、ファティマは湖の方に向かった。

　滝たきの音が近くで響ひびいていた。ここへ来る時に上がった岸辺とそれほど離れてはいないようだ。

　ファティマは、湖に飛び込んだ。

　湖の流れは穏おだやかだった。しばらくの間、ファティマは流れに身を任まかせてゆっくりと漂ただよう。

　色々な思いが頭の隅すみをよぎった。

　エデンのこと、アダムのこと、暗い海に身を投じたこと、グランディエが翼を折った時のこと。そして大いなる深しん淵えんの鍵になったこと──。

　大方の記き憶おくは戻ったが、一つだけ思い出せないことがあった。

　止めるアダムを振ふり切って、エデンから逃げ、自ら命を絶った理由である。

（エデンで、私は何をしたの？　天界の戦争を招くほどの出来事って、何だったのかしら）

　ふと、何の脈みやく絡らくもなく、

　──愛シテ。

　と、ささやく声が脳のう裏りを掠かすめる。

　あれは幼い頃、尼に僧そう院の庭で視みた美しい光の結けつ晶しよう。ヨハンナが教えてくれた。『恐おそろしくて、憐あわれなモノ』だと。

（何で、今頃……）

　そんなことを思い出すのだろうと訝いぶかっていた時、

　ゴーッ！

　突とつ然ぜんの轟ごう音おんと共に流れが急になった。湖の水が、どこか狭せまい場所に吸い込まれているようだった。激しい流れにファティマは翻ほん弄ろうされた。

　結界を張ろうとしたが、その途と端たん、右手は激痛に襲おそわれた。

　妖術師が縄なわを使ってかけた呪と、ヨハンナにもらった飾かざり紐ひもの縛ばく呪じゆが右手に溜たまり、壊え死しさせていたのだ。首の縄はウリエルに外され、飾り紐の縛呪も解いてあったが、右手は未いまだ回復していなかった。

（呪が使えない！）

　左手では大した術は使えない。試ためしに左手で結界を紡つむいでみたが、この急流を乗り切るだけの強度はなさそうだった。

　水が渦うずを巻いた。竜たつ巻まきのように上へと昇のぼって行く。

　腕うでが、脚あしが、頭が、引きちぎられそうな痛みを訴うつたえる。

（死んだりはしないと思うけど……っ）

　人の魂たましいは滅ほろびない。だが、強いダメージを受ければ魂は光の粒つぶとなって一いつ旦たんは散る。散った魂はやがて凝ぎよう結けつして再び人の姿に戻るが、それは現世や煉獄シエオルでの話である。この渦の中にあっては、一旦散ってしまえば、そのまま水に揉もまれて凝結しないだろう。この川は階層の異なる地獄の狭はざ間まを流れている。魂が異界に散ってしまったら、もう人には戻れない。

（何とか、レテ川まで結界が保もってくれればいいんだけど）

　ファティマは、頼たよりない結界に呪力を送る。しかし、水の竜巻は結界を捻ねじり上げ、やがてパシッと硬かたい音を立てて結界が砕けてしまった。

「キャアッ」

　全身を襲う激痛と共に、ファティマは自分の体が光の粒となって水の中に散って行くのを感じた。







　──リリス。

　かけられた声を、ファティマは水すい晶しようの鈴すずの音のようだと思った。

　少しずつ触しよつ覚かくが戻り、ファティマは自分がまだ冷たい水の中にいることを知る。あの竜巻から逃のがれ、どこか穏やかな場所に流れ着いたのだろうか、水はほとんど動いていない。

　──リリス。

　ファティマは目を開けた。

　目の前にいる天使を視て、ファティマは口を押さえた。喉のどから、絶ぜつ叫きようが迸ほとばしりそうだった。

　髪かみも肌はだも、その瞳ひとみさえも美しく透とう明めいに輝かがやく光。そして背には燃える星のような十二枚の翼つばさ。

　ファティマはその姿を視た瞬しゆん間かんに、彼の名を思い出していた。

「……ルシファー……」

　かつて神に最も愛され、明けの明みよう星じようと謳うたわれた天界の総そう帥すい。悪あく魔まが妖術師が天使さえもが、御み子こと呼ぶ、美しい曙あけぼのの化け身しん。

　今は神に反逆し、大いなる深淵に封ふうじられた地獄の盟主。その彼が今、ファティマの前にいた。

　──気が付いたか。

　金こん剛ごう石せきの瞳に心配げな表情を残し、ルシファーは安あん堵どの笑みを浮かべた。

　──無事でよかった。

　彼の瞳から目を離はなせないまま、ファティマは喉のど元もとに熱く苦いものがこみ上げて来るのを感じた。恐きよう怖ふと憎ぞう悪おとが入り交じった激しい感情が彼女の心を揺ゆさぶっていた。

　輝かしいエデン、百合ゆりの園その、そして泣きながら荒こう野やを歩く自分。様々な映像が断だん片ぺん的に彼女の脳裏を巡めぐる。

「……なぜ、ここに？　あなたは大いなる深淵に封じられているはず……」

　掠かすれた声で、ファティマはようやく尋たずねた。

　──これは、私の幻まぼろしだ。

「幻……？」

　ルシファーの姿形は、ファティマの知っている彼と寸すん分ぶん違たがわない。しかしよく見れば、眩まぶしいほどに鮮あざやかな光を放っていた翼や瞳が、今は朧おぼろに滲にじんでいる。

　──さすがに、大いなる深淵からは出られない。だから声と姿だけを届けている。

　目の前の彼が現実のルシファーではないと知り、ファティマは少しだけ冷静さを取り戻した。

「では、ここは……？」

　ファティマは周囲を見み渡わたした。辺りは闇やみに沈しずむ穏やかな水に満ちている。

　──異界の狭間を巡る水の中だ。

　レテ川へ戻る途と中ちゆう、結界が壊れて竜巻に吞のまれたことをファティマは思い出す。

「もしかして、……私を助けてくれたの？」

　──異界の狭間を散って行くお前を知ってここに集めた。扉の中からでも、この程度のことはできる。

　ファティマは戦せん慄りつした。創造主の創り給たもうた闇の牢ろう獄ごくの中から、散り散りになった魂の欠片かけらを集められるほどルシファーの力は強大なのだ。

「私に、大いなる深淵の扉を開けさせるために？」

　言いながら、ファティマは右手の飾り紐を確かめた。青黒く腫はれた手首に、飾り紐はまだしっかりと巻き付いている。ルシファーが呪力を発揮して、自分に大いなる深淵の扉を開けさせようとするなら、再びこの飾り紐の力を解放させるつもりだった。

　ファティマの問いは、彼をひどく打ちのめしたようだった。

　──そう思うのも……無理のないことだな。

　金剛石の瞳に切なく哀かなしい光が宿っていた。

「違うの？」

　確かに、散った魂を集めるほどの力があるなら、自分が意識を取り戻す前に扉を開けさせてしまえばいい。しかし、彼はそうしなかった。

「なら、なぜ私を助けたの？」

　──私は……。

　ルシファーは言いかけて止やめた。代わりに、美しい光の手がファティマの頰ほおに伸のびる。ファティマは手から逃れようとしたが、言いしれぬ恐怖がファティマを搦からめ捕とり、彼女に身動きを許さなかった。

　光の指がファティマの頰に触ふれる。しかし、幻の指はファティマに何の感かん触しよくも与あたえず、ただ彼女の肌を通り抜ぬけただけだった。

　ルシファーの瞳に、胸が痛くなるほど哀しい光が点ともる。

　その時ファティマは聞こえない声を聴きいた。幻の指が、溢あふれる彼の想おもいをファティマに伝えたのだ。

　──会イタカッタ。ズット……。狂くるオシイホドニ……。

　ファティマは驚きよう愕がくする。同時に、彼の姿を視みた時から胸に渦うず巻まいていた激しい感情が一気に膨ふくれ上がった。

「なぜ？　何なの……いったいどういうこと!?」

　記憶が波のように押し寄せてきた。
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　百合を摘つんでいたリリスは、自分を見つめる視線に気付いて顔を上げた。百合園の外の小こ径みちに、大小合わせて十二枚もの翼つばさを持った見知らぬ天使が立っていた。
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　エデンには三人の守護天使がいて、常に自分たちを見守っている。彼らも美しい天使だったが、そこに立つ見知らぬ天使の神こう々ごうしい美しさには到とう底てい及およばなかった。

　明るく暖かい光に満ちたエデンの青空の下にあってさえ、その天使の放つ輝かがやきにはかなわなかった。瑞みず々みずしい葉を茂しげらせ艶つややかな果実を実らせる周囲の樹き々ぎも、彼の前では色いろ褪あせて見えるほどであった。

　その天使は、金剛石の瞳に穏おだやかな光をたたえ、磨みがかれた紅長石のような唇くちびるは僅わずかに笑んでいた。

　見つめられて少しはにかみ、

「あなたは？」

　リリスは尋たずねた。

「ルシファーと言う」

　彼の声を、リリスは水すい晶しようの鈴すずのような音だと思った。決して甲かん高だかいわけではなく、澄すんだ、心に響ひびく声だったのである。

「では、あなたは、曙あけぼのの御み子こ──」

　天使長を務める熾し天てん使しの名を聞き、リリスは手にしていた百合を置き、居住まいを正そうとした。

「よい。邪じや魔まをするつもりはなかったのだ。百合を摘まねばならないのであろう？」

「はい。ガブリエル様に頼たのまれて」

「手伝ってやろう」

　リリスは「そんな」と辞退したが、ルシファーは百合園に入り、百合の花弁よりも白く輝く手で、花を手た折おった。

　天使長ともあろう方が、百合を摘むなど信じられないことだった。第一、供も連れずに一人でここを訪おとずれるなんてどうしたのだろうと、リリスは花を摘む曙の御子の横顔を見る。

「良い香かおりだ」

　腕に抱かかえるほど百合を摘むと、ルシファーはリリスに手て渡わたした。しばし彼の瞳がリリスの瞳を覗のぞき込む。

「何か……？」

　訝いぶかるリリスに、ルシファーは微笑ほほえむ。

「美しい瞳だ」

　金剛石の瞳の持ち主に褒ほめられても、あまり褒められた気がしない。そんなリリスの心の呟つぶやきを悟さとったのか、ルシファーはクスクスと笑った。

「邪魔をしたな。また訪れてもよいか？」

　彼は燃える星のように輝かしい翼を羽ばたかせ、エデンの青空に飛んで行った。

　ルシファーは言葉通り、度たび々たびエデンを訪れた。アダムが居る時も居ない時もあった。

　天使長としての政務は多た忙ぼうを極きわめるらしく、訪れても二言三言言葉を交かわすだけで、すぐに去って行った。

「ここは心ここ地ち良い」

　百合ゆり園の傍かたわらで、風にそよぐ白い花を見つめながら、いつも彼は言った。

「お前は、神に創つくられて幸せか？」

　と尋ねたこともあった。

「もちろん。私は感謝しております。人として生まれたことに」

　リリスが笑って答えると、「そうか」と彼も嬉うれしそうに笑った。

　ルシファーはアダムとも色々な話をした。多くはアダムが統すべる地上の動物のことだった。アダムがする様々な生き物の話を、彼は楽しそうに聞いていた。

　しかし、次し第だいにルシファーがアダムと話をするより、自分と話すことの方が多くなっていることにリリスは気付いた。そして、アダムが動物の世話のために、遠方に行っている時に、彼がエデンを訪れることが多くなっていることにも。

「アダムとのお話はつまらないのですか？」

　リリスは尋ねてみたが、

「いや、彼の話を聞くのは楽しい。ただ、お前と、この百合園にいるのが心地良いだけだ」

　ルシファーはそう言って笑った。

　頻ひん繁ぱんにルシファーがエデンを訪れることを、ミカエルは快こころよく思っていないようだった。

　いつも通り百合園で御子とリリスとが他愛のない話をしている時のことだった。

「御子、お捜さがしした。また、このような所にお出いでとは」

　感情を表に出さないミカエルが、珍めずらしく怒いかりを露あらわにしている。

「何度も申し上げたはずだ。ここはあなたが来るような場所ではない。銀河の運行に、星雲の管理。仕事は山さん積せきしているというのに。聞けば、恒こう星せい天の人事もまだ済ませておられぬ御ご様よう子す。早々に戻られよ」

　口調は静かだが、ミカエルからは殺気に近い雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

「お前に任せる」

　ルシファーはミカエルの怒りを軽く受け流した。

「天使長はあなただ」

「それも、お前に譲ゆずる」

「何を馬ば鹿かなこと──」

　握にぎり締しめたミカエルの拳こぶしが震ふるえていた。

「冗じよう談だんだ。戻るからそのように怒おこるな」

　ルシファーは笑って、リリスに「また来る」と微笑みかけると飛び立った。彼の後に続いてミカエルも翼を羽ばたかせたが、飛び立つ瞬しゆん間かん、ミカエルはリリスを振ふり返った。彼の群ぐん青じようの瞳に、憎ぞう悪おの光が宿っているのを見てリリスは身を竦すくませた。

　ミカエルの目を盗ぬすんで来るのだろう、以前ほど頻ひん繁ぱんではないが、それでもルシファーはやって来た。

　ある日、彼は、

「創造主は、なぜ食べたら死んでしまうような禁断の実を、わざと植えておくのだろうね」

　リリスに尋たずねた。

「まあ、先日小さな蛇へびが同じことを尋ねましたわ。蛇と言っても、どなたかの変へん化げですが」

「……ああ、あれか」

　ルシファーは悪戯いたずらがばれたように小さく笑った。

「で、お前は何と答えたのだ？　私はその蛇から伝言を聞きそびれてしまった」

「神は、私たちに選ぶ自由を与あたえてくださったのだと思います。このまま神の庇ひ護ごのもと永遠に安楽な暮らしを営むか。それとも、父なる創造主の手を離はなれて、自分の意思で自分の選んだ道を歩んで行くか」

　リリスは、小さな蛇に答えたことと同じことを言った。

「そうか」

　ルシファーは少し驚おどろいた顔をした。

「お前は知っているのか。禁断の実を食べると、一度は死んでしまうが──」

　彼は中ちゆう途とで言葉を止める。

「一度死んで、どうなるのですか？」

　リリスは問い返したが、

「何でもない。忘れてくれ」

　ルシファーは禁断の実について、それ以上のことは語らなかった。

　季節が巡めぐった。

　常に暖かく、また涼すずやかなエデンの季節は穏おだやかに過ぎる。

　それは、実りの時から、芽め吹ぶきの時へと移ろうとする頃ころだった。

　斜ななめに差し込む陽ひが白い花弁を朱しゆ色いろに染める百合園で、リリスはアダムに抱だかれていた。

『産めよ、増えよ、地に満ちよ』

　それは、神の意に添そう日常的な行こう為いだった。

　リリスはまだアダムの子を宿してはいなかったが、いずれすべての人間たちの母となるはずだった。それは喜びであり、誇ほこりであった。

　ルシファーが来ていたことにリリスが気付いたのは、荒あらい息がようやく収まり、アダムが彼女から離れた時だった。

「御み子こ……？」

　夫婦の契ちぎりを交わすところを見られても、リリスもアダムも恥はじなかった。三人のエデンの守護者も、いつも遠くから自分たちを見ていたし、子孫を地に満たすことは神から自分たちに与えられた役目の一つだったからだ。

「申し訳ありません。そこにいらっしゃると気付かなくて──」

　アダムは立ち上がって非礼を詫わびようとした。しかし、ルシファーは何も言わずに飛び立ってしまった。彼の瞳ひとみがひどく淋さびしい色に染まっていたことを、アダムもリリスも不思議に思った。

　翌日、ルシファーはいつになく早い時刻にエデンにやってきた。アダムはエデンの端はしにある草原へ、動物たちの見回りに行っていて、百合園にはリリスだけがいた。

「昨日は失礼をいたしました」

　リリスはいつも通りにルシファーを出で迎むかえた。彼は昨日と同じ淋しい瞳でリリスを見つめている。

「どうかしました？」

　ルシファーは、無言で百合園に足を踏ふみ入れるとリリスの前に立った。金こん剛ごう石せきの瞳が何か言いたげにリリスを見る。

「……？」

　なぜそのように淋しい顔をしているのかとリリスが問おうとした時、

「触ふれてもよいか？」

　ルシファーが尋ねた。リリスが答に困こん惑わくしている間に、磨みがかれた水すい晶しようのような彼の指がリリスの頰ほおに触れた。

　指は、リリスの瞼まぶたをなぞり、鼻筋を伝って、紅あかい熟うれた果実のような唇くちびるで止まった。

　そして、顎あごから首筋へと滑すべり、豊かな胸へと下りて行く。

「……柔やわらかいのだな」

　そのようなことを確かめたかったのかと、リリスは可笑おかしくなった。クスクスと笑いながら、

「アダムもそう言います」

　リリスが答えると、

「そうか」

　ルシファーも笑んだ。だが、瞳の色は淋しいままだった。

　それ以来、ルシファーの瞳は常に哀かなしい翳かげを宿すようになった。笑顔を見せることが少なくなった。以前も多くを語る方ではなかったが、更さらに口数が減った。

　何も語らず、ただじっと自分を見ているだけの時もある。

「リリス──」

　何かを言いかけて、止やめてしまうこともしばしばだった。

「どこか、お加減でも悪いのですか」

　リリスは尋ねた。

「いや。そうではない」

　彼は、静かに頭かぶりを振ふった。

「では、なぜそのように暗いお顔をなさっているのです？」

「……私にもわからない」

　ルシファーは唇を震ふるわせる。

「なぜ、このような想おもいに囚とらわれるのか……私にもわからないのだ」

「ルシファー様……」

　どのような言葉をかけたらよいのかリリスが困惑していると、動物の世話を終えたアダムが百合ゆり園に戻ってきた。

「お出いででしたか」

　爽さわやかに笑えんで挨あい拶さつする地上の王に、

「私は、お前でありたかった」

　ルシファーは呟つぶやくように言った。

「明けの明みよう星じようと謳うたわれる天使長が、何を仰おつしやるのです？」

　アダムは笑った。自分の立場を決して卑ひ下げしているわけではないが、創造主の使いを務める天使の方がより高次な存在である。

「何でもない。気にしないでくれ」

　彼は薄うすい笑みを浮うかべると、ザッと十二枚の翼つばさをはためかせて天へと飛び立って行った。

　それから、ルシファーはエデンを訪おとずれなくなった。

　天使長は多た忙ぼうを極きわめるので、息いき抜ぬきをする間もないのだろうとアダムは言った。

「お仕事もお忙いそがしい上に、天使たちを統とう率そつするのも大変なんだろう」

　アダムの話では、最近、ルシファー派の天使とミカエル派の天使が職務上の問題で頻ひん繁ぱんに衝しよう突とつしているということだった。いわゆる派は閥ばつ争いである。

「御子は神の寵ちよう愛あいを一身に受けておられる上、その力も数多あまたの天使の中で一番だ。だが、御自分のお心に素す直なおすぎる御子より、謹きん厳げん実直で道理を重んじるミカエル様の方が、天使長に相応ふさわしいと考えている天使も多いらしい」

「まあ、天界にもそのようなことがあるの？」

　群れをつくる動物が頭領の座を争うのはリリスも知っているが、あの崇すう高こうな天使たちにも啀いがみ合う心があるのだろうかと彼女は不思議に思う。

「周囲がどうあれ、当のお二人はとても仲がおよろしいから、大きな争いにはならないだろうが──」

　アダムは僅わずかに危き惧ぐしているようだった。

　不ふ穏おんな噂うわさは度たび々たび耳にしたが、エデンはいつもと変わりなく暖かな光に溢あふれ、リリスは平安な日々を過ごしていた。

　その日も、いつも通りアダムは動物たちの見回りに行っていた。

　リリスは百合園に座り、輝かがやく朝陽を眺ながめていた。

　神は創造の第一日に光と闇とを分けられ、光を昼、闇を夜と名付けたと聞くが、エデンに夜は来なかった。常に暖かい光が満ちていた。それでも一日の初めには、地平に揺蕩たゆたう陽が昇のぼり、たなびく雲を朱しゆに染めた。

　東の地平は白く眩まぶしく、中ほどの空は薄い朱に染まり、真上の空は抜ぬけるように青かった。その空を、数え切れないほどの天使たちが輝く翼を陽に染めて飛んでいた。

　天使たちは一様に大空の中心を目指している。いつも遠くから自分たちを見ている三人の守護者もこの時だけはエデンを離はなれる。すべての天使たちが礼拝のため、神の御前に参じるのだ。

　リリスは一人空を仰あおぐ。

　見慣れた光景だったが、天使たちの白銀の翼が朱に輝き、真っ青な空を舞まって行く様子は何度見ても見み飽あきることはなかった。

　ふと、リリスはいつの間にかアダムが百合園の中に立って自分を見下ろしていることに気付く。

「随ずい分ぶん早かったのね。何かあったの？」

　いつもより早く戻った夫を気き遣づかうリリスに、アダムは答えなかった。リリスは訝いぶかったが、陽を背にしたアダムの表情は逆光で見えない。

「どうしたの……」

　問おうとしたが、アダムの手が肩かたにかかり、リリスは群れ咲さく百合の中に押し倒たおされた。

「だめよ。百合が折れちゃうじゃない」

　夫の意を汲くんだリリスはクスクス笑い、いつも通り愛あい撫ぶを受け入れる。

　瞼まぶたに口付けられ、リリスは目を閉じた。唇くちびるは頰ほおを伝って耳に移り、縁ふちをなぞって行く。そして耳たぶを軽く嚙かむ。

　リリスは吐と息いきを漏もらした。

　唇が重ねられた。

　「……ん」

　リリスは夫の首に手を回し、自分に引き寄せる。

　彼の唇は微かすかに震ふるえていた。息づかいもいつもより荒あらかった。そのことを、リリスは急いで朝の日課を終え、自分のところへ駆かけ戻ってきたせいだろうと思っていた。

　アダムの唇は喉のどを滑すべり、胸へと這はって行った。リリスは耐たえきれずに小さな声を上げる。

　リリスはアダムの明るい褐かつ色しよくの髪かみに指を入れ、彼の頭を自分に押しつけた。指にからむ髪の感かん触しよくが、いつもと違ちがうように思えたが、絶え間なく襲おそう心ここ地ち良い刺し激げきがそのことを忘れさせた。

　──愛シテ。私ヲ愛シテクレ。

　触ふれる指先からも、唇からも、声にならない想いが伝わってきた。それは哀しく切ない願いだった。

「愛してるわ……アダム」

　目を閉じていたリリスには、その時彼がどのような表情をしたのかわからない。ただ、彼の想いが一層膨ふくれ上がったことだけを感じた。

　──私ヲ……私ヲ……愛シテホシイ……。

　なぜ、彼が今日に限ってそのような想いを抱いだくのか、リリスにはわからなかった。

　膝ひざを割って、彼の腰こしが侵しん入にゆうする。

　熱く、激しい抱ほう擁ようだった。

　波のように押し寄せる悦えつ楽らくが、彼の腕や背や肩が慣れ親しんだ男のものではないことに気付かせなかった。

　自分を抱く彼に不ふ審しんを抱いたのは、耳元で漏れた彼の吐息を聞いた時だった。

　微かな声が交じった吐息は、水すい晶しようの鈴すずのように透とう明めいな音だった。

　リリスは目を開ける。

　そこに、金こん剛ごう石せきの瞳ひとみが、夜明けに昇る星のような光を点ともして自分を見ていた。

「ルシファー様！」

　リリスは跳はね起きた。突つき飛ばすようにしてルシファーから離れる。

「リリス……」

　ルシファーの瞳に点る光はひどく哀しい色をしていた。

「な、何をなさって……今、私に……」

　彼から目を離せぬまま、リリスは両手を後ろにつき、乱れ咲く百合を倒して後ろににじる。

「すまない。あってはならぬことだと……わかっていた」

　美しい顔が、苦しそうに歪ゆがんでいた。

「……だが、止められなかったのだ。自分の心を」

　ルシファーが深い悔かい恨こんに苛さいなまれていることなど、リリスにはわからない。何も考えられず、ただ目の前の美しい天使から逃のがれなければならないと、本能的に察した。

　リリスはダッと立ち上がり百合園を駆け出た。

　背後でルシファーが何か叫んだように感じたが、聞こえなかった。

　リリスはそのままエデンを駆ける。どこへ行くのか自分にもわからない。熱い塊かたまりが胸の奥でドロドロと渦うず巻まいていたが、その感情が何なのかすら理解していなかった。

　丘おかを駆け下っている時、動物を見回るアダムに出会った。

「リリス」

　声をかけられ、リリスは息を吞のんで立ち止まった。

「どうしたんだ。何かあったのか」

　髪は乱れ、凄すさまじい形相で荒い息をつく妻の様子を訝いぶかり、アダムはリリスに向かって来る。

　リリスは再び走り出した。

　見られたくなかった。愛いとしい夫に見られることが、ひどく恐おそろしくて堪たまらなかった。

「待て、リリス！　どこへ行く！」

　アダムの声を振ふり切るように、リリスはひたすら駆けた。

　気付くと、そこは何もない荒あれ地だった。白く乾かわいた砂の大地には草木の一本もなく、乾いた風が吹ふきすさんでいた。

　リリスは当あて所どなく歩き続けた。

　恐ろしく、そして悲しかった。

　神はアダムの妻として自分を創つくった。なのに、アダム以外の者と契ちぎりを交かわしてしまった。アダムに申し訳ないと思う。ルシファーを憎にくいと思う。何よりリリスは、自分の愚おろかさが許せないと思っていた。

　アダムはいつも温かい瞳めで自分を見ていた。三人のエデンの守護者たちも同じ瞳で自分を見ていた。だから、ルシファーが同じように優やさしい瞳で自分を見ることに、何の不思議も感じていなかったのだ。

　赦ゆるしを請こうことはできなかった。アダムにも、神にも──。

　肩かたを落とし、リリスは荒れ地を歩き続けた。陽ひが傾かたむき、大地に点在する岩が白い砂に長い影かげを落とした。

　リリスは腹痛を感じた。痛みは間もなく引いた。しばらく歩くとまた痛み出した。痛みは、波のように襲っては引いて行く。それでもリリスは歩き続けたが、痛みは益ます々ます激しくなり、痛みが引いてからまた痛み出すまでの間かん隔かくが短くなってきた。

　耐えきれずにリリスは膝をついた。

　額に脂あぶら汗あせが浮ういた。

　体の上に、何か重い物がのし掛かかっているように感じられ、目の前が暗くなるほどの激痛が下腹を中心に全身に広がった。

　体を支えていられず、倒たおれるように砂に横たわった。

　食いしばった歯の間から苦鳴が漏もれた。細い指が砂をつかむ。

　リリスには、何が自分の身に起こっているのかわからない。アダムを裏切った罰ばつなのだろうと漠ばく然ぜんと思いながら、砂の上をのたうった。

　息が止まるほどの痛みが襲おそった。

　涙なみだで滲にじんだ視界に、光の結けつ晶しようが映った。

　それは、自分と同じ女の姿をしていた。女は大気を透すかして輝かがやいていた。

（私が産んだの？　あれは私の子なの？）

　激痛に身を反そらせるリリスの体から、女たちは産まれ続けた。

　数え切れないほどの光の結晶を産み、ようやくリリスは激痛から解放された。

　荒あらい息をつき、弛し緩かんした瞼まぶたをこじ開ける。

　何十人、何百人という光の女が自分を見下ろしていた。女たちは美しく哀かなしい笑えみを浮かべていた。

　──愛シテ。私ヲ愛シテ。

　女の心が聴きこえ、リリスは愕がく然ぜんとする。

（これは御み子この心……）

　下腹には産さん褥じよくの鈍にぶい痛みが残っていたが、リリスは肘ひじをついて半身を起こした。

「あなたたちは何なの？　私から産まれて、御子の声をして……」

　女たちは答えない。

　──愛シテ……。

　女たちは、リリスの言葉を理解していないようだった。ただひたすらに願っている。

　愛してほしいと──。

　輝く結晶は、哀しい色をしていた。その光は、御子の瞳に似ていた。

（御子と私の子……）

　人でもなく、天使でもない、アダムが統すべる地上の動物たちとも異なる。

　彼女たちは、神の御手に因よらない、忌いまわしき存在だった。

　呆ぼう然ぜんと我が子を見守るリリスの目の前で、信じられないことが起こった。

　光の女の一人が、両手を広げる。愛するものを迎むかえ入れるように。

　──愛シテ。

　女の姿が揺ゆらめいた。光が明めい滅めつし、手足が軟なん体たい動物のように蠢うごめいた。そして、女は透き通った羽を持つ小さな人を産んだ。小さな人は呼気から新たな風を生み出した。

　女は、大気と交わり風シルウのエス精トレを産んだのだ。

　そうしている間に、別の女が大地と交わった。女は、砂でできた人ひと形がたの生き物を産んだ。

　更さらに別の女が、その産まれたばかりの生き物と交わり、手足の生えた粘ねん土どの塊を産む。

　朱しゆに染まる夕陽の光と交わる女もいた。荒れ地に横たわる岩の影と交わる女もいた。

　おぞましい光景だった。

　女たちは何とでも交わり、至福に満ちた表情で、次々と異形のモノを産んでいった。

　彼女らは、ルシファーの霊れい力りよくを分け与あたえられ、産むことを定められたリリスの力を継ついでいたのだ。

「止やめて！」

　リリスは絶叫した。

「お願い！　そんなモノを産んで、神のお創りになったこの世界を汚けがさないで！」

　リリスの言葉を女たちは理解しない。彼女たちは様々なものと交わり、産みながら、少しずつ遠ざかって行った。

「待って！　どこへ行くの！」

　リリスは立ち上がり、我が子たちを追った。しかし、宙を舞まう光の女たちにリリスの手は届かない。リリスは、地の近くを漂ただよっていた女をつかもうとしたが、その指は光の結晶に触ふれることはできなかった。そうして、天使と人の間に産まれた忌まわしい女たちは、変わらず哀しい笑みを浮かべ、風の吹ふくままに漂い、一人、二人と地平の彼方かなたへ姿を消して行った。

　リリスは、力無く地面にくずおれた。黄金の瞳から涙がこぼれる。

（アダムの子を、人の子を産むために創られたのに、私は天使と契ちぎり、あのようなモノを産んでしまった──）

　荒れ地に身を伏ふせ、リリスは号ごう泣きゆうした。止めどなく落ちる涙が、白い砂に吸い込まれた。

　大地の果てにかかる陽が、白い砂を赤黒く染めた。

　やがて、その陽も落ち、空は朱から藍あいへと色を変えた。

　リリスは、立ち上がった。

　冷たい風が吹いていた。長い黒くろ髪かみを風になぶられるままに、彼女は冷たく乾かわいた荒れ地を歩き始めた。

　荒れ地は、砂から岩場へと変わっていた。ゴツゴツと尖とがった岩がリリスの足を傷つけ、白く細い足に血が滲んだ。それでも彼女は歩き続けた。

　いつの間にか、暗い海が眼下に広がっていた。岩を打つ波の音が、低く深く、獣けものの咆ほう哮こうのように轟とどろいていた。

　リリスは吸い寄せられるように岸がん壁ぺきに立った。
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　ファティマは、自分の頰ほおに涙が伝っていることに気付いて、慌あわてて拭ぬぐった。

　──思い出してしまったのか……。

　ルシファーは金こん剛ごう石せきの瞳を翳かげらせ、小さな吐と息いきをついた。

　──忘れていたのだろう？　エデンのことも、私のことも。

　ファティマは答えられなかった。胸に熱い塊かたまりがつかえていて声が出せなかった。

　──私が憎にくいか？

　彼は静かに尋たずねた。それは呟つぶやきに近く、わかりきっている答を敢あえて訊きくために声にしたようだった。

　ファティマは頭かぶりを振ふった。

　憎いと思った。

　自分を騙だまし、妖よう霊れいを産む化け物を孕はらませた。天界に戦争を起こし、エヴァを誘ゆう惑わくして禁断の実を食べさせた。

　しかし、すべての源は、アダムが自分に向ける感情と同じ想いを、ルシファーが抱いだいていたことに自分が全まつたく気付いていなかったことにある。そしてあの時のアダムがルシファーの変へん化げだと疑いもしなかった自分の愚おろかさにあるのだ。

　そのあげく、神から与えられた命を自ら絶ってしまった。自殺は大罪だと、今なら子どもでも知っている。

　エデンしか知らず、そこに人はアダムと自分しかいなかった。だから、人の心を読む技わざも、神の意を汲くむ賢かしこさも培つちかわれなかったのだと弁明するには、犯おかした罪は大きすぎた。

「いいえ……人が病に冒おかされたり、餓うえたりするのも……」

　ファティマは、喉のどにこみ上げてくる熱い塊を何度も吞のみ込み、声を振り絞しぼった。

「人が老いて死ぬのも、互たがいに憎み合って争うのも、悪魔や妖霊が人を脅おどかすのも、みんな……」

　ファティマの瞳から涙がこぼれ落ちた。言葉にしてあらためて思い知らされる。すべては自分が招まねいたことなのだと。

　──みんな、私が神に背そむいた結果だ。

　ファティマの言葉を継いでルシファーは言った。ファティマの涙の理由を知っているのか、彼は痛ましい表情で手を伸のばし、

　──泣くな。お前の罪ではないのだから。

　彼女の頰に伝う涙を拭おうとした。しかし、幻まぼろしの指はファティマの肌はだに触れられない。それでもルシファーは愛いとおしげにファティマの頰の輪りん郭かくをなぞる。

　──一度だけでよかった。……愛されたかった。

　彼の睫まつげが、微かすかに震ふるえていた。

　──偽いつわりの愛でもいいと思った。だからアダムのふりをした。……済まなかった。

　触れた指先から、彼の心がファティマに流れ込む。

　──本当ハ……私ダケヲ愛シテ欲シカッタ。

　金剛石の瞳に滲にじんだ光が溜たまった。

　──今デモ想イハ変ワラナイ。……愛シテル。

　耐たえきれないように、彼は瞳を伏せた。伏せられた瞼まぶたから流れ星のような光の粒つぶが落ちた。

　──片時モ忘レタコトハナカッタ。闇ニ堕おトサレテカラモズット……。

　ルシファーは両腕をファティマの背に回し、身を寄せた。幻の抱ほう擁ようは空むなしいだけと知りつつ、彼はファティマの髪に顔を埋うずめる。

　ファティマは応こたえる術すべを知らない。何かを言いたかったが、言葉にするには思いが積もりすぎていた。

　しばらくして彼はゆっくりと身を離はなした。

　──もう、触れることはできないのだな。たとえ、この牢ろう獄ごくから出たとしても、神の加護を失った身では、聖なるお前の魂たましいは眩まぶしすぎる。

　ルシファーの瞳は乾かわいていた。代わりに諦あきらめたような淋さびしい光が点ともっていた。

　──後こう悔かいはしないと覚かく悟ごを決めての謀む反ほんだったが、……愚おろかな未練だ。

「なぜ、戦争なんか始めたの？　何でエヴァに禁断の実を食べさせたの？」

　ファティマの問いに、御み子こは哀かなしげな薄うすい笑みで答えた。

　──お前に、会いたかったからだ。……それだけだ。

　ファティマが更さらに問おうとした時、

「ファティマ！」

　水みな底そこから呼ぶ声がした。

「シオン……？」

　──私が呼んだ。彼と共に現世へ戻るがいい。

　ルシファーの言葉に、ファティマは驚おどろく。

「本当に、私に扉を開けさせるつもりはなかったのね……」

　彼女の右手はまだ鈍にぶく疼うずき、呪しゆを使えるまでには回復していなかった。結界が張れなければあの竜たつ巻まきを昇のぼることはできない。ファティマを現世へ戻すために、ルシファーはシオンをこの場へ導いたのだ。

　御子は答えず、静かに笑んだ。

　幻の輝かがやきが少しずつ失うせ、御子の姿が朧おぼろに霞かすんで行った。

　──お前に会えて良かった。

　水すい晶しようの鈴すずのような透すき通る声を残して、光の御子は闇に溶とけた。







　６　報むくわれぬ告白




　寝しん室しつには、樹きの枝と根とが網あみの目のように張り巡めぐらされていた。それらの鋭するどい先せん端たんは一様に、白いローブをまとった美しい女呪じゆ術じゆつ師しキアラに向いていた。しかし、木ドウル精ダレスの枝も根も微び動どうだにせず、キアラを捕とらえようとしない。枝の一つに巻き付いた飾かざり紐ひもが、強大な力を誇ほこる黒シユヴアいルツヴ森アルトの化身を金かな縛しばりにしているのだった。

「その紐は……」

　ヨハンナは、木ドウル精ダレスを縛いましめる飾り紐を呆ぼう然ぜんと見つめた。自分が娘むすめだけに作り方を伝えた呪具である。ならば、この女は──。

　老ろう婆ばの脳のう裏りに、遠い日の記き憶おくが蘇よみがえる。

　彼女は、娘と婿むこと、赤子だった孫と、人目を忍しのぶように旅から旅へと流れていた。行く先々で魔女の疑いをかけられた。

　ある夜のこと、一冬を凌しのぐために住み着いた山奥の猟りよう師し小屋を里人が襲おそった。老婆は娘夫婦と赤子を先に逃にがし、自分は襲しゆう撃げき者を食い止めるために小屋に残った。襲い来る者とはいえ、彼女には人を殺あやめることができなかった。戦いは長引き、里人が引き上げた時には夜明けを迎むかえていた。老婆は家族の後を追ったが、見つからなかった。何年も捜さがし歩いた。しかし、娘夫婦と孫の消息はつかめなかった。

（追っ手に捕らえられ、処しよ刑けいされたのだろうと諦めておった……）

　勝ち誇ったように笑むキアラに、娘の面おも影かげを確かに見つけ、ヨハンナは乾いた唇くちびるを震わせた。

「……その飾り紐の編み方を、誰だれから教わりなされた」

「母からですわ。そんなことを訊きいてどうするの？」

「そなたの母の名は……もしやアネジュカと言うのでは？」

「まあ、母を御ご存ぞん知じなの。そう言えばあなたもプラハのお生まれでしたわね。使う呪が似ているのでやりにくいと思っておりましたのよ」

　キアラは嫣えん然ぜんと笑い、掌てのひらに炎えん蛇じやを産んだ。

「待たれよ！」

　ヨハンナの制止に耳を貸さず、キアラは炎蛇に動けない木ドウル精ダレスを襲わせた。炎ほのおが枝や根を包み、一いつ瞬しゆんのうちにゴウと燃え広がる。

　ヨハンナは水ウンのデイ精ーネを喚よび炎を消させながら、続いて新たな呪を唱える。

　ブツッ。

　人には聞こえない音を立てて、飾り紐が切れた。

　キアラが瞠どう目もくする。

　封ふうじられていた木ドウル精ダレスが動きを取り戻し、一気に枝を伸のばすと、狭せまい檻おりのようにキアラを包み込んだ。

「驚いたわ。その紐を切るなんて──」

　どのような怪かい力りきをもってしても、またいかなる呪を唱えようと、切れないはずの飾り紐である。編み方を知っている者以外には。

　ヨハンナは、肩かたで息をしていた。たるんだ瞼まぶたの下の、キアラと同じ翠みどりの瞳ひとみが潤うるんでいた。

「アネジュカは……わたくしの娘じゃ。……そなたは、この婆ばばの孫なのじゃ」

　振ふり絞しぼるようなヨハンナの声に、キアラの瞳が見開かれる。しかし、それは一瞬のことだった。

「それが、どうかしまして？」

　凍いてついた笑みを浮うかべ、キアラは言った。

「生き別れたお祖母ばあ様さまと、嬉うれし涙で再会を喜べるような心など、とうに無くしてしまいましたわ」

「アネジュカはどうした。我が娘は……」

「亡なくなりましたわ。命を助けた村人に、魔女だと罵ののしられ、首を落とされました。父も、幼い二人の妹も。──わたくしの目の前で」

　おお、と低く呻うめいてよろめく老婆に、キアラは冷たく言い放つ。

「ですから、わたくしは大いなる深しん淵えんの扉を開けたいのです。悪魔たちは、神の威い光こうを笠かさに着る者たちを滅ほろぼしてくれましょう。わたくしの望みを妨さまたげる者は許しませぬ。たとえ実のお祖母様であろうと」

「キアラ……」
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「命からがら一人だけ逃にげ延びた孫を憐あわれに思おぼし召めして、力を貸していただけるのなら、話は別ですけれども」

　キアラは誘さそうように甘い声でささやいた。

「……何を愚おろかなことを……」

　震ふるえる声で答えるヨハンナに、

「残念ですわ」

　少しも残念がっていない様子でキアラは薄うすく笑み、右手を振った。そこからおびただしい数の薔薇ばらの棘とげが投げ出される。それは自らの意思を持った生き物のように、張り巡めぐらされる樹きの枝や根をすり抜ぬけ、ファティマの寝台へと飛んだ。

　ファティマの額や手足には、四大精せい霊れいを心の臓につなぎ止めるために封ふう呪じゆが施ほどこされている。薔薇の棘はその封呪の赤い印を狙ねらっていた。封呪が解ければ、魂たましいが煉獄シエオルにあるファティマは、真の死を迎むかえる。帰る体のない魂を現世に戻すことはできない。

「木ドウル精ダレスよ！」

　ヨハンナの声に応じて、樹が枝を伸ばす。薔薇の棘が枝に突つき刺ささった。棘の刺さった枝は白はく煙えんを噴ふき上げて枯かれ落ちた。棘に毒が仕込まれていたのだ。棘は次々と投げ出され、枝もまた新たに伸びて行く。

「考え直せ！　キアラ！　そのような所業をアネジュカは──そなたの母は喜ばぬ！」

　ヨハンナは叫んだ。しかし、祖母の説得はキアラの禍まが々まがしい笑みを深めさせただけだった。

「承知しておりますわ。大いなる深淵の扉が開けば、いずれは最後の審しん判ぱんが下される。悪魔に加担したわたくしは地じ獄ごくに堕おちるでしょう。けれど、こうでもしなければ、わたくしの心は一時として安まらないのです」

　ヨハンナにはかける言葉が見つからない。老ろう婆ばの皺しわ深ぶかい頰ほおに涙が伝う。娘の死に様はあまりに惨むごすぎる。彼女には孫の気持ちが痛いほどわかった。それでもヨハンナはファティマのために木ドウル精ダレスを操あやつり続ける。どのような理由があろうと、人の思おも惑わくで大いなる深淵の扉を開けてはならない。扉は神の意志で開けられるべきなのだ。

「無む駄だな抵てい抗こうはお止よしなさいませ。ヨハンナさん。そのように呪力を使い続けていては御老体に響ひびきますわよ」

　ヨハンナはやろうと思えばキアラを囲う木ドウル精ダレスの枝を縮めて彼女を圧死させることができた。しかし、不ふ憫びんな孫を殺あやめることなどできるはずがない。そんな祖母を嘲あざ笑わらうように、キアラは勢いを増して棘を送った。

　棘を受け、白煙を上げて枯れる枝の隙すきを縫ぬって、新たな棘がファティマの額に迫せまった。

「お嬢じよう様さま！」

　老婆は絶望の叫び声を上げ、キアラは勝ち誇ほこった笑みを浮かべた。

　その時。

　紅あかい閃せん光こうが部屋に満ちた。あまりの光量に、対たい峙じしていた老婆とその孫は腕で目を覆おおった。光は風圧を伴ともない、寝室の調度類を薙なぎ倒たおす。

　──ギャアッ！

　苦く悶もんの叫びを上げたのは、木ドウル精ダレスであったろうか。

　ヨハンナが恐おそる恐る目を開けると、キアラが飛ばした薔薇の棘は影かげも形もなく、部屋を満たしていた木ドウル精ダレスの枝や根はズルズルと黒シユヴアいルツヴ森アルトへ帰って行く。

　木ドウル精ダレスが去った後、開いた窓から、紅くれないの髪の堕だ天てん使しが身を躍おどらせ、寝室に降り立った。

「あなた様は……」

　ヨハンナは以前に一度だけ彼を見たことがある。ファティマの誕生の折、グランディエと共に自分の前に現れた堕天使であった。シオンが「山羊頭さん」と呼ぶこの堕天使に、シオンもファティマも救われたことがあると聞いていた。

「──また、あなたなの。いつもいいところで邪じや魔ましてくださいますのね」

　キアラは忌いま々いましそうに、光に焼かれた右手を左手で撫なでた。

「今こ宵よいは素す直なおに負けを認めましょう。まだいくらでも手はありますもの」

　キアラは、そう言うとローブを翻ひるがえす。

「待っておくれ！」

　ヨハンナが後を追おうとすると、キアラは一度振ふり返って、

「ご機き嫌げんよう。ヨハンナさん」

　艶あでやかな笑みを残し、彼女は壊こわれた扉の向こうに姿を消した。

「キアラ！」

　尚なおも追いかけようとするヨハンナを、山羊頭──サリエルは制した。

「私が追う。しばらく泳がせて、彼女とスケディムが何を企たくらんでいるのか調べようと思う。ファティマ殿どのと坊ぼうやを頼たのむ」

　サリエルは性別のない堕天使にしては精せい悍かんな顔を山羊の面で覆った。窓まど枠わくに片足をかけ、ヨハンナを振り返る。

「神の雷いかずちに打たれた時、グランディエは翼つばさを折ったが、私は目を焼かれてな。どうにも狙いが定まらなくなってしまった。キアラの薔薇の棘を滅めつする時、黒シユヴアいルツヴ森アルトの精も傷つけてしまったようだ。悪いが、宥なだめておいてくれ」

　サリエルはザッと翼を羽ばたかせて、傾かたむいた月に向かって飛んで行った。

　呆ぼう然ぜんと佇たたずんでサリエルの背を見送っていたヨハンナは、やがてがっくりと膝ひざをつき、前まえ掛かけの裾すそで顔を覆った。

「わたくしは、わたくしは……どうしたら……」
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　満月を幾いく日にちか過ぎた月は、黒シユヴアいルツヴ森アルトの山やまの端はで煌こう々こうと輝かがやいていたが、東の空が僅わずかに白み始めた。モミの森の中は、まだ夜と変わらない闇やみが支配していたが、ざわめき立つ鳥や獣けものの気配が夜明けの近いことを知らせている。

　森の一角で、翼の折れた堕天使と、額に角の生えた人ひと形がたの獣が、共に肩かたで息をしながら対峙していた。

　堕天使の胴プール・衣ポアンやマントは剣で裂さかれ、脇わき腹ばらには彼の血肉と言える霊質エーテルが滲しみ出ていた。対する妖よう怪かいも額や腕に刀傷を負い、こちらは赤い血を流している。

「いや、粘ねばるねえ」

　油断なく剣を構えたまま、グランディエは片頰を吊つり上げ、やや苦い笑みを浮かべた。

「そちらこそ。我が必殺の一手を受けて生きているのはそなただけだ。さすがはもと天使であるな」

　マジキムもこめかみに汗あせと血とを伝わらせ、無理に笑みをつくる。

　深夜から夜明けまで、両者は互たがいに一歩も譲ゆずらず壮そう絶ぜつな剣けん戟げきを繰くり広げていた。

　両者の剣の腕は、ほぼ互ご角かくであった。飛ひ翔しようできる分、グランディエの方が有利であると考えれば、剣の技わざはマジキムの方が上であるのかもしれない。

「我が名めい誉よにかけて、一いつ騎き打うちで勝敗を決したいのは山々だが、今は我らが真の王をお連れ申すのが先──」

　マジキムは、周囲で固かた唾ずを飲んで見守っている配下に目め配くばせをした。遠巻きに二人を囲むスケディムの戦士たちは、ほとんどの者がグランディエの剣により深手を負っていたが、殺気は少しも衰おとろえていなかった。マジキムの目配せに応じて、彼らは手にしていた弓や剣を構えた。

　グランディエは唇くちびるを嚙かんだ。

　疲ひ労ろうは限界に達し、脇腹からはエーテルが絶え間なく滴したたっている。彼にはスケディムたちの総攻こう撃げきに耐たえるだけの力は残されていなかった。

　グランディエは頭上に明け行く空の気配を感じる。陽ひが昇のぼれば黒シユヴアいルツヴ森アルトの力が増し、自分に力を貸してくれるだろう。

（それまで、保もたせられれば……）

　窮きゆう地ちに立たされるグランディエに、

「加勢しようか」

　声をかける者があった。マジキムを含ふくむスケディムたちが一いつ斉せいに声の方を向く。高いモミの梢こずえに、山羊の面を被かぶった堕天使が片かた膝ひざをついて座っていた。

「助かるけど、邪じや視しを使うのは止やめてくれ。制せい御ぎよの利きかないお前の眼光が当たったら、俺は再起不能だ」

　グランディエは振り向かずに答える。

「心外だな」

　山羊頭サリエルはひらりとモミの枝から舞まい降り、音もさせずに着地した。スケディムたちに動どう揺ようが走る。

「キアラを追わなくていいのか？」

　尋たずねるグランディエに、

「こやつらを一いつ掃そうするぐらい、大して時間はかからぬだろう。邪視を使えば──」

　山羊頭は面を取ろうとした。

「だから、それは止めてくれって」

　二人の会話を聞いていたのか、森の樹き々ぎがざわめき始めた。

「ほら、木ドウル精ダレスも嫌いやがってる。お前が邪視を使うくらいなら自分たちがスケディムをやっつけるってさ」

「……この事態を、私は喜ぶべきなのだろうか」

　モミの梢の間に、樹皮に覆おおわれた手足を持つ人ひと形がたの妖よう霊れいがポツリポツリと姿を現した。木ドウル精ダレスが山羊頭の眼光を恐おそれているというのは、あながちグランディエの冗じよう談だんではなかったらしい。

「陛下」

　スケディムの戦士の一人が、進み出た。

　家来の言わんとするところを察したのか、マジキムは口くち惜おしそうに唇を歪ゆがめ、剣を下ろす。

「今日のところは一いつ旦たん退ひこう。いずれ決着をつけに参る。真の王の御おん身みはそれまでおぬしらに預けておく。首を洗って待っておるがよい」

　マジキムの号令一下、ザッと下生えを蹴ける音がしたかと思うと、スケディムたちの姿は搔かき消すように消えてなくなった。

　木ドウル精ダレスたちも一人二人と樹の中に戻って行く。

「いや、邪視の威い力りよくはすばらしいねえ」

　明るさを増した空に、緑が映はえるモミの梢を仰あおぎながらグランディエは剣を鞘さやに収めた。

「怒おこるぞ」

　憮ぶ然ぜんと答える山羊頭に、

「お前、スケディムの伝説って知っているか？」

　グランディエは尋ねた。

「いや、具体的なことは何も。これから調べてみるつもりだ」

　サリエルはキアラの後を追うために飛び立とうとしたが、グランディエの小さな嘆たん息そくを聞き咎とがめて開いた翼つばさを閉じる。

「……最後の審しん判ぱんが下されるのかな」

　グランディエは呟つぶやいた。

「わからんな。天界には今のところそんな話は出ていないようだが、神の御み心こころまでは推おし量はかれん」

「シオンが大いなる深しん淵えんの扉とびらを開けさせるために創つくられたのだとしたら、お前どうする？」

　グランディエの問いに、山羊頭はしばらく沈ちん黙もくする。

　最終ハルマ戦争ゲドンを起こすのが神の御心であったとしても、ファティマは鍵かぎを開けないだろう。最終戦争が起こったら、罪のあるなしにかかわらず大勢の人間が死んでしまう。ファティマにそれができるとは思えない。

　グランディエはたとえ天界を敵に回そうとも、ファティマの意に従うつもりでいた。堕だ天てんした自分は、神の加護を失っている代わりに、神の意に添そう義務もない。正しよう真しん正しよう銘めいの反逆者となる覚かく悟ごはできている。

　だが、サリエルはどう考えるのか、グランディエは尋ねたのである。

　更さらに、シオンは聖も邪も内包する混こん沌とんの魂たましいを持っている。今はファティマを慕したっていても、彼の心が混沌の力に目覚めれば、悪魔を蘇よみがえらせて多くの人間たちを死に至らしめることを厭いといはしないだろう。ファティマとシオンが敵対関係に陥おちいってしまった場合、サリエルはどちらに味方するのだろうか。

「難しい選せん択たくだな。真の王がどうのというのが、スケディムたちの妄もう想そうであることを祈いのるだけだ」

　山羊頭はそう言うと、翼を羽ばたかせ、朝焼けに染まる空へと飛んで行った。

「そうだな……」

　シオンに刃やいばを向けたくない。また、いついかなる時も共にあった旧友と戦うのもまっぴらだった。

　グランディエは、空に消える山羊頭の白い翼を見送りながら深いため息をついた。
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　異界をつなぐ暗い水の中をシオンは泳いでいた。

　妖術師にさらわれたファティマの痕シユプールを追っていたのである。

　大河のように穏おだやかな流れの場所もあった。渓けい流りゆうのように狭せまく、流れの急な場所もあった。滝たきを墜おちたりもした。

　恐ろしく邪じや悪あくな気配が満ちる湖で、彼女が陸おかに上がったと知った時には、身の縮む思いがした。しかし、ファティマの痕シユプールは再び湖に戻り、流れに沿って下っている。

　ほっと胸を撫なで下ろし、シオンは痕シユプールを辿たどって湖を泳ぐ。痕シユプールは湖の脇わきに開いた洞ほら穴あなに続いていた。水はその穴に吸い込まれているらしく、もの凄すごい勢いの流れが渦うずを巻いていた。渦は竜たつ巻まきのように上じよう昇しようしている。最下層の大いなる深淵まで落ちた水が、再び昇のぼっているのだった。自分の身の回りに結界を張ったシオンは、ファティマの痕シユプールを追って、竜巻の中を上がって行った。

「！」

　激しい渦の中を螺ら旋せん状に続いていたファティマの痕シユプールがふっつりと途と切ぎれているのを視みて、シオンは総毛立った。

「まさか竜巻に巻き込まれて……」

　シオンはそのまま竜巻に乗って上昇する。人の魂は滅ほろびない。竜巻の衝しよう撃げきでファティマの魂が散ってしまったとしても、流れの緩ゆるやかな場所で戻っているかもしれないと思ったからだった。しかし、竜巻を登り切っても、ファティマの痕シユプールは見つからない。それどころか、水の流れは幾いくつにも分ぶん岐きし、それぞれにファティマの気配が残っているのだ。

　散った魂が別の階層に運ばれてしまったら、蘇る術すべはない。

「ファティマ──」

　半ば恐きよう慌こう状態に陥って、シオンは水流の中を彷徨さまよった。頭の奥に声が聞こえたのはその時だった。

　──混沌の魂を持つ者よ。お前の捜さがしている女はこちらだ。

　鈴すずの音のような透すき通る余よ韻いんを残す、不思議な声こわ音ねだった。

　悪魔の罠わなだと疑わないでもなかった。しかし、たとえ罠であろうとシオンは声に従ってみようと思った。他にファティマを捜す手だてがなかったからである。

　──来よ。

　迷路のような水の道を、シオンは声の通りに泳いで行った。

　そして、時が止まったかのように静かな水みな底そこで、輝かがやく光の化け身しんと対たい峙じするファティマを発見したのである。

「ファティマ！」

　声をかけると、ファティマは驚おどろいたようにシオンを見た。

「ファティマ、無事で良かった」

　シオンは彼女に向かって泳いだ。その間に人ひと形がたの光は消えてしまった。

「今ここに天使がいました？」

　シオンは尋たずねたが、ファティマは黙だまって頭かぶりを振ふった。シオンはファティマの瞳ひとみが今にも泣きそうに歪ゆがんでいるのを見て、

「どうかしたんですか？　何があったんです？」

　再び尋ねたが、ファティマは、ただ首を振り続けるだけだった。

　彼女は、すべてを思い出したのだ。どのような罪を犯おかし、なぜ、大いなる深淵の鍵になったのかを。

　彼女の心の痛みがどれほどのものか、想像するだけでシオンは切なくなった。

　シオンは、ファティマの手を取る。そして、彼女の両手を自分の両手で包み込んだ。シオンはファティマの瞳を覗のぞき込む。

「僕がいるから……僕が罪の半分を背負うから……だから、元気出して……」

　ファティマは黄金の瞳を潤うるませ、シオンの瞳を見つめた。それは、アダムの瞳と同じ、エデンの空のような青い色をしていた。ファティマは耐たえきれないように俯うつむいた。ファティマの唇くちびるが震ふるえていた。

　泣き出してしまうだろうかとシオンは思ったが、彼女は泣かなかった。

　しばらくしてファティマは顔を上げた。

「ありがとう。もう大だい丈じよう夫ぶ。クリストフは？」

　目め尻じりは赤かったが、ファティマは笑えみを見せた。シオンもほっとして笑顔になる。

「カロンに頼たのんで、レテ川の現世側の岸で待たせてもらっています。一応結界は張っておきましたけど」

　新たな妖よう術じゆつ師しが煉獄シエオルに送り込まれても、彼らにはシオンの結界を破ることはできないだろう。天使には結界を解くことができるかもしれないが、天使はレテ川を越こえていない魂を連れては行かない。シオンの取った行動は最善と言えた。

「いい判断だわ」

　いつもなら、「お利口さんね」と褒ほめるところだが、なぜかファティマは、シオンを子ども扱あつかいすることを憚はばかった。

「本当にあなたが来てくれて良かった。私一人じゃクリストフを守りきれなかったわ。おまけに、こんな所に流れて来ちゃって、この手じゃ結界も張れなくて、どうしようかと思っていたのよ」

　爛ただれた手を見せようとして、二人はまだ手を握にぎり合っていたことに気付く。

「あ……」

　シオンはカーッと耳まで赤く染め、パッと手を離はなした。ファティマはスッと横を向き、

「急ぎましょ。あんまり待たせたらクリストフが可哀かわい想そうだもの」

　と、泳ぎ始めた。

　シオンは、握っていた手を離す直前、彼女がひどく辛つらそうな顔をしたことが気になった。
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　緑は萌もえ、草花の花が開き、黒シユヴアいルツヴ森アルトは春の彩いろどりに華はなやいでいた。

　柔やわらかな陽ひ差ざしが満ちる中庭で、ファティマはベンチに腰こし掛かけ、花の気を集める妖精たちをぼんやりと眺ながめていた。

　彼女はつい先さき程ほど、煉獄シエオルから現世に戻ったばかりだった。四大精せい霊れいが宿っていた体は、思ったほど衰すい弱じやくしていなかったが、それでも疲ひ労ろう感かんは拭ぬぐえない。

　呪しゆが使えないファティマの代わりに、煉獄シエオルと現世との間に張り巡めぐらされている結界に綻ほころびを作ったシオンは、さすがに疲つかれ切って眠っている。

　クリストフの衰弱が一番ひどく、しばらく安静が必要だと思われたが、幼い子どもは母の看病が一番の薬だと言うヨハンナの助言で、ヴュルテンベルク公に迎むかえに来るよう使いを出してあった。

　妖精たちは、蜜みつ蜂ばちのように花から花へと移り、花の気を集めては巣に運んでいた。

（この妖精たちも、私が生み出したのね）

　美しい光の魔物リリム──。彼女たちは節せつ操そうなく何とでも契ちぎりを交かわし、様々な妖霊や怪かい物ぶつを産んできた。善よきモノも、悪あしきモノも。

（リリムが、私とルシファーの子だったなんて……）

　そして、自分は自殺という大罪をも犯した。

（死を生んだのも私……）

　自分は、神の意に添そわないモノを産み、神の意を汲くまずに死を選んでしまった。

（大いなる深しん淵えんの鍵かぎになって、煉獄シエオルに留とどめ置かれるのも当然だわ）

　闇やみの牢ろう獄ごくから漏もれていた堕だ天てん使したちの怨えん嗟さと、切ないほどの光への憧どう憬けいは、ファティマの罪の重さを思い知らせた。

　ファティマは、心が痛みの限界を超こえて虚うつろになって行くのを感じ、慌あわてて意識をつなぎ止める。

（戦わなくちゃ。そして勝たなくちゃ。悪魔にも、自分の心にも──）

　ファティマはまだ痛みの残る右手を握り締しめる。

「逃にげたらだめだわ」

　呟つぶやく声に、妖精が怪け訝げんな顔で振ふり返った。

「こんな所にいたのか」

　グランディエが館やかたの裏口から駆かけてきた。

「一人でいたら危険だ。また、やつらが──」

　ファティマはグランディエの姿を見て、新たに生じた胸の痛みに顔を歪ゆがめた。彼の翼つばさが折れたのも自分のせいなのだ。

「どうした？」

「ちょっとね……やつらって誰だれ？」

「後で、ゆっくり話すよ。お前が落ち着いたら」

「十分すぎるくらい落ち着いてるわよ」

「お前、自分が今どんな顔をしてるか、知ってるか？　墓場から出てきた亡霊みたいだぞ」

「煉獄シエオルから戻ったばかりだもの、似たようなものでしょ」

　ファティマは、無理に笑みを作る。

「……あなたの翼、私のせいだったのね」

「ああ、そのことか」

　グランディエは、ファティマの傍かたわらに腰掛けた。

「──全部、思い出したのか」

「ええ……今いま更さらだけど……ご免めんなさい」

　ファティマは俯うつむく。

「俺が自分で選んだことだ。お前が謝ることじゃない」

　グランディエはいつもの調子で軽く笑う。

「ルシファーにも会ったわ。幻まぼろしだけど。異界の狭はざ間までバラバラになった私を助けてくれた」

　顔を伏ふせていたファティマは、その時グランディエがひどく驚おどろいた顔をし、続いて哀かなしそうに瞳ひとみを翳かげらせたことに気付かなかった。

「で、御み子こは何て？」

「私に大いなる深淵の扉を開けさせるつもりはないって、それから……済まなかったと……」

　グランディエは、しばらく沈ちん黙もくし、やがて小さなため息をつくと、

「そうか」

　とだけ答えた。

「なぜ、彼は戦いを始めたの？」

　ファティマの問いに、グランディエは苦い顔をしたが、「今更そこんとこだけ隠かくしてもしょうがないな」と語り始めた。

「ミカエルは、お前──リリスがエデンにいた時から御子がリリスに会いにいくのを快く思っていなかった。ミカエルは真面目まじめが翼を生やしたようなやつで、常に沈ちん着ちやく冷静を装よそおってるけど、実はもの凄すごい激情家でね。色々屈くつ折せつしてるわけ。とにかくミカエルは御子がリリスに執しゆう着ちやくするのが気に入らなかった」

　ルシファーがアダムに化けてリリスを犯おかしたことが発覚した時の、ミカエルの逆上振ぶりをグランディエは思い出す。

　彼は言っていた。

　──大切にしなければならない神の似姿を、人間の母となる女を、なぜ汚けがした!!

　──常に傍かたわらにいた私をなぜ顧かえりみぬ!!　誰よりもこの私が御子に近い存在であったのに!!

　ミカエルは愛していたのだ。御子もリリスも、この上なく深く──。

「大戦が始まった直接のきっかけは、御子がお前に会いにいこうとしたからだ。お前が紅こう海かいに身を投げて煉獄シエオルに置かれたばかりの時だな。丁度その頃ころ、天使の派は閥ばつ争いが激しくてね。ミカエルの指揮下にあった天使が、彼を御子の代わりに天使長に据すえようと画かく策さくしていたところだったんだ。御子はエデンの一件で、謹きん慎しんさせられていたんだが、リリスの魂たましいを捜さがして天界を抜ぬけ出した。俺はその現場を見ていないが、ミカエルが御子を止めようとして争いになったそうだ。それを理由に、ミカエルの配下が御子を捕とらえようとし、御子の配下が無礼を怒おこった。いつの間にか天使長の座を巡めぐる戦いになって、天使たちを二分する大戦にまで発展したというわけだ」

　グランディエは「馬ば鹿かみたいな話だろう」と、銀の瞳を哀しげに曇くもらせ、苦い笑みを浮かべた。

「じゃあ、なぜ、御子はエヴァに禁断の実を食べさせたの？　戦いに負けて報復するっていうのならわかるけど、まだ戦争の真っ最中だったでしょう？」

「天界にもいろんな噂うわさが飛び交ったが、本当のところは誰にもわからん。御子の重臣だったやつらも知らないんだ」

　グランディエは翼を折った時のことを回想する。記き憶おくは、常に疼うずく翼の痛みをより鮮せん明めいにさせた。

　長く激しい戦いが続いた。神が創造し、慈いつくしんだ世界のすべてが荒こう廃はいしていった。そのような大戦の真まっ直ただ中なか、ガブリエル指揮下の大隊と共に、エデンの守護をしていたグランディエのもとに密告があった。ミカエルの配下がリリスの魂を滅ほろぼすために煉獄シエオルに向かったというのである。戦争の早期終結を望む一派の単独行動であった。

　ウリエルにエデンの警護を任せ、グランディエとサリエルは、リリスを救うため煉獄シエオルに向かった。その間にエヴァが禁断の実を食べてしまった。ウリエルとガブリエルの軍は、エデンにまで及およんだ戦せん禍かから楽園を守ることで手一いつ杯ぱいだったのだ。

（あの時、俺たちがエデンにいたら、エヴァに近づく蛇へびに気付いていたら……）

　人は原罪を負わず、死ぬ運命を辿たどらずに済んだかもしれない。

　未いまだに自分を苛さいなむ翼つばさの痛みは、原罪を負った人々の苦しみそのものなのだ。

　グランディエは、自じ虐ぎやく的な笑みを浮かべる。

（だが、俺はそのことを後こう悔かいしていない。リリスを──）

　グランディエは、隣となりに座って自分を見ているファティマに視線を移す。

（彼女を失わずに済んだことを喜んでいる。……俺は、とんでもない極ごく悪あく人だ）

　グランディエは空を仰あおいだ。春の陽差しは、エデンに満ちていた光によく似ていて、彼を妙みように切ない気持ちにさせた。

「私、前世のことを知って良かったと思う。あなたにも迷めい惑わくをかけたし、シオンにも苦労をかけちゃったけど」

　まだ目の下には青い影かげが残っていたが、ファティマの黄金の瞳は、いつもの凜りんとした輝かがやきを取り戻していた。

「一つ、大切なことがわかったわ」

「大切なこと？」

「リリスは逃にげてはいけなかったの。ルシファーからも、アダムからも、エデンからも──」

　グランディエは、月夜に胸を張って咲さき誇ほこる百合ゆりのような微び笑しようから目を離はなせずに、ファティマの声に聞き入る。

「だから、もう私は逃げない。自分の罪にちゃんと向き合う。それが唯ゆい一いつの贖しよく罪ざいだってわかったから」

　黄金の瞳は、聖なる輝きに満ちていた。グランディエの胸がドクンと大きく脈打った。この瞳が、ルシファーを、ミカエルを、そして自分を魅みせたのだと彼は思う。

（最後まで付き合うよ）

　グランディエは声に出さずに誓ちかった。

　ファティマは凜りん然ぜんとした笑みを浮かべて、しばらくの間グランディエを見つめていたが、やがて目を逸そらし、

「ねえ、変なこと訊きいていい？　笑ってもいいけど、ちゃんと答えて」

　唐とう突とつに尋たずねた。

「いいよ？」

　怪け訝げんな表情でグランディエはファティマの問いを待つ。

「シオンて、私のことが好きなのかしら。男として、女である私を……」

　グランディエは一いつ瞬しゆん言葉に詰つまる。

「急になんでまた……ってか、ようやく気付いたのか？」

「やっぱり、そうなの？」

　チリッとグランディエの胸が痛んだ。いつかこんな日が来るだろうと予想はしていた。

　ファティマは今までシオンを子ども扱あつかいして、彼の恋こいに気付かないでいた。だからグランディエはシオンを微笑ほほえましく見守ることができた。しかし、少年は日々大人に近づいて行く。

　いつまでもファティマがシオンをただの子どもだと思っているわけはない。

　彼女がシオンを一人の男であると意識し始めたことに少なからずショックを受け、グランディエは苦い思いを嚙かみしめた。

　シオンは、ファティマと同じ時間ときを過ごし、共に老いていける。

　家庭を築き、子をもうけることもできる。

　だが、自分は人間ではない。ファティマに人としての幸せを約束してやれない。

　ただ、彼女の幸福を願うことしかできないのだ。

「ああ、あいつはお前が思っているほど子どもじゃない。シオンはお前が好きだ」

　そう答えるしかないことが、ひどく切なかった。

（俺も──）

　と、グランディエは心の中で呟つぶやく。

「何にも代え難がたいほど、真しん剣けんに──」

　膨ふくれ上がる想おもいを抑おさえることができず、

「愛してる」

　ささやいた。

　グランディエの透すき通る銀の瞳に見つめられ、ファティマの表情が揺ゆらいだ。しかし、彼女はすぐに軽い笑みを浮かべて視線を逸らす。
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「リリスの時も鈍どん感かんだったけど、ファティマとして生まれてきてからも鈍感だったわね。今いま頃ごろシオンの気持ちに気が付くなんて」

　先さき程ほどのグランディエの告白を、ファティマはシオンの代弁だと受け取ったようだった。グランディエはそれ以上言葉を重ねなかった。言ったところでどうにもならない。

　自分は堕だ天てん使しなのだから──。

「──怖こわかったの」

　ファティマは聞き取れないほど小声で呟いた。

「怖い？」

　彼女は、穏おだやかな光に満ちた空を仰あおぐ。彼女の瞳は、失ったエデンを見ていた。

「あの日、アダムがルシファーの変へん化げだと知った時、彼がとても怖かった。痛いほど真まっ直すぐに向けられた彼の感情が怖かったわ。だから逃げちゃったんだけど」

　ファティマは俯うつむく。

「煉獄シエオルにいた時、死んだアダムに再会したわ。彼は私のことを忘れていた。そして次にやってきたエヴァと去って行ったの。あれが失しつ恋れんっていうのかしらね。あんな思いはもうしたくない。好きだった人を失うのも、とても怖いわ」

　ファティマはグランディエに視線を戻し、薄うすく笑んだ。

「愛されるのも、愛するのも怖い。だから気付かないようにしているのかもしれないわね」

　グランディエは、それが自分に向けられた言葉のように思えた。

「なーんて、ほんとはただ生まれつき鈍にぶいだけなのかも」

　ファティマは笑って立ち上がった。そして「お腹なか空すいちゃった。ヨハンナに何か作ってもらおうかな」と館やかたの中に入って行った。

（予防線を張られたか……）

　中庭に残ったグランディエはファティマが消えた扉を見つめ、苦く笑しようする。

（いいさ。最初から──エデンにいた頃から、お前の心を手に入れようなんて思ってなかった。こうして同じ世界にいられるだけで、十分だ）

　グランディエは立ち上がり、ファティマとは反対の方向、すなわち森の方へ歩んで行った。

「盗ぬすみ聞きなんて、趣しゆ味み悪いな」

　一本のモミの樹きに語りかける。

「あら、お気付きでしたのね」

　樹の陰かげから、キアラが姿を現した。

「こんな真っ昼間に一人でやって来るなんて、いい度胸してるじゃないか。何の用だ？」

　グランディエは、剣の柄つかに手をかけた。恫どう喝かつのように一瞬迸ほとばしったグランディエの殺気をさらりと受け流し、キアラは妖よう艶えんな笑みを浮かべた。

「わたくし、今日はあなたに耳寄りなお話を持って参りましたの。決して乱暴な真似まねをするつもりはありませんわ」

　キアラは舞まうような足取りで、グランディエの間合いに入る。

「斬きり捨ててやろうか？」

　何の躊ちゆう躇ちよもなく目の前に立ったキアラに、グランディエは半ば呆あきれて尋たずねた。

「つれないことを仰おつしやいますな。シオン殿どのの役割についてお聞きになりたくありませんの？」

　キアラは、滑ぬめるような白い腕を伸のばし、グランディエの首に巻き付けると、彼の頭を引き寄せた。

　淡あわい紅色の唇くちびるが、グランディエの唇に重ねられた。どうすれば相手の快感を最大限に引き出せるかよく知っている、濃のう厚こうな口づけだった。

「どう？」

　ようやく唇を離はなしたキアラは、誘さそうように尋ねた。

「お上手」

　表情も変えずに、グランディエはあっさり答える。

「ファティマ殿のもとを離れて、わたくしの使い魔まになりませんこと？　でなければ、わたくしを下僕にしてくださってもいいですわ。そうすれば、わたくしはあなたのもの。毎晩でも、わたくしを自由になさって結構ですのよ」

「シオンの役割ってのはどうなった？」

「大いなる深淵の扉を開ける方法が、ファティマ殿の手に因よらずともあるということ」

　グランディエの片かた眉まゆが上がる。

「それ以上のことは、わたくしを下僕にしてくださったら、教えてさしあげますわ」

「今、聞きたいんだが」

　グランディエは、剣に手をかける。堕天使から発せられる殺気が本物であることを察知し、キアラは一歩後あと退ずさった。

「わたくしの望みは、大いなる深淵の扉を開けて、我が物顔に振ふる舞う堕だ落らくした教会の者たちに最後の審しん判ぱんを受けさせること。そのためには、わたくし自身が地じ獄ごくに堕おちても構わぬ覚かく悟ごでおります。決して邪よこしまな考えではありませぬ」

「正義だと言いたいわけか？」

「そうですわ」

「立派なことだな。だが、俺はもっと世せ俗ぞく的でね。今のこの状じよう況きようにとても満足している」

「つまり、わたくしを下僕にするよりも、ファティマ殿の使い魔に甘んじている方が良いと？」

「そうだ」

　キアラの翠みどりの瞳が怒いかりと恥ち辱じよくとで燃え上がる。

「ならば、わたくしはわたくしの方法で、大いなる深淵の扉を開けましょう。その時に後こう悔かいなさっても知りませんわよ」

　キアラはサッと踵きびすを返し、森の中へと走り去って行った。グランディエは後を追わなかった。モミの梢こずえの間に、そっとキアラを追つい跡せきするサリエルの気配を感じたからである。

　彼は先刻のキアラの言葉を反はん芻すうする。彼女は言っていた。シオンの役割を知りたくないかと、そしてファティマの手でなくとも大いなる深淵の扉を開けられると。

（シオンの役割は、ファティマに扉を開けさせることじゃないのか？　まさか、シオン自身が扉の鍵かぎなのか？）

　グランディエは、シオンの混こん沌とんの魂たましいを思い描えがき、不ふ吉きつな予感に襲おそわれた。







　７　魔女狩り、悲願、訣けつ別べつ




　現世に戻ってから一週間が経たとうとしていた。

「今日、クリストフのお見み舞まいに行こうと思うんだけど、一いつ緒しよに行く？」

　一時課の祈いのりを終え、朝食の席に着いたファティマはシオンに尋ねた。

「あ、はい。お供します」

　一度魂が抜ぬけた体は、体力が回復するまで、病気にかかりやすくなったり、妖よう霊れいに取り憑つかれやすくなったりする。現世に戻ってすぐにクリストフを自宅へ帰してしまったので、一度様子を見に行く必要があった。

「ヨハンナ、そういうわけだから、私とシオンの昼食はいらないわ」

　ファティマは、食しよく卓たくにスープを運ぶヨハンナに声をかけた。しかし、ヨハンナは答えない。

「ヨハンナ？」

　再び声をかけられて、老ろう婆ばはハッとしたように顔を上げた。

「は？　ああ、昼食はいらないのでございますね？」

　ぼんやりはしていても、会話の内容は耳に入っていたらしい。

「どこか具合でも悪いの？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「大丈夫でございますよ。ちょっと考え事をしていただけでございます」

　ヨハンナは、精せい彩さいを欠いた笑えみを浮かべ、台所へと戻って行った。

「最近、ヨハンナ変よね。キアラとの戦いで気力も体力も使い切っちゃったのかしら」

　ファティマとシオンが煉獄シエオルに行っている間、キアラとスケディムが襲ってきたことは、グランディエから聞いていた。

「そうですね。まだ疲つかれがとれていないのかも」

　相づちを打ちながら、シオンはファティマも変だと思っていた。リリスであった時の記き憶おくを取り戻し、悲しみから立ち直っていないのかと思ったが、それとは別に、自分に対する態度が変わったように思えるのだ。

　スケディムがシオンを狙ねらう理由すなわち彼らに伝わる真の王伝説について、グランディエは約束通り、ファティマには内ない緒しよにしてくれた。なのにファティマの態度は妙みようによそよそしい。

　まず、話をしていて目が合わない。シオンが見つめると、ファティマは困ったように視線を逸そらしてしまう。そして、言こと葉ば遣づかいが変わった。「いい子ね」「お利口さん」と褒ほめてくれなくなった。

　何よりシオンが驚おどろいたのは、ファティマがシオンに体術の稽けい古こをつける際、尼に僧そう服ではなく男物の胴プール・衣ポアンと長ズボンシヨースを身に着けるようになったことだ。お陰かげで、尼僧服の裾すそから覗のぞくファティマの脚あしに気を取られて、回し蹴げりをもろに食くらうことはなくなったが、やはり変だと思う。

（どうしちゃったのかな？）

　シオンは、こんなに近くにいるのに、彼女が何だか遠い所にいるような気がして淋さびしかった。







　ヴュルテンベルク公の城には昼過ぎに着いた。

　グランディエはツバメの姿で城じよう壁へきの上に留まり、城の内外に警けい戒かいの目を光らせる。黒シユヴアいルツヴ森アルトの守護がないシュトゥットガルトでは、スケディムや悪魔の手先がいつ襲ってくるかわからなかった。

　ファティマはシオンを伴ともない、門番に案内を請こう。顔見知りの門番は、なぜかファティマの顔を見た途と端たん、ひどく怯おびえた様子を見せた。

　城中に導かれると、行き交かう奉ほう公こう人にんたちも、ファティマを見るとハッとしてそそくさとその場を立ち去ってしまう。

（なんか嫌いやな雰ふん囲い気き……）

　シオンは眉まゆ根ねを顰ひそめる。彼らの表情は、故郷のカッセルで、奉公人たちが自分を見る目とよく似ていた。

　その雰囲気はヴュルテンベルク公にもあった。

「こちらからお礼に伺うかがわなければならないのに、わざわざお出いでいただいて、恐きよう縮しゆくしております」

　客間で出で迎むかえたウルリヒは言葉こそ丁てい寧ねいだったが、声こわ音ねには白々しさがこもり、表情も硬かたかった。

「御ご子し息そくの御容態はいかがですか？　できれば直接お顔を拝見したいのですが」

　ファティマはウルリヒの態度を意に介かいさず、嫣えん然ぜんとした微び笑しようを崩くずさずに尋たずねた。

「それが……その……」

　ウルリヒの目に緊きん張ちようの色が走る。

「クリストフに何かよくないことでも？」

　ファティマは身を乗り出した。

「いや、息子は元気だ。……だが、会わせることは……」

「何かあったんですか？　お城の方々も様子が変でしたし」

　普ふ段だん、このような場では口を差し挟はさまないシオンだったが、思わず訊きいてしまった。

「……クリストフをそなたの館やかたに預けていた間に、領民たちから訴うつたえがあったのだ」

　ウルリヒは言いにくそうに口ごもった。

「ファティマ殿どのが魔ま女じよだと……一刻も早く裁判にかけるか、でなければカルフから追い出せと」

「そんな──」

　シオンは立ち上がりかけたが、ファティマに肩かたを押さえられた。

「そなたたちが、正規に認められた魂のゼーレ捜索人・ズーヒアであることはわかっている。しかし……」

　ウルリヒは額ひたいに浮ういた脂あぶら汗あせをハンカチで拭ぬぐった。

「戻ってきたクリストフが妙なことを申した。暗い荒あれ野ので襲おそわれたとか。天使に追いかけられたとか」

　ファティマもシオンも、クリストフの記憶を抜いてなかったことに気付いた。

　煉獄シエオルから現世へ戻った時、クリストフの魂を体に収めたのはヨハンナである。彼女はキアラとの戦いで大きな術を幾いくつも使った後であり、現世と煉獄シエオルを隔へだてる結界に綻ほころびを作ったり、ファティマとシオンの魂も収めなくてはならなかったりで、クリストフの記憶を抜いている余よ裕ゆうがなかったのだろう。それを確かめずにファティマはクリストフを帰してしまったのである。

「御子息は魂が彷徨さまよい出ている間、夢を御ご覧らんになったのでしょう」

「……そう、ただの夢に違ちがいない。わかっている。わかっているが……」

　ウルリヒの視線がシオンに向いた。その目には明らかに恐きよう怖ふが表れていた。

「あまりにも克こく明めいに話すのだ。そなたが、天使に暴行を働いたこととか」

「それは──」

　理由を説明しようとするシオンに、ファティマは「やめなさい」と小さく頭かぶりを振ふった。

　ファティマはウルリヒにクリストフの魂が煉獄シエオルから生せい還かんしたことを告げるつもりはなかった。神の摂せつ理りに反する行いだと敢あえて知らせる必要はない。

「御子息に会わせていただけませんか」

「それは……できない。ザビーネも使用人もみな怯えている。そなたらは悪魔の化け身しんか、もしくは妖よう術じゆつ師しだと。だから天使に追われたのだと」

「そんなこと、信じているんですか!?」

　シオンは思わず声を荒あららげてしまった。

「シオン、止やめなさい」

　ファティマがシオンの袖そでを引く。

「領民の噂うわさも、クリストフの話も、真実ではないと思っている。しかし──」

　口では信じないと言っていても、ウルリヒ自身も怯えていることはその態度から明らかだった。

「これ以上そなたらと関かかわりを持ちたくはない。済まないが引き取ってくれ」

　ウルリヒの口調には敵意と嫌けん悪おが含ふくまれていた。







　カルフへの帰り道、ファティマとシオンは夕ゆう闇やみが迫せまる街かい道どうをトボトボと馬を歩かせていた。グランディエは、ツバメの姿でシオンの馬の首に乗っている。

「助けてあげたのに──」

　シオンの腹には熱い塊かたまりがドロドロと渦うず巻まいていて、なかなか収まらなかった。

「仕方ないわね。天使に追われたなんて聞けば、普ふ通つうびっくりするわよ」

　ファティマは諦あきらめたように笑う。

『今夜にでも俺がこっそりクリストフの記き憶おくを抜いておくよ。ウルリヒがクリストフの話を本気にしているようなら、やつの記憶も抜いておく。館を追い出されたらかなわんからな』

　グランディエは言った。カルフを含めた黒シユヴアいルツヴ森アルトの一帯は、ヴュルテンベルク公の好意でマイセン侯こうに譲じよう渡とされたものである。ウルリヒが領地を返せと言えば、それを拒こばむことはできない。

「忘れさせて終わりなんて、何だか納なつ得とくできない。ちゃんと説明してわかってもらいたいです。僕たちは悪魔でも妖術師でもないって」

　シオンはまだ怒おこっていた。以前の彼なら、罵ば倒とうされればただ怯えて悲しむだけだった。今でも、自分だけが誹ひ謗ぼうされるのだったら我が慢まんできただろう。しかし、ファティマに対する侮ぶ辱じよくは許せなかった。

「あなたの気持ちはわかるけどね。そもそもクリストフの魂たましいが奪うばわれたのは、私のせいだもの。きちんと説明したらかえってややこしいことになるわよ」

　シオンは、ファティマの笑みに哀しい翳かげりが潜ひそんでいることに気付いて、それ以上何も言えなくなってしまった。

　カルフの黒シユヴアいルツヴ森アルトが見えてきた。日は沈しずんでいたが、まだ西の空は赤く、モミの森までを朱しゆに染めていた。

『おい──』

　夕焼け空を眺ながめていたツバメが緊張した声を出す。シオンは、グランディエの見ている方向に目をやり、森の一角が、夕焼けの赤さとは違う色に染まっていることに気付いた。

『館が燃えている──』

「火事!?」

　ファティマとシオンは同時に拍はく車しやを入れ、全速力で馬を駆かけさせた。

「グランディエ、先に行って。ヨハンナが心配」

　ファティマが叫んだ。

『だが、またキアラやスケディムが襲おそって来たらどうする。お前の右手はまだ完治してないだろう』

「大だい丈じよう夫ぶ。大おお技わざは無理だけど、結界くらいは張れるし。シオンもいるもの」

『わかった』

　ツバメは黒シユヴアいルツヴ森アルトを目指して飛んで行った。

「火事なんておかしいわ。かまども暖だん炉ろも火の妖精が取り仕切っているし、蠟ろう燭そくが倒たおれたくらいなら、ヨハンナが一言水ウンのデイ精ーネに命じれば済むことなのに」

「キアラかスケディムが、火を放ったのでしょうか」

「かもしれないわ。火事に注意を惹ひき付けておいて、その隙すきに襲って来るつもりなのかも。気を付けて」

　しかし、火事の原因はキアラでもスケディムでもなかった。森に近づくにつれ、館の周りを幾つもの明かりが取り囲んでいるのが見えてきた。松たい明まつの明かりだ。スケディムが松明を灯ともすはずはない。燃える館を囲んでいるのは、カルフの村人たちだったのだ。

　赤々と夜空を焦こがす炎ほのおに向かってファティマとシオンは馬を駆けさせた。

　館の手前で馬を止める。

　炎は、窓という窓から壁かべを舐なめるようにはみ出し、館の内部が火の海であることを知らせていた。

「何てこと……」

　ファティマは呆ぼう然ぜんと呟つぶやき、拍車を入れて更さらに館に近づいた。館を囲む村人たちが一いつ斉せいに振ふり返った。

「いたぞ！　魔女だ」

「捕とらえろ！　教会につき出して裁判だ！」

　手にした鋤すきや鍬くわを振りかざし、馬上のファティマを突つこうとする。

「待ってください！　何かの間違いです」

　シオンは村人とファティマの間に馬を割り込ませた。

「お前も仲間か！」

　狂きよう気きに取り憑つかれたように目をぎらつかせ、村人たちはシオンにも襲いかかる。シオンは、手た綱づなを引いて馬首を巡めぐらせ、村人から距きよ離りを取った。

「落ち着いて！　いったい何の証しよう拠こがあってファティマを魔女だと言うんです！　館に火をかけるなんてあんまりです！」

　シオンはファティマを背に庇かばい、村人たちに向かって叫んだ。

「先週の日曜の夜、俺は見たんだ。翼つばさの折れた天使がこの館の周りを飛び回っているのを。あれは悪あく魔まだ！　それから、森の樹きの枝がにょきにょき伸のびて館を囲むのも見た。これが悪魔の仕し業わざでなくて何だって言うんだ！」

　先週の日曜といえば、ファティマとシオンがクリストフの魂を追って煉獄シエオルに行っている間のことだ。襲って来たキアラやスケディムと、グランディエとの戦いを目もく撃げきされてしまったのだろう。

「公こう爵しやく様んとこのクリストフ坊ぼっちゃまの魂を奪っただろうが！」

　別の男が喚わめいた。

「お前たちは、坊っちゃまを地じ獄ごくへ連れて行って恐おそろしい目に遭あわせただろう！」

「儂わしの姪めいっ子がクリストフ様の世話係なんだ。姪っ子が言っとった。お前らは天使に追われて、あまつさえ天使をぶちのめしたと。そんな恐ろしい真似まねができるのは、悪魔か、悪魔の手先だ！」

　村人たちは口々に喚き散らした。

　シオンは、憤いきどおりを通り越こしてひどく悲しくなった。自分たちはクリストフを救ったのだ。なのに、なぜこんな仕打ちを受けなければならないのだろう。人にはない力を持っただけで、どうしてこれほどまでに忌いみ嫌きらわれなければならないのだろうか。

　とにかく、興奮した村人からファティマを守らなくてはならない。精せい霊れいを使って村人たちを叩たたきのめしてしまえば手っ取り早いのだが、攻こう撃げきの呪じゆ術じゆつは普通の人に対して使ってはいけないと、堅かたく戒いましめられていた。

（第一、そんなことをしたら、益ます々ます妖術師の疑いが晴れなくなる）

　シオンは馬を降り、素す手でで村人たちに向かうことにした。ファティマも馬を降りシオンの傍かたわらに立つ。村人たちが鋤や鍬を構えて、じりじりと近づいてきた。

「私は館やかたに入るわ。ヨハンナが心配だし、火が消せそうならやってみようと思うの。だからそれまで、この人たちを引き留めて」

「わかりました」

　シオンの返事と同時にファティマは、玄げん関かん前に敷しき詰つめられた芝しばを蹴けって、館の玄関に向かった。

「女が逃にげるぞ！」

　村人たちの顔が一斉にファティマに向く。

　シオンは、彼らの前に立ちふさがった。シオンを避よけてファティマを追おうとする一人の農夫に足をかけ、シオンは彼を転ばした。正面から大上段に鋤を振りかぶる野菜売りの男の懐ふところに飛び込み、鳩尾みぞおちに拳こぶしを入れた。

（キアラの母親は人を救って、結局、魔女の疑いをかけられて殺されたんだっけ）

　村人と拳を交かわしながら、シオンは以前にキアラに見せられた幻まぼろしを思い出す。

　それは、彼女の母親が洪こう水ずいから救った村人たちの手で、一家を惨ざん殺さつされる幻だった。

　ふと、頭の中の映像に、殺された彼女の母とファティマとが重なって、シオンは総毛立った。

　──魔女狩がりなどのない世界、神の威い光こうを笠かさに着て、理り不ふ尽じんな行いを為なす者のいない世界を創つくりたいと思いましたの。

　キアラの声が、耳の奥で響ひびく。

（そうだね。僕も、こんな人たちがいない世界にしたいよ）

　シオンは怒いかりのありったけを込こめて、男たちの腹や顔に拳を入れた。

「この小こ僧ぞう、細っこいくせして、なかなかやるな……」

　村人たちの攻撃が途と切ぎれた。彼らは、たかが子ども一人とたかをくくっていたのだが、思わぬ反はん撃げきに怯ひるんだのである。

「やはり、悪魔の化け身しんかもしれん……」

　一人の男の呟きが、シオンの耳には妙みようにはっきりと響いた。噴ふき上がってくる怒りをぐっと吞のみ込み、

「僕は悪魔なんかじゃない！　最後の審しん判ぱんで地獄に堕おちるのは、あなたたちの方だ！」

　シオンは踵きびすを返すと、ファティマの後を追って、燃えさかる館の中へと身を躍おどらせた。







　広間のタペストリーや敷しき物ものが黒い煙けむりを上げてゴウゴウと燃えていた。床ゆかには矢の燃え残りが何十本と転がっていた。たっぷりと油を染しみ込ませた火矢を射かけたものと思われる。

（こんなことをされたら、黒シユヴアいルツヴ森アルトの精たちも、手出しできない）

　この館は、ヨハンナが木ドウル精ダレスを操あやつって守っていたのだが、樹の精は火に弱いのだ。

　あちこちで、水ウンのデイ精ーネが炎ほのおに水をかけていた。しかし、如何いかんせん火の勢いが強すぎて、消火が追いついていない状態だった。ヨハンナもファティマも体調が万ばん全ぜんではなく、水ウンのデイ精ーネくらいしか喚よべなかったのだろう。

　シオンは呪しゆを唱え、水ホーク竜ヴアサーを喚んだ。水ホーク竜ヴアサーは二ふた抱かかえもある太い胴どうをくねらせ、次々と炎を吞み込んでいった。水ホーク竜ヴアサーの通った後にもうもうと蒸気が立ちこめる。

　シオンは、自分の身の回りに結界を張ると、ファティマの気配を追って、ホールを横切った。

　ファティマは二階へ上がったと思われたが、木製の階段はすでに火に包まれ、焼け落ちる寸前だった。シオンは、館の北ほく端たんの螺ら旋せん階段から上がることにした。

　館の北側は、まだ火の手が及およんでいなかった。シオンは螺旋階段を駆かけ上がった。

　すると、階段を上りきった所に、仁に王おう立ちしてシオンを待ち受ける者があった。

「マジキム！」

　彼は、白い髪かみを炎の明かりに照り返らせ、黄色い獣けものの瞳でシオンを真まっ直すぐに見み据すえていた。

「真の王よ」

　迫せまり来る炎を気にも留とめず、マジキムはシオンに語りかける。

「このような人間どもの非礼を許すおつもりか」

「今はそんなこと言ってる場合じゃない！　そこをどいて！」

　呪を使えば、マジキムを押しのけて先へ進むこともできるが、シオンは身の回りを結界で覆おおっている。結界の中にいる状態では、外に向けて呪を放つことはできない。

　どこかで何かが崩くずれる大きな音がした。シオンの気は急せいたが、火の手が迫り、結界を解くことができない。シオンは強ごう引いんにマジキムの脇わきをすり抜ぬけようとした。

「我らの里の書に、七つの封ふう印いんを解く者が、愚おろかな人間に滅ほろびをもたらし、神の御み心こころに添そった新たな国を創ると記されている」

　シオンは憶おぼえのある言葉を聞き、足を止める。

「七つの封印？」

「そうだ。七つの封印を解いた者には、七つの鍵かぎが与あたえられ、人間の世界に大厄やく災さいをもたらす扉とびらが開く」

（黙もく示し録ろくだ……）

　シオンは、心臓が耳みみ障ざわりなほど高鳴っているのを感じた。

「真の王よ、貴き殿でんがその封印を解く者だ。我らと共に参り給たまえ。恩おん義ぎを知らず火を放つような者どもに情けをかけることはあるまい」

（僕が七つの封印を解けば、もしかしたら……）

　シオンの心に、ある思いがよぎる。犯おかした罪を贖あがなうために、煉獄シエオのル・女主レジーナとして、天へも召めされず人として転生することもできなかった大いなる深しん淵えんの鍵──ファティマ。

　ようやく人として生まれた彼女を幸せにしたい。彼女の運命を変えることができるなら、自分が罪を肩かた替がわりしよう。

「──わかりました。あなたと行きます」

　シオンは決然と答えた。表情のなかったマジキムの顔に、初めて喜色が浮うかぶ。

「来てくださるか」

「でも、少しだけ待って。ファティマも連れて行きたいんです」

「お供仕つかまつろう」

　マジキムはシオンに道を譲ゆずり、駆け出すシオンの後に付いて行った。

　ファティマは、西の塔とうにいるようだった。

　敷しき詰つめられた絨じゆう毯たんに火が移り、一面の炎の海と化した三階の廊ろう下かを走り抜け、西の塔への回かい廊ろうへ出る。眼下には闇の落ちたモミの森が広がり、館の炎が禍まが々まがしく森を照らしていた。頭上にはまだ月の出ていない夜空に雲がかかり、星の姿もまばらだった。

　シオンは、西の塔の壁かべ伝づたいに設けられた階段を駆け上がる。手すりに火が移り、石造りの塔はまるで煙えん突とつのように凄すさまじい熱気が吹き上がっていた。

　塔の最上部に設けられた扉を開ける。塔から張り出す形で据すえてある物見台にファティマはいた。

「シオン、ヨハンナがいないの。ここで気配が途と切ぎれているのよ。引き返したのかもしれないわ。途中で会わなかった？」

　早口で告げるファティマは、シオンの背後にいるマジキムに気付いて息を吞む。

「スケディム──」

　呪を唱えようとするファティマをシオンは止めた。

「大丈夫。彼は味方です」

「味方って……」

「我が名はマジキム。ファティマ殿どのと申されたか。我はシオン殿をお迎むかえに参ったまで。貴殿に害意はない」

「どういうこと？」

　啞あ然ぜんとするファティマに、

「ファティマ、僕と一いつ緒しよにスケディムの里に行きましょう」

　シオンは手を差し伸のべた。塔の出入り口から炎ほのおが噴ふき上がっていた。火は木製の物見台に燃え移り、辺りを禍々しい朱しゆの色に染める。

「カルフにいても、魔女狩りに遭あうだけです。カルフだけじゃない。どこにいたって、あなたの力を知られたら、また魔女だと疑われて、追われなくちゃならない。敵は人間だけじゃない。あなたが、大いなる深淵の鍵である以上、悪魔に狙ねらわれ続ける。だったら、いっそのことスケディムの里に行った方が、楽に、幸せに生きられる」

「なぜ、急にスケディムの里なの。スケディムは私たちが煉獄シエオルに行っている間に、館を襲おそって来たんでしょう？」

　ファティマの問いに、マジキムが答えた。

「ファティマ殿、シオン殿は我が一族に伝わる伝説の王なのだ」

　燃え上がる炎の中で、マジキムの白い髪が火の粉を散らして舞まい上がる。

「我ら一族の使命は、人の世に滅びをもたらし、神の国を蘇よみがえらせることだ。シオン殿は滅びの扉を開ける力を持つ、我らの真の王なのだ」

「噓うそ……」

　ファティマは口を押さえ、大きく見開いた黄金の瞳でマジキムとシオンを交こう互ごに見た。

　戯たわ言ごとだと無視することはできなかった。ファティマは煉獄シエオルで、シオンが天使を地平の彼方かなたまで吹き飛ばすところを目まの当たりにしている。彼は一ひと度たび肉体を脱ぬぎ捨てれば、天使を凌りよう駕がするほど強大な力の持ち主なのだ。

　なぜ、人として生まれながら、スケディムと同じ混こん沌とんの魂たましいを持っているのか。

　彼が与えられた役割とは──。

「大いなる深淵の扉を開くというの……？」

「それはまだわかりません。でも、もしかしたら僕はあなたを救えるかもしれない。だから一緒に行きましょう」

　シオンは一歩進み出て、ファティマの手を取る。

　火の海と化していた物見台は、塔の出入り口から吹き上がる風に煽あおられて、炎の嵐あらしを巻き起こしていた。シオンはファティマを取り込んで結界を張り直す。

「あなた一人が罪を負うことはない。僕が代わりに負ってあげる。魔女だなんて誰だれにも言わせない。悪魔の手からも解放してあげる。煉獄シエオルに留とどめ置こうとする天使からも、守ってみせる。僕はあなたを幸せにしたい」

　シオンは両手に包んだファティマの手に口付けた。

「あなたが好きだ──」

「シオン……」

　ファティマは、彼が自分の知っているシオンではないような気がした。青い瞳は力強く輝かがやき、語る声こわ音ねには、切ないほどのひたむきさが感じられた。ファティマは、刹せつ那な何もかもから逃のがれて、この手にすがってしまいたいという衝しよう動どうに駆かられた。しかし──。

「だめよ……行けない」

　彼女はシオンの手を離はなし、後あと退ずさった。シオンの結界から抜ぬけ出ると新たに結界を張る。

　塔の出入り口で低く重い音が響ひびき、火の粉が弾はじけた。炎の雨がファティマとシオンの間に降り注ぎ、二人の間を隔へだてた。

「ファティマ……」

　青い瞳が、絶望の色に翳かげる。

「私は行かない。もう、逃にげないって決めたもの。何があっても大いなる深淵の扉は開けさせないって決めたもの！」

　ゴオッと炎の風が渦うずを巻き、魔物の咆ほう哮こうのような轟とどろきを上げてファティマを包んだ。

「どんなに人が罪深くても、私には滅ほろぼせない！　いいえ、滅ぼさせはしない！　人の罪も堕だ天てん使しの罪も、全部私が背負うわ!!」

　最後は絶叫に近かった。
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　シオンは、ファティマの叫びを痛ましい気持ちで聞いていた。

　遥はるか下方では、村人たちが狂くるったように喚わめき散らしながらファティマを捜さがしていた。こんな目に遭あっても、彼女は人間を庇かばいたいと言うのだ。

「──参ろう、我が王よ」

　マジキムが表情のない顔で、静かに言った。

　暗い空に、白銀に輝く翼つばさが見えた。グランディエが塔とうの物見台を目指して飛んで来るのだった。シオンは夜空を舞う翼に思いを託たくす。

（グランディエ、頼たのむね）

　シオンは視線をファティマに戻した。炎の間に見え隠かくれする彼女は、蒼そう白はくで、怒おこったように険しい眼まな差ざしをしていたが、それでも美しかった。

「お元気で──」

　笑え顔がおを作ったつもりだったが、うまく笑えなかった。

「待って、どこへ行くの!?」

　シオンは答えず、ファティマに背を向けた。

「行ってはだめ！　シオン、戻ってらっしゃい！」

　シオンの胸が引きちぎられるように痛んだ。しかし、彼は振ふり返らなかった。

「お願い！　大いなる深淵の扉を開けないで！」

　ファティマの声を頭上に聞きながら、シオンはマジキムと共に燃える塔を駆け下りた。







　一人、物見台に残されたファティマは、シオンの消えた出入り口を呆ぼう然ぜんと見つめていた。いつの間にかシオンの喚んだ水ホーク竜ヴアサーが塔を這はい登り、物見台の火を消し始めていた。

　ファティマは自分の手足がひどく冷たいことに気付いた。膝ひざがガクガクと震ふるえていた。

（追いかけなくては……彼を止めなくては）

　強こわばった足を踏ふみ出そうとした時、

「ヨハンナを見つけた」

　物見台にグランディエが舞まい降りた。

「とりあえず水車小屋に避ひ難なんさせて──どうした？」

　顔面蒼白で震えるファティマを見て、グランディエは尋たずねた。

「……シオンが行ってしまったの。スケディムと一いつ緒しよに」

「何!?」

「もしかしたら、大いなる深淵の扉を開けるつもりなのかもしれない。マジキムが言ったの。シオンにはその力があるって」

「連れ戻してくる」

　言うと同時に、グランディエはザッと翼を羽ばたかせて、再び夜空へと舞って行った。

　水ホーク竜ヴアサーが火を消し止めたのだろう、館やかたの窓からは炎ほのおの代わりに、焦こげた臭においのする煙けむりが立ちのぼっていた。

　グランディエが飛び立ってからいくらも経たたないうちに、塔の階下からドカドカと乱暴な足音が聞こえた。村人たちが、物見台にいるファティマを発見したのだ。

「いたぜ！」

　片手に松たい明まつを持ち、もう片方の手に草くさ刈かり鎌がまを持った農夫が塔の屋上に躍おどり出た。彼の後ろから十名近くの村人がわらわらと物見台に上がってくる。ひしめき合うようにして、男たちは狭せまい物見台を、ファティマに向かってにじり寄ってきた。手入れの行き届いた斧おのや鎌が、松明の明かりに照り返ってギラギラと禍まが々まがしい光を放っていた。

「私は魔ま女じよではないわ。あなたたちの誤解よ。カルフの司祭様に聞けばわかるわ。それでも信用できないなら教皇庁に問い合わせてもらってもいいわ」

　ファティマは毅き然ぜんと男たちに向かった。

「るせえ！」

　男たちは、とうに理性も冷静な判断力も失っていた。草刈り鎌を持った農夫が、松明を投げ捨ててファティマに斬きりかかって来る。ファティマは左の前ぜん腕わんで男の手首を払はらい、鎌を避よけると身を捻ひねって男をやり過ごす。

「落ち着いて頂ちよう戴だい！　こんな狭い所でそんな物を振り回したら、怪け我がをするのはあなたたちの方よ！」

　しかし、男たちの目に点ともる狂きよう気きの炎は消えない。

「やっちまえ！」

　彼らは一いつ斉せいにファティマに躍りかかった。ファティマは男たちの鎌や斧を紙かみ一ひと重えでかわす。こちらからは攻こう撃げきすることはできなかった。物見台の端はしを囲む柵さくはあらかた焼け落ちている。下手に立ち回っては、彼らを物見台から落としてしまう恐おそれがあった。

　じりじりとファティマは柵に追いつめられた。

　肉屋の肉切り包丁がファティマの胸を突つこうとした。半歩体をずらして包丁を避ける。たたらを踏んだ肉屋の上半身が、炭化した柵を折って宙に乗り出した。

「あ！」

　ファティマは、今にも墜おちそうな肉屋の上着を咄とつ嗟さに引っ張った。肉屋は転落を免まぬかれたが、その隙すきを縫ぬって誰だれかがファティマの足をすくった。

「キャアッ！」

　ファティマは宙に放ほうり出された。

　物見台の高さから地面に激げき突とつすれば、間ま違ちがいなく即そく死しだ。彼女は風の力を利用して落下速度を弱めようと呪しゆを唱える。

「風ウイン竜ドーゼ！」

　途と端たんに、右手に激痛が走った。大いなる煉獄シエオルの扉の前に連れて行かれた時に痛めた手は、風ウイン竜ドーゼを喚よぶだけの力を取り戻していなかったのだ。

（呪が使えない──）

　為なす術すべもなく、ファティマは村人たちの哄こう笑しようが遠ざかって行くのを聞いていた。







　グランディエは、森の中を走り去るシオンとマジキムの姿を上空から捕とらえた。降下しようとしたところへサリエルが現れた。

「こちらは私に任せろ。お前はファティマ殿どのを──」

「わかった。頼たのむ」

　シオンをサリエルに託たくし、グランディエが旋せん回かいした時だった。

　ファティマの高い叫び声が聞こえた。グランディエはハッと館の物見台に目をやる。闇を見通す堕だ天てん使しの目に、物見台から落下するファティマの姿が映った。

「ファティマ！」

　グランディエは、ザッと翼つばさを一つ大きく羽ばたかせると急加速した。折れた右の翼が痛みを伴ともなって軋きしんだが、そんなことを気にかけている場合ではなかった。

　ファティマは、頭から地面に落ちて行く。

　グランディエの脳のう裏りに、遥はるかな過去の一場面が蘇よみがえった。

　それは、そうとは知らずに御み子こと契ちぎりを交かわして妖よう霊れいリリムを産み、犯おかした罪におののいて、暗い海に身を投げた女の姿だった。

　あの時、岸がん壁ぺきを蹴けった彼女を自分は追った。しかし、差し伸のべた手を彼女は取らなかった。

　波に叩たたき付けられた彼女をすくい上げた時には、すでに彼女は事切れていた。

　力無く腕うでを垂れ、濡ぬれた長い髪かみが頰ほおに張り付いていた。

　腕の中の彼女は、白く、冷たく、どんなに呼びかけても応こたえてはくれなかった。

　聖なる輝かがやきに満ちた魂たましいは、すでにそこにはなかった。

（あの時、俺はお前を救えなかった）

　その時に感じた愛する者を亡なくした悲しみと、助けられなかった自分への怒いかりは、澱おりとなって今でも彼の心の中に凝こごっていた。

　グランディエは限界の速度で飛ひ翔しようした。翼が嫌いやな音を立てて痛んだ。

（俺は、お前が罪を犯したことよりも、お前が俺の手の届かない所に行ってしまったことの方が悲しかったんだ）

　彼は、墜ち行くファティマに向かって急降下する。グランディエの到とう来らいを知り、ファティマの瞳が見開かれた。

　グランディエは手を伸ばした。自分の伸ばす手が記き憶おくの中の手と重なる。

　リリスに届かなかった手──。

　地面が間近に迫せまっていた。

（頼む、この手を捕つかまえてくれ。俺は二度とお前を失いたくない──）

　グランディエの願いが伝わったかのように、ファティマが手を伸ばした。グランディエは彼女の手を捕らえた。

「……っ！」

　その途端、息が止まるほどの激痛がグランディエを襲おそった。

　ファティマの聖なる魂は、神の加護を失った堕天使に、神の雷いかずちを浴びせるほどの苦痛を与あたえるのだった。

　グランディエの視界が痛みで真っ白になった。苦痛が神経のすべてを支配し、他の感覚を薄うすれさせた。ファティマとつないだ手が弛ゆるみそうになる。

（……今度こそ）

　暗い海と、冷たい骸むくろの記憶が悪夢のように迫った。

（死なせない──）

　反射的に痛みから逃のがれようと腕が痙けい攣れんする。しかし、グランディエは耐たえた。

　ファティマを引き寄せ、腕を彼女の背と足裏に回した。薄れる触しよつ覚かくを必死で呼び覚まし、彼女を抱だき抱かかえる。そして、軋む翼を一つ大きく羽ばたかせると、上じよう昇しようを開始した。

「グランディエ──」

　信じられない、といった表情で、ファティマは自分を抱く堕天使を見上げた。彼の美しい顔は苦しげに歪ゆがんでいた。

　一つ羽ばたくごとに、グランディエの食いしばった歯の間から、苦く悶もんの声が漏もれる。

「ここで降ろして」

　使い魔にこれ以上苦痛を味わわせるわけにはいかない。

「……いや……」

　呼吸の合間に、グランディエはやっと答える。

　館の周囲には、大勢の村人たちが群がっていた。彼らは堕天使に抱かれるファティマを指差し、大声で喚いている。ここでファティマを地面に降ろすことはできなかった。

「大丈夫よ。あの人たちに捕まったりしないから。いいから降ろしなさい」

　語気を強めてファティマは使い魔に命じる。

　グランディエは無言で首を振ふった。喋しやべったら力が抜ぬけてしまいそうだった。

　いくらファティマの体術が優すぐれていたとしても、あれだけの人数を相手にただで済むはずはない。それに、折れた翼を目もく撃げきされた今、自分が村人に刃やいばを向ければ、彼女が魔女だという誤解を解くことが困難になってしまう。だが、連れ去るだけなら、悪魔が修道女を誘ゆう拐かいしたとでも何とでも言い逃れできる。グランディエはそう考えていた。

「何やってるの。早く降ろしなさい！」

　地面はまだそう遠くない。飛び降りても大した怪け我がは負わないだろう。ファティマは、グランディエの腕から逃れようともがいた。

　しかし、彼は一層力を込こめて、ファティマを胸に引き寄せる。

「つ……！」

　その行こう為いは、グランディエに更さらなる痛みを与えた。

「やせ我が慢まんしないで手を離はなしなさい」

　ファティマは暴れたが、グランディエは離さなかった。痛みで朦もう朧ろうとしてくる意識をなんとかつなぎ止め、彼は羽ばたく。

　地面が遠ざかり、ファティマは飛び降りることを諦あきらめた。グランディエの負担が少しでも軽くなるように、彼の肩かたに腕を回して胴プール・衣ポアンの端はしをつかむ。

「ご免めんなさい……こんな目に遭あわせて……」

　彼は答えない。途と切ぎれ途切れにつく息は、痛みに耐えることだけで精せい一いつ杯ぱいで、声すら出せないことを示していた。

　グランディエは心底安あん堵どしていた。彼女は生きてここにいる。

　今度こそ、死なせずに済んだ。あの暗い海の惨さん劇げきを繰くり返さずに済んだ。

　救えたのだという喜びが温かい光となってグランディエの胸に点ともる。

（お前を失わなくて……よかった……）

　彼女の存在を確かめたくて、彼はファティマを抱き締しめた。鋭するどい痛みが全身を駆かけ抜けたが、そんなことはどうでもよかった。

　愛いとしい、聖なる魂──。

　それが今、自分の腕の中にあった。

　思えば、このように触ふれるのは初めてだった。

　あの遥はるかな園そのからこの現世まで、自分が一番長く、彼女の身近にいた。しかし、触れたことはなかった。

　エデンでは自分は守護者だった。彼女にはアダムがいた。見守ることが自分の役目だった。

　彼女がファティマとして生まれてからは、堕天使の自分は彼女の聖なる魂に触れることはできなかった。

　時折、ふざけてファティマから触れたり、呪じゆ術じゆつのために口付けられたことはあっても、自分から彼女に触れたことはなかった。

　痛みを恐おそれていたのは事実だが、それ以上に自分にはその資格がないと思っていた。

　手の届くところにありながら、決して手に入れることはできない、ただ一つの美しい魂──。

　御み子こと契ちぎり、リリムを産み、自ら命を絶つという大罪を犯してさえも、彼女は神の息吹いぶきの清らかさを失ってはいなかった。

　だからこそ、神の加護を失った自分は、彼女の魂に拒こばまれる。

　全身を苛さいなむ激痛にそのことをあらためて思い知らされ、グランディエは悲しかった。

「ここまで来れば大丈夫よ。降ろして」

　ファティマに声をかけられ、グランディエは、いつの間にか館やかたから遠く離れ、辺り一面が黒々としたモミの森になっていることに気付いた。

　彼女を離したくなかった。このまま抱いていたかった。

　しかし、もう限界だった。痛みが体力を削そぎ、折れた翼つばさがいうことを聞かなかった。

　翼を広げたまま漂ただようように、グランディエはゆっくりと降下する。

　密生するモミの間を辛かろうじてすり抜け、地面が近くなるとファティマは自ら飛び降りた。

　その途と端たん、グランディエの全身から力が抜け、彼は肩から下生えの中に突つっ込んだ。

「グランディエ！」

　ファティマは芽め吹ぶいたばかりの柔やわらかな野草をかき分け、グランディエに走り寄る。彼は眉み間けんに皺しわを寄せ、目を閉じて荒あらい息をついていた。翼は輝かがやきを失い、力無く広がったままだった。

「大丈夫？」

　ファティマの労いたわしげな問いに、しばし呼吸を整え、グランディエは声を絞しぼる。

「……大丈夫だ……少し休めば……」

「ご免なさい。無理させちゃったわね」

「……俺が……そうしたかった……」

　ファティマにはグランディエがここまで無茶をした理由がわかっていた。彼は、ファティマが紅海に身を投げた時のことを思い出していたのだ。塔とうの物見台から転落した時、ファティマもまたあの暗い海の一場面を脳のう裏りに蘇よみがえらせていた。だから、彼女は彼の手を取った。

「手をつかんだら、あなたがすごく痛いってのはわかっていたけど、でも、生きなくちゃって思ったの」

　ファティマは済まなそうに言った。しかし黄金の瞳ひとみには決然とした光が点っている。そんな彼女の表情を見て、

「それで、いい。……生き抜ぬいてくれ」

　グランディエは微び笑しようした。

　厚い雲が空を覆おおい始めていた。まばらに見えていた星も姿を隠かくし、森の中は全まつたくの闇やみに包まれる。木ドウル精ダレスも眠っているのか、辺りはしんと静まりかえり物音一つしなかった。

「シオンはどこへ行ってしまったのかしら……」

　森に降りてからずっとシオンの気配を探さぐっていたファティマは、彼の気配も、一いつ緒しよにいたスケディムの気配も捉とらえることができず、不安げに呟つぶやいた。

「サリエルが追っている。あいつが付いていれば、そうそうやっかいなことにはならないはずだ」

「サリエル様が来ていたの？──気付かなかったわ」

「あいつは、お前の存在が悪魔連中にばれた時から、俺たちの近辺を張っているんだ」

「……そうだったの」

　ファティマは、地獄ハデスでグランディエと共に炎ほのおの中に吊つるされていた彼の姿を思い起こす。彼もまた、自分のために堕天の憂うき目に遭あいながら、自分を守ってくれているのだ。

「私、彼にも随ずい分ぶんと迷めい惑わくをかけているわね」

　ため息混じりにファティマは呟く。

「それがあいつの選んだ道だ」

　即そく答とうしたグランディエに、ファティマは黙だまって頷うなずいた。ここでサリエルにもグランディエにも余計な気き遣づかいをするのは僭せん越えつすぎる。

　大いなる深しん淵えんの扉とびらの前で、ウリエルが言っていた。自分が人として生きることを望んでいると。ならば自分は応じなくてはならない。生きて、戦って、勝つ。自分のために天界から追放された彼らの生き方を肯こう定ていするために。

　神こう々ごうしい光に満ちる黄金の瞳を見て、グランディエは愛しさを募つのらせる。

　腕の中にいた彼女は、思いの外ほか、柔らかく頼たよりなかった。あの華きや奢しやな体で、襲おそい来る悪魔や妖よう術じゆつ師しと戦っていたのかと思うと、グランディエは憐あわれみさえ感じた。

　包み込んで、何者にも傷つけさせないように、大切に守りたい。

　言葉にできない想おもいを込めて、グランディエはファティマを見つめる。

　自分を見る銀の瞳が、切ない翳かげりを宿しているのを知って、

「まだ痛むの？」

　ファティマはグランディエの脇わきに膝ひざをつき、顔を覗のぞき込んだ。

　黒髪の甘やかな香かおりがグランディエの鼻び腔こうをくすぐった。彼は突き上げてくる衝しよう動どうに耐たえきれず、微かすかな吐と息いきをつく。

　彼は想いを押さえ込んだ。美しい白磁の肌はだは電でん撃げきのような痛みを自分に与あたえるだけだとわかっていた。

　ファティマは急いで体を引く。

「どこか触さわっちゃった？　ご免めんなさい。ほんとやっかいね」

　幸いなことに彼女は勘かん違ちがいしてくれたようだった。

「俺にとっては、これで都合がいいんだ……」

「何で？」

　ファティマは尋たずねたが、グランディエは答えず薄うすく笑った。

　痛みがなければ、多分歯止めが利きかなくなるだろう。このまま彼女を押し倒たおして、思いの丈たけをぶちまけてしまうに違いない。

　アダムを装よそおったルシファーのように──。

　グランディエは、しばしファティマを見つめ、やがて瞳を伏ふせた。

　どれほど愛しくても、彼女は自分のものにはならない。

　けれど、自分は想うことをやめられない。

（側そばにいられれば、それでいい──）

　彼は自分に言い聞かせる。

　それ以上のことを望んではいけないと。

　グランディエは手をついて身を起こした。折れた翼つばさにズキリと激しい痛みが走り、彼は膝を折る。

「無理しないで、まだ、休んでいれば」

「いい、痛むのは翼だけだ。行こう」

　グランディエは立ち上がった。

　暗い森の中を、二人はヨハンナの待つ水車小屋に向かって歩き始めた。

　グランディエは、折れた翼よりも激しく疼うずく胸の痛みに顔をしかめた。







　８　紅あかい薔薇ばらの契けい約やく




　墨すみを刷はいたような真の闇であった。単に光が届かないというのではない。原初の混こん沌とんが、創造主の手によって光と闇とに分かたれた時、その場所を闇が占しめた。従って、そこには、闇そのものが果てしなく横たわっていたのである。

　大いなる深淵──。

　すべての光を吞のみ込むはずの闇に、燦さん然ぜんと輝かがやく存在があった。背には十二枚の翼、金こん剛ごう石せきの瞳、紅べに珊さん瑚ごの唇くちびる。星の光を結けつ晶しようさせたような相そう貌ぼうは、神の創造の御み業わざがいかに偉い大だいであるか示していた。

　闇の中を一人佇たたずむ彼に、近づく者があった。

「御み子こ」

　呼びかける彼は、漆しつ黒こくの胴プール・衣ポアンと細身のズボンブレーの上に、闇色の長いマントを巻き付けていた。耳の後ろに撫なで付けた短い髪も黒く、やや吊つり上がった細い眉まゆも黒く、長い睫まつげに縁ふち取どられる切れ長の瞳も黒かった。ただ、滑すべるような白い肌に、唇だけが紅く、妖よう艶えんな美女が敢あえて男の姿をしているような妖あやしい美しさがあった。

「アスタロトか」

　ルシファーは、かつて自分が天使長であった時からの重臣に向けて金剛石の瞳を眇すがめた。

「なぜ、千せん載ざい一いち遇ぐうの機会を逃のがされたのです？」

　アスタロトの抑よく揚ようの少ない口調の陰かげには、怒いかりが隠かくされていた。

「リリスの魂たましいが竜たつ巻まきに揉もまれて散ってしまった時、あなたは彼女の魂の欠片かけらを拾い集め、蘇よみがえらせた。あなたの力をもってすれば、彼女を操あやつって扉を開けさせることもできたでしょうに。なのに、あなたはリリスを現世へ帰してしまわれた。なぜなのです？」

「ばれていたのか」

　ルシファーは大して驚おどろいた風もなく、微かな苦く笑しようを浮うかべた。

「他ほかの連中ならともかく、私の目を誤ご魔ま化かせるとでも思ったのですか？」

「この扉から解き放たれて、どうするつもりだ」

「何を今いま更さら──。まずは地上を支配し、人間界に散っている同どう胞ほうたちを集めて、天界を我らのものにするに決まっているでしょうに」

「お前は、世界の終末の預言を知っているか？」

　ルシファーの問いに、アスタロトはフッと嘲あざ笑わらうような息を漏もらした。

「愚おろかな人間が見た、ただの夢でしょう。たとえ真実だとしても、勝者がミカエルで、敗者が我らだとは限りません。裁きの天てん秤びんを持つのはあなたかもしれない」

「私たちは、すでに神の加護を失っているのだぞ。そのようなことが可能だと思うか？」

「何を気弱なことを。我らを罪人として闇の牢ろう獄ごくに押し込めたのは、創造主ではなくミカエルです。やつの首さえ取ってしまえば、創造主の意を翻ひるがえさせることもできましょう。もしもそれができなかったら──」

　淡たん々たんとした語り口ではあったが、黒曜石の瞳ひとみには暗い炎ほのおが点ともっていた。

「あなたが、神に成り代わればいい。あなたにはそれだけの力がある」

　挑いどむようなアスタロトの視線を軽く受け止め、ルシファーは薄い笑えみを浮かべた。

「買いかぶられたものだな」

「この闇から逃れるつもりはないと……？」

「そうだ」

　アスタロトの柳りゆう眉びが吊り上がる。

「では、なぜ大戦の最さ中なかにエヴァに禁断の実を食べさせたのです。あなたは、アダムとエヴァを神に背そむかせて、地上の王である人間を味方に付けようとしたのではないのですか。いずれ、人間界に君臨するために」

　ルシファーは答えない。苛いら立だったアスタロトは更さらに続ける。

「よもや、戦う気力が萎なえたなどと仰おつしやりはしないでしょうね。我らは、再び地上に出る日を願っている。人間界も天界も手中に収める日が必ず来ると信じているのですよ」

　それでもルシファーは答えなかった。長い沈ちん黙もくが落ちた。やがてアスタロトは低い声で呟つぶやく。

「私はこの闇から逃れたい。もう一度あの輝かしい光の下に立ちたい。あなたにその気がなくとも、私はその望みを捨てることはできない」

　アスタロトは背を向けた。徐じよ々じよに漆黒のマントが闇に溶とけていく。

　彼が消えた空間を、ルシファーは痛ましい思いで見つめた。自分を信じ、最後までついてきた忠臣を、このような境きよう遇ぐうに陥おちいらせたのは自分なのだ。

　エヴァに禁断の実を食べさせた本当の理由を知ったら、アスタロトは何と思うだろうと、ルシファーは微かすかな慚ざん愧きを感じる。

　禁断の実は、神の庇ひ護ごを保証してもらう代わりに、神への絶対的な信しん仰こうを誓ちかう、言わば契約の証あかしだ。禁断の実を食べてしまえば、人間たちは永遠の命も楽園での生活も失う。天使たちはそう知らされていた。

　しかし、禁断の実には、もう一つの役割があった。慈じ悲ひ深い神は、もしも人間が契約を破は棄きして禁断の実を食べ、後に人間がそれを悔くいた時のことを考えて、贖あがないの方法を用意していたのである。そのことを知っているのは、当時天使長であったルシファーだけであった。

「私が望んだのは人間の支配ではない。世界の有り様を、人の運命を……変えたかったのだ」

　ルシファーは静かに瞳を閉じる。瞼まぶたの裏に映るのは、群れて咲さく百合ゆりの中で笑む、一人の女の姿だった。
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　深夜であった。

　月はまだ昇のぼらず、雲の多い空は星の光を遮さえぎり、辺りを覆おおう闇は濃こかった。

　人里離はなれた荒あれ地の一角に、一件の廃はい屋おくがあった。かつては豪ごう商しようの別べつ荘そうとして使われていたのか、屋や敷しき自体は大きく立派な構えをしていた。しかし今はひび割れた壁かべに蔦つたが這はい、扉とびらは傾かたむいていた。

　屋敷の一角に、小さな明かりが点ともった。それは、死人の油で作った一本の蠟ろう燭そくだった。禍まが々まがしい光が、蠟燭を手にしている女を照らす。

　夜はまだ暖だん炉ろの火が恋こいしい季節であるのに、彼女は白い薄うす手でのローブを羽は織おっているきりであった。巻き毛の金きん髪ぱつを腰こしまで垂らし、瞳は淡あわい翠すい玉ぎよくの色をしていた。

　キアラである。

　薄うす紅べに色いろの唇は引き結ばれ、瞳には凄せい絶ぜつな光が宿っていた。

　彼女は蠟燭を壁かべ際ぎわの燭しよく台だいに立てた。炎が揺ゆらめき、亡ぼう霊れいの影かげのようにその部屋を照らす。

　そこは大広間だった。崩くずれかけた暖炉の他ほかは調度類は何一つなく、天てん井じようには蜘蛛くもの巣が垂れ下がり、窓まど枠わくには厚い埃ほこりが積もっていた。

　キアラは、広間の中央に座し、右手の人差し指の先に短たん剣けんで傷をつけた。

　朱しゆ色いろの線から滲にじみ出る血が、玉となって白い指を滑すべる。彼女は血の玉が滴したたり落ちる前に、ささくれだった木の床ゆかに指を当てた。

　薄紅色の唇から、甘く優美でありながら、どこか陰いん惨さんな歌が奏かなでられた。

　キアラの脳のう裏りに、この歌を教えてくれた母の顔が浮うかぶ。母は、世界の終わりが来た時『祓はらう』ために、この歌は一族に伝えられているのだと言った。だから、決して『喚よぶ』ために使ってはいけないと──。

　戒いましめを破る呵か責しやくを振ふり払はらうために、彼女は優やさしい母の面おも影かげを切り取られた生首に置き換かえた。

　キアラは呪しゆを唱えながら、自らの血で古いにしえの文字を床に書き付ける。

　呪の合間に、首のない父母と、妹たちの小さな骸むくろが思い浮かぶ。その中で、誰だれよりも鮮せん明めいに、そして繰くり返しキアラの前に現れる幻げん影えいは、銀の髪の堕だ天てん使しだった。

　自分を下僕にするよりも、あんな小こ娘むすめの使い魔でいる方が良いと彼は言ったのだ。

　キアラは唇を嚙かむ。

（滅ほろびを願うほど後こう悔かいさせてやりたい）

　彼女は胸に湧わき上がって来る憤ふん怒ぬと憎ぞう悪おを、長い黒髪の女に向けた。

（わたくしの前に膝ひざを折り、泣いて許しを請こうがよい。けれど決して許しはせぬ）

　キアラの額に、汗あせが浮き始めた。それはこの術が莫ばく大だいな呪じゆ力りよくを消費することを示していた。

　傷ついた指先の血が固まると、別の指に刃はを当てた。すべての指が赤黒い血の塊かたまりで埋うめ尽つくされても、呪が終わることはなかった。何本もの蠟燭が燃え尽きた。

　雲の合間から細い月が東の空に姿を現した頃ころ、ようやくキアラは立ち上がった。彼女の足あし下もとには、血文字に埋め尽くされた巨きよ大だいな魔ま方ほう陣じんが横たわっていた。

　キアラは魔方陣から出ると、壁際の蠟燭を吹ふき消した。唯ゆい一いつの明かりを失い、辺りに全まつたくの闇が訪おとずれる。ささくれた床もひび割れた壁も黒く塗ぬりつぶされた。

　しかし、床に描えがかれた魔方陣だけは闇に吞のまれず、暗黒の世界にそれだけが赤く浮き上がっていた。

　キアラは新たな呪を唱える。

「ゲファーレネ・トロネス、イシュタル。クリミナトレスの将軍よ」

　彼女の声に呼応するように、赤い文字が震ふるえた。

「我が呼びかけに応じ給たまえ」

　方陣の四よ隅すみから水みず煙けむりが噴ふき上がる。水煙は密度を増しながら、次し第だいに方陣の中央へと領土を拡大していった。

　やがて、方陣の内部すべてが波打つ闇色の水に満たされた時、

　──私を喚んだのはそなたか。

　水の中に、白く美しい顔が浮かんだ。

　呪術が成功したことを知ったキアラは、満足げな笑みを浮かべた。

「左さ様ようでございます。アスタロト様」

　──人の身で、大いなる深しん淵えんにまで声を届けるとは、なかなかの者だな。

　キアラは魔方陣に異界を隔へだてる水を呼び込み、大いなる深淵に封ふうじられているアスタロトを喚んだ。悪魔か、もしくは悪魔と契約して強大な力を得た妖よう術じゆつ師しでなければ為なし得ない呪術であった。

　無論、方陣の中のアスタロトは、現実の彼ではない。どんな術をもってしても、大いなる深淵に封じられた堕天使を召しよう喚かんすることはできない。彼女の呼び声に応じて、アスタロトは自らの幻まぼろしを届けたのである。

　──私に何を求める。

「力を、わたくしに力をお与あたえください」

　幻が与えられる力は限られている。しかし、たとえ幻であっても、アスタロトほどの悪魔と契けい約やくすれば、地上にいる軟なん弱じやくな悪魔と契約するより遥はるかに強大な力を得られるのだった。

　──そなたは未いまだ我が同どう胞ほうと契約を交かわしていないように見えるが。契約を交わさずとも私を喚ぶだけの力があるにもかかわらず、更さらなる力を求めて何を願う。

　キアラは散ちり際ぎわの薔薇ばらのような、爛ただれた笑みを浮かべた。

「扉の鍵かぎとなる女よりも強大な力を手に入れ、その女を扉の前に引き据すえとう存じます」

　アスタロトは刹せつ那な瞠どう目もくし、続いて紅あかい唇くちびるの端はしを吊つり上げた。

　──大いなる深淵の扉を開けたいと申すか。

「鍵の女は、利きき手に怪け我がを負っておりまする。混こん沌とんの魂たましいを持つ少年も女のもとを離はなれました。現在、女を守るのは翼つばさの折れた堕天使と、腰こしの曲がった老ろう婆ばのみ。今が好機でございます」

　それらの情報は、地上の同胞を通じて、大いなる深淵にも届いていた。堕天使の中には、今すぐにでも、カルフに総攻こう撃げきをかけるべきだと奏そう上じようする者もいたが、大おお仰ぎような振る舞まいは天界の警けい戒かいを招くという理由で、ルシファーがそれを許さなかったのである。堕天使にとってルシファーの命令は絶対だった。

　だが、アスタロトはルシファーが闇の牢ろう獄ごくから脱だつするつもりがないことを知っている。御み子この命令がどうあれ、彼はこの機会を逃のがすつもりはなかった。

　──よかろう、我が下僕になれ。

「光栄に存じます」

　キアラは水が渦うず巻まく魔方陣に近づいた。方陣の外がい縁えんに触ふれるか触れないかの距きよ離りで止まる。現身うつしみでは異界を隔へだてる水の中には入れない。

　アスタロトも内側から方陣の境界線に近づいていた。短い黒髪を後ろに撫なで付け、漆しつ黒こくのマントを肩かたに巻き付けている彼の姿が闇色の水に浮うかび上がる。アスタロトも境界の手前で立ち止まった。彼の幻もまた、水の中からは出られないのだ。

「契約を──」

　アスタロトは僅わずかに背をかがめて顔を下げた。逆にキアラは背せ伸のびして顔を仰あお向むかせる。

　両者の顔が近づいた。アスタロトの紅い唇が異界の水と現世との境に触れた。キアラの薄紅色の唇もその境に触れる。二人の唇が重なった。

　アスタロトの幻の唇は、キアラに何の感かん触しよくも与えない。しかし、キアラは絶大な力を誇ほこる堕天使の霊質エーテルが口こう腔こうに流れ込むのを感じた。

　キアラの背に残る醜みにくい傷きず痕あとが熱く痛んだ。それは魔女狩がりによって父母や妹たちを失った時に負った刀傷だった。彼女は憎悪が、過去の陰いん惨さんな思い出が、霊質エーテルによって邪じや悪あくな力に変へん換かんされていることを知る。

　霊質エーテルが背中の古傷に集まり、やがて凄すさまじいほど大量の呪力が、渦うずを巻いて体中を駆かけ巡めぐった。

　キアラの青白い頰ほおに、歓かん喜きの朱しゆが走る。アスタロトの力が体の隅すみ々ずみを満たし、彼女を法ほう悦えつの頂いただきにまで登りつめさせた。

　唇が離れると同時に、キアラは脱だつ力りよくして床に倒たおれ込む。長い金髪が床に散り、薄うすいローブの肩がはだけて、俯うつむけになった彼女の背中を露あらわにした。

　そこに傷痕はなく、代わりにアスタロトの唇と同じ色の、真っ赤な薔薇の形をした痣あざがあった。

　それがアスタロトとキアラが交わした契約の刻印だった。

　──必ずや、扉を開けてみせよ。

　アスタロトは目を細め、キアラの背に咲さいた薔薇を一いち瞥べつすると、闇色の水の奥に姿を消した。

　全くの闇に閉とざされた廃はい屋おくの広間で、キアラはしばらく荒あらい息をついていたが、やがて床に手をつき、半身を起こす。

「グランディエ、ファティマ。今、参りますわ。待ってお出いでなさい」

　キアラは薄紅色の唇を、ニッと笑えみの形に吊り上げた。







　あとがき




　こんにちは！　花か粉ふん症しようの季節ですが、皆みな様さまお加減はいかがでしょうか？

　この本をお手にとってくださり、ありがとうございます。

　お陰かげ様さまで「シェオル・レジーナ」も三巻目となりました。次巻、四巻目で「シェオル……」は結末を迎むかえます。頭を空っぽにして一気に読める物語を目指したのですが、天使様、悪あく魔ま様のささやきについつい耳を傾かたむけてしまい、全四巻と相あい成なりました。

　自分の作品が本になり、多くの方々に読んでいただく機会を得たことだけでも夢のようですのに、ここまで「シェオル……」を思う存分書かせていただき、本当に感謝しております。

　今回は、主人公の修道女ファティマが煉獄シエオルへ行き、自分の前世の罪を知ります。また、弟で子しのシオンの役割も、ちょびっと明らかになります。

　話の中心は、前世のファティマと、曙あけぼのの御み子この間に何があったかという辺りです。ビーンズ的に、あのシーンはどうかなと思いましたが、担当様が「あれくらいなら大丈夫ですよ」と仰おつしやってくださったので、思い切って書いちゃいました。あれが、この物語の中ちゆう核かくなのです。

　私は、子どもの頃ころから、なぜ神はエデンに禁断の実のなる木を植えたのか、なぜ全能の神が狡こう猾かつな蛇へび、すなわち悪魔を創造したのか、不思議でなりませんでした。私はキリスト教徒ではありませんが、神のような存在が「光あれ」と言った瞬しゆん間かんに、ビッグバンが起こって宇宙ができたと、結構マジに考えているのです。

　で、悪魔と人間の原罪について、私なりに考えた結果が「シェオル……」なのです。高こう尚しような哲学ではなくて、ラブストーリーという畏おそれ多いことになってしまい、今いま更さらながらおののいています。敬けい虔けんな信者の方には誠まことに申し訳ありません。神様も天使様も悪魔様もどうか笑って許してください～。

　スケディム（シェーディームの方が一いつ般ぱん的でしょうか？）は伝承ではアダムとリリスの子ということになっていますが、このお話では、妖よう怪かいの一種ということになっています。

　それから、死後の世界は、あちこちの宗教で言い伝えられている話をもとに、村田が想像しました。当時の教会の教えではありませんので、御ご承しよう知ちおきください。

　次巻でファティマの物語は終わります。御子は、なぜアダムとエヴァに禁断の実を食べさせたのか。シオンの役割は何だったのか、ファティマはどうなってしまうのか、グランディエはまた痛いのか──。彼らの真の名も明らかになります……かどうか。

　とにかく、次の巻ですべてが判明します。

　担当様を始めとして編集部の皆様、今回も大変お世話になりました。また、左近堂絵里様には、かっこいいシオンをありがとうございます！　実は、左近堂様の描くシオンがあまりに愛らしいので、彼には少年のままでいて欲しかったのです。けれども、十三歳という育ち盛ざかり、村田の願いも空むなしくシオンは大きくなってしまいました。どんなもんかなぁと思っていたところへ、表紙のラフ画が届いて思わず「きゃ～」でした。こんなことなら、もっと早くに背を伸のばしておけばよかったです～。それでもって、シオンってば、そんなことを!?　何を驚いているかというと、表紙の帯をめくってみてください。どうしましょう……（作者がうろたえてどうする）。

　ファティマとグランディエとシオンの微び妙みような関係もどうなるのか、それも次巻で明らかになるらしいです（無責任ですみません。登場人物は、私の言うことをあまりきかないので）。

　最後になりましたが、読者の皆様には、ここまでお付き合いくださり、心から感謝申し上げます。

　正直言って、書くことが辛つらいと思ったこともありました。自信を失い、くじけそうになったことも度たび々たびです。そんな時、村田を支えてくださったのは、読者の皆様の温かい励はげましでした。ファティマたちがここまで来られたのは、皆様のお陰です。登場人物ともども、お礼申し上げます。どうか、彼らの行く末を最後まで見守ってやってください。

　これまでの皆様の御厚情に報むくいられるよう、最後まで全力を尽くす所存でおります。御意見御感想アドバイス等ありましたら、是ぜ非ひお聞かせください。よろしくお願いいたします。

　では、「シェオル……」の最終巻で再びお目にかかれることを切に願って。
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